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prologue





　どうやら難事とは連鎖するものらしい。

　少なくともセシリーにはそうとしか感じられなかった。

「ルークの目は『魔剣精製』による代償です」

　先程まで寒風吹きすさぶ屋外に全裸でいたため、手足はかじかみ、全身も小刻みに震えている。ズボンを穿はき、腕を袖そでに通すのにもひどく難儀した。

　背後ではリサの声が続いている。

「『魔剣精製』には私の“〝肉”〟とルークの“〝魂”〟を必要とします。今まではその代償を最小限に抑え、騙だまし騙し使ってきました。けれどやっぱり少しずつ影響は出ていて……火山での一件でとうとうルークの目は見えなくなってしまいました。ルークが言うには完全に失明したわけではなく、重度の弱視とのことですが」

　ここはタタラ工房の職人たちが建てたという脱衣所である。急造というのがすぐにわかる、安普請の掘っ立て小屋だ。

　ルークを残して湯治場から引き上げたセシリーは、そこでリサと鉢合わせた。聞き耳を立てていたのか、あるいはこの場所にセシリーがいたことでおおよそのことを察したのか、彼女は訊きかずとも打ち明けてくれた。

「視力だけでなく――寿命も縮めています」

　真実を、淡々と。

「あなたには決して話すなと、ルークに口止めされていました」

　口止めの理由は考えるまでもない。彼の頑固さはセシリー自身にも通じるものがある。

　同じ立場なら、同じ行動を取っていたかもしれない。

　想像でしか言えないが。

「……手はないのかな」

　セシリーはブーツを履きつつ、訊たずねた。

「彼が失ったものを少しでも取り戻せるような方法が」

「…………」

「いや……すまない。酷こくな質問をした」

　そんなものがあればこのように深刻な空気を漂わせてはいない。

「しかし、この期ごに及んでルークは目のことを隠そうとするんだな」

「バカですから」

　肩越しに振り返るとリサが唇を尖とがらせていた。

　違いない、とセシリーは口くち許もとを綻ほころばせた。どうせいつかは明るみに出てしまうだろうに、彼はぎりぎりまで隠し通そうとする。できるだけ周りの人間――自惚うぬぼれでなければ自分に背負わせないために。本当に愚かで嘘うその下へ手たな男。

　――そして私はそんな彼のことを好きになったんだ。

　好きだからこそ、今、張り裂けそうなほど胸が痛い。

「セシリーさんはどうされるんですか？　このことを知って」

「…………」

「私、大きな口は叩たたけませんけど、でもルークの弟子としてどうか言わせてください」

　そのときちょうど着衣を終え、セシリーは改めて背後のリサに向き直った。

　彼女は祈るような表情でこちらを見上げていた。

　煤すすに汚れた作業着を着た、小柄な少女。腰まであったブロンドの髪は『魔剣精製』の代償により肩ほどまで短くなっている。そして小さな顔の中で大きく見開かれた瞳ひとみ。

　その身ひとつで師匠を支え続けた、ルーク・エインズワースの弟子にして唯一の家族。

「何をするにせよ、せめて覚悟を」

「覚悟」

「ハイ。いろんなことを覚悟してから、ルークの覚悟と向き合ってあげてください」

　そんな彼女からの言葉には重みがある。決して軽く受け止めてはならない。

　いや、たとえそうでなくても。

「私が勝手に小難しく考えているだけかもしれませんけど……ルークは己の成すべきことだけを考えて行動しています。その覚悟はいろんなものを我慢して――」

「待って、リサ。皆まで言わないでくれ」

　言葉を切る彼女に、セシリーは頷うなずきかけた。

「大丈夫。わかってるさ」

　本当は今すぐルークの許に戻り、彼のついている嘘を暴いてしまいたい。

　そして己の想いをすべてぶちまけてしまいたい。

　そうすることは簡単だし、今までの自分だったら絶対にそうしていただろう。でも自分はこの一年近い期間でルークのことを知った。勢い任せに、場当たりに突っ込むだけでは恐らく彼の頑固さを崩せない。それはリサに言われるまでもなくわかることだった。

　ルークの現状、覚悟の意味、込めた気持ち。

　それらに比する意志と覚悟がなければ、セシリーの言葉はルークに届かない。

　――私は頭が悪いけど。



    

  









    
      　悪いなりにも頭を使う必要がある。

「よく、考える」

　帝政列集国のこと、ヴァルバニルのこと、都市のこと、――アリアのこと。

　難事は相次ぐ。だからといって膝ひざを屈してしまうほど自分はか弱くない。

「信じています」

　リサは深々と頭を下げた。

「どうかルークのこと、よしなにお願いいたします」

　うん、と頷うなずいてからくすりと笑った。

「なんだかリサは、あれだな」

「？　何ですか？」

「失礼かもしれないけど、まるでルークの母親みたいだ」

「……えー」

　不本意だと言わんばかりに頬ほおを膨らませる。

　セシリーは頬を緩めていたが「あ」と唐突に思い出した。

「君から借りていた直刀だが」

　それはルークが少し前に拵こしらえたという得え物ものである。行方ゆくえ知れずとなっていたルークとユーインを捜索しに火山に赴く際、リサがセシリーに貸し与えてくれたのだ。事態が落ち着いた後もばたばたしていたため、返しそびれていた。

　リサはそっと唇に人差し指を当てた。

「ルークには内緒で。しばらくは預かっていてください」

「でも」

「返すのはセシリーさんの手で」

　自らの手で。それはつまり次にルーク本人と相見えるとき。

　覚悟に覚悟をぶつけるときだ。

　理解し、しかと頷いた。

「ルークのことを頼む」

「もちろん」

　そのやり取りを最後に、セシリーは涙の跡を乱暴に拭ぬぐって脱衣所を後にする。

　結局、湯には浸からなかった。



    

  
    
      



　冬の終わりも間近というときに独立交易都市を襲った地震。

　それは、帝政列集国との戦いの傷跡から復興しつつあった市民の心をつまずかせるのに十分な出来事だった。あわや壊滅というところからせっかく市民一丸となって復興に取り組んでいたところに、出し抜けに天災が襲ってきたのだ。人々が肉体的にも精神的にも疲れ果て、参ってしまうのも無理からぬことだった。

　軍国と協力関係を結び、都市は再興に忙しい。しかし前までの活気はなく、そのせいか街の修復作業も遅々として進まない傾向にあった。

　地震が起こって以来、独立交易都市は非常に不安定な状態が続いている――





　時節はそして、もうすぐ春を迎える。



    

  
    
      


第25－｜１話　女たち Episode Lucy





　　　１



「母上。その、お聞きしたいことがあるのですが」

「何ですか。改まって」

「ええと……先達に学びたいと言いますか、さ、参考にできればと思いまして……」

「セシリー？　だから何なのですか。はっきりおっしゃい」

「は、母上と父上の馴なれ初そめを教えてください！」

　食事の席である。

　先の帝政列集国の襲撃事件で住まいを失ってから、キャンベル家の人々は七番街に仮設されたバラックで暮らしていた。急場凌しのぎの家屋なので造りは粗く、地震による損傷も著しい。その証拠に内装の彼あ方ち此こ方ちに継ぎ接ぎのような修繕の跡が多く窺うかがえた。それでなくても隙すき間ま風かぜがひどいので、皆普段から上着を一枚多く羽織るようにしていた。

　晩飯の時。四角い食卓の四方を四脚の椅い子すが埋めている。セシリーの正面には母親のルーシー・キャンベルが座り、向かって右隣の席では家政婦のフィオ・アトキンズが鍋なべから人数分のスープを取り分けているところだった。残りひとつの席は、今は空席。

　三人で夕ゆう餉げの席を囲むのは最近では稀け有うなことである。セシリーは自衛騎士団の仕事と都市の復興で毎日忙しく、家に戻るのはかなり夜が更けてからになるので、必然的に食事はひとりで取ることになる。しかし今日は珍しく早い時間帯に帰宅することができた。

　だから機会は今しかないと思い、セシリーは母親に請うたのだった。

「いきなり何を言うのですか……？」

　ルーシーは娘の突然の申し出に訝いぶかしげに首を傾けている。

　赤目赤髪の婦人である。痩やせ木のように身体からだの線が細く、事実、伴はん侶りよを亡くしてからは特に床に伏せがちになったが、それとは別に性格は厳格にして骨っ節の強い女性だ。そんな彼女が眉み間けんに皺しわを寄せるとそれだけで叱しかられているような気分になり、セシリーは反射的に萎い縮しゆくしてしまう。幼いころから未いまだに直らない癖くせだ。

　セシリーの容姿は母親に、性格は父親に似ていると昔からよく言われるのだが、当の娘はあまりぴんと来ていない。

「で、ですから、母上と父上が結婚に至った経緯などを拝聴したく……」

　なんだい、と会話に割り込んだのはフィオだった。意地悪そうな笑み。

「怪しいな。大方ルークと何かあったんだろ」

　引っ詰めにした茶髪に簡素なエプロンドレス。アトキンズ家は代々キャンベル家に仕えてきた家系であり、フィオ・アトキンズはその末まつ裔えいだ。セシリーよりひと回りも年上で立場こそ使用人ではあるが、大雑把で気のいい性格のおかげかセシリーとは姉妹のような関係を築いている。

　フィオが出した名前に、ルーシーが相好を崩した。

「まあルークさんと？　そうなのですかセシリー」

「あ、いや……」

　口ごもる。関係していると言えば大いにしているのだが、何と説明したものか。

　こちらが答えに窮している間も、ルーシーとフィオは和わ気き藹あい々あいと続けていた。

「少し前に一度だけお会いしましたが、とてもしっかりした御ご仁じんでしたね」

「あのときは猫被ってましたけどねー」

「これ、そんなふうに言ってはいけません。好青年だったではないですか」

「うーん、あたいからしたら気難しい偏屈者ですよ、あいつ。無口だし」

「ほらまた。失礼ですよ」

「へい。すみません」

　ルーシーは頬ほおに手を当て、ほうとため息をつく。

「それにしても本当にありがたいお話です。わたくしはセシリーが殿方とお付き合いするなんてほとんど諦あきらめかけていたのですが……ルークさんには感謝してもしきれません」

　ひどい言われようだが、指摘するべきところは他にある。

「は、母上。誤解されているようなので訂正しますが、付き合っていません」

「…………は？」

　正気かしらこの子、とでも言いたげな、しかめ面が返ってくる。

　セシリーはやけくそ気味に叫んだ。

「ですから、私とルークは付き合っていませんっ」

「……!?　まさか――もうフラれたのですか!?」

「そうではなくて！　そもそもまだ付き合ったことがないのです！」

　ルーシーはぱくぱくと口の開閉を繰り返しながらフィオを振り返る。

　フィオは肩をすくめた。

「本当っぽいですよ。というかルーシーさん、そこはルークも否定してたはずですけど」

「それはそうなのですけど、わたくしはてっきり照れ隠しなのかと……」

　彼女は時々人の話を聞かないのが玉に瑕きずだ。

「あたいもいい加減焦じれったく思ってまして。くっつきそうでくっつかないんです」

「くっつきそうで……ということはやはり脈は、望みはあるのでしょうセシリー!?」

　ふたりがそろってこちらを見やる。

　たちまち顔面が火ほ照てり出し、セシリーは彼女らの視線から逃れるように目を伏せた。

「だからその、くくく、くつ、くっつくためにッ……母上と父上の馴なれ初そめを参考にさせていただきたいのですッ……」

　背中を押してもらえたら。ほんの少しでも勇気をもらえたら。

　そんなことを期待しての頼みだった。

　沈黙が降りた。屋外でバラックの壁を叩たたく風音が、妙に大きく響く。

　恐々と上目遣いに様子を窺うかがうと、ルーシーとフィオが互いに顔を見合わせていた。ふたりは目と目で何らかの意思の疎通をしたらしく、まったく同時に、唐突に――それぞれ手を合わせて食前の祈りを始めた。

　独立交易都市の市民は祈き祷とう契約によって引き起こされる奇跡を、ブレア火山――ひいては霊体濃度の高いこの地域全体――からの思し召しと見なし、『精霊信仰』と称して信仰している者が多い。そしてその恩恵に感謝を表すという意味で、寝食の前に祈りを捧ささげることを習慣としているのだ。

　なのでそれ自体は見慣れた光景なのだが――ふたりが自分を捨て置いて都市の推奨する文言を唱和し始めてしまったので、セシリーは肩透かしを食らったように目を瞬かせるしかなかった。

「あ、あの、母上……？」

　最後まで祈りを終えたルーシーがおもむろに言った。

「確かにわたくしとチェスターのことはあなたたちの参考になるかもしれませんね。キャンベル家とエインズワース家の関係に鑑みれば、特に。……しかしせっかくの料理が冷めてしまいます。そのお話は食事の後にいたしましょう」

　そう促して口くち許もとを緩める。はにかみにも似た微笑ほほえみ。

　セシリーは目を見張った。それは病弱な彼女が作る表情にしては生き生きとしていたのだ。普段の言動には見られない潤いがあり、いっそ年とし頃ごろの娘がするような可憐さを感じた。まるでこの一瞬だけ若返ったみたいに。セシリーは思わず自分の目をごしごしと擦って何度も確認してしまった。

「食後のお茶をゆっくり味わいながら話すのが、きっとちょうどいい」

　ルーシーは感慨深げに呟つぶやいた。何ど処こか懐かしむように。

「少し長くなりますから」



　　　２



　夕食の後、片付けられた食卓には一個の玉たま鋼はがねが載せられた小皿が置かれた。それは淡い光を放って簡易照明の役割を果たし、食卓の上に並べられた紅茶のカップや一同の顔を照らしてそれぞれの影を伸ばす。光量は目に優しく、明かりの類たぐいもこの玉鋼だけなので室内は薄暗いが、不思議と暖かく柔らかな空気が満ちているようにセシリーは感じた。

　フィオの淹いれてくれた紅茶を一口喫して唇を湿らせてから、ルーシーは口を開いた。

「あれはそうね……二十年近くも前になります。わたくしは騙だまされたのです」



　　　＊



　その日、二十歳のルーシーはかつてないほど怒り心頭に発していた。

　事の次第は単純である。

　両親が水面下で話を進めていた。当日である今日、用件を偽って娘を外に連れ出した。目的地に到着したところで種明かしをした。そしてルーシーが臍へそを曲げた。以上、事情は単純明快。故ゆえにこそ怒りは天井知らずに膨れ上がるばかり。

　さらにわかりやすく言えば――

「…………わたくし、聞いていません」

　ルーシーは柳りゆう眉びを逆立て、頬ほおを膨らませ、鼻息も荒くしながら愚痴をこぼす。

「お見合いなんて聞いていません」

　当人に内緒で縁談を仕組まれた――つまるところそういうことだった。

　ここは相手方の自宅、その客間である。三番街の住宅地に紛れるようにしてある、何の変哲もない民家。しいて言えば周囲の家よりも多少敷地が広く、ほどよく手入れされた庭もある。

　両親に謀られ、成り行きを知ったルーシーは激怒した――が、かといってとんぼ返りするわけにもいかなかった。さすがにそれは先方に失礼だし、しっかりと縁談の無効を伝える必要もある。ルーシーが客間でひとり待ち構えているのにはそういう理由があった。両親に関してはよけいな横よこ槍やりを入れられぬよう、問答無用で帰ってもらった。ほとんど感情に任せての判断だったが。

　ルーシーは独立交易都市ハウスマンの極々一般的な家庭で生まれ育った娘である。自由交易を謳うこの都市は、他国と違って貴族や平民などの身分階級が存在しない。家柄による縁組みというものもなく、基本的に自由恋愛だ。だから両親が企てた縁談を突っぱねることなど造作もない。

　――結婚、ですか。

　客間の長なが椅い子すに姿勢よく腰かけて相手を待ちながら、ルーシーはひとりため息をつく。怒りは冷めやる気配がない。

　元々色恋沙ざ汰たについては関心が薄い。いずれなるようになるだろうくらいにしか考えておらず、取り立てて今は異性との付き合いを求めていない。異性関係のみならず日常生活全般を含め、元来がのんびり屋なのだ。周囲によく言われるのは立ち振る舞いがのんびりしすぎて、危なっかしくて見ていられないということ。本人に自覚はない。

　両親はそんな娘が、いつか何かの機会に悪い男にでもたぶらかされてしまわないかと不安なのだそうな。一方で浮いた話がこれまでひとつもないのも心配。それならせめて信頼できる相手に――ということで内々に縁談の席を設けたらしいが、このように人を騙だますやり方をされれば却って反発するに決まっているではないか。出かける前にやけに着飾るよう命じてきたので何か怪しいとは思っていたけれど。

　いかに温厚なルーシーでも腹を立てざるを得なかった。

「むー」

　手近な物に当たるわけにもいかず、結果、無意味に唸うなることしかできない。こうなったら縁談の相手に鬱うつ憤ぷんをぶつけてしまおう。悪いがそうでもしないと腹の虫が治まる気がしない。開口一番に破談を申し入れてやる。むー。

　そう決めて鼻息荒く待ち構えていたのだが――

「……遅いですね」

　やって来ない。

　この家の使用人に客間に通されてからしばらく経たつが、一向に相手が現れない。準備に手間取っているのだろうか。

　――どんな方なのでしょう。

　ふと、そんな疑問が脳裏をかすめた。

　そういえば相手についてルーシーは何も聞いていない。名も年齢も職業も知らない。

　両親が娘の将来を危き惧ぐして選んだ男性なのだから、ルーシーに理解できないような変人が出てくることはないだろう。しかし安心はできない。見たところ庶民的な家にもかかわらず使用人を雇っているのが気になる。人となりがまったく想像つかないが、少なくとも横柄な態度を取ろうものならこちらだって負けていられない。性格は温厚だが自分だってやるときはやるのです！

　そのように想像たくましく握にぎり拳こぶしを作り、決意を新たにしていると。

　客間のドアが外からノックされた。勢いで元気よく応じてしまう。

「どうぞ！」

「失礼いたします」

　ドアを開けて入ってきたのは、先ほども顔を見ている使用人だった。ふくよかな体格をした婦人。頭の後ろで引っ詰めにした茶髪に、飾り気のないエプロンドレス。表情が柔らかく、人の良さそうな風貌。醸す雰囲気がにこにことして何ど処こか暖かいため、油断すると見ているだけで毒気が抜けそうになる。

　彼女はこちらに小さく会釈をし、

「大変お待たせいたしました。ルーシー・ハーグリーヴス様、こちらが――」

　と背後を振り返る。そこには彼女の大きな身体からだに隠れるようにしてひとりの男が立っていた。彼は半ば引きずられるようにして前に押し出される。

　――この方ですか。

　ルーシーはざっと男の特徴を観察した。日に焼けて色素の薄い短髪。精せい悍かんな顔つきに意志の強そうな眉まゆ。外見的な年齢は自分より多少上くらい。上背は高く、体型もほどよく引き締まっている。格好は独立交易都市の公務職のひとつである自衛騎士団の制服――てっとり早く職業がわかったのはいいが、縁談の席にどうして剣を帯びているのかさっぱりわからなかった。

　ひとまずぱっと見でこれだけの情報を仕入れた。不思議だったのは彼の表情がむっつりとしていて不機嫌に見えたこと。何な故ぜ？　わからない――構わない。ルーシーは席から立ち上がってずかずかと彼の許もとに歩み寄った。

　近距離で対たい峙じ。互いにロマンスの欠片かけらもないきつい眼まな差ざしで睨にらみ合あう。



    

  
    
      



    

  
    
      　ルーシーは目の前の彼と同じくらい不機嫌な顔をしながら口を開いた。

「「申し訳ありませんが――」」

　ほぼ同時に彼も口を開いたため、声が重なる。

「この縁談、なかったことに」

「破談にさせていただきたいのですが」

　沈黙が降りた。

　見上げるルーシーと見下ろす彼。鏡映しのようにふたりして目を瞬く。

「「……どうして？」」

　また重なった。

「わたくしは親が勝手に縁談を組んでしまったので……」

「自分は同僚に見合いを仕組まれて……」

　再び互いに言葉を切り――一緒に噴き出した。

「道理で機嫌が悪そうなお顔をしていると思いました」

「いや、自分はてっきり待たせすぎて怒らせてしまったのかと」

　頭をかきながら言う彼に、ルーシーはまたくすくすと笑った。怒っていた反動のせいか意外な展開におかしさが止まらない。

「見合いは嫌だ、冗談じゃない、と言って聞かなかったんですよ。ここまで引っ張ってくるのも大変でした。いい大人がみっともない。ちゃんと自分の口で断ろうとなさったルーシー様を見習ってもらいたいものです」

「い、言うな！」

　使用人に暴露された彼は慌ててそちらに叫ぶ。その耳は真まっ赤かに染まっていた。

　ルーシーは目め許もとに湧わいた涙を指先で拭ぬぐい、なおも小さな笑いをこぼしながら口にした。

「わたくしたち、おんなじだったんですね。ふふふ。ああ、おかしい」

　こちらに向き直った彼が目を見張る。

　まじまじと顔を見られたので、ルーシーは首を傾げた。

「何か？」

「あ、いえっ」彼ははっと正気に返り、口を滑らせた。「お綺き麗れい、だと思って」

「え」

　直球の言葉にルーシーの頬ほおにも赤い花が咲いた。まるで彼の赤面が伝染したみたいだ。口許がはにかむのを抑えられず慌てて手で覆い隠す。

　彼は恥ずかしげに目を伏せていた。明らかにルーシーよりも上背があり腕や脚の太さもひと回りも違うのに、身体からだを縮めるように肩を狭める様子はか弱い小動物を思わせた。

　なんだかちょっとかわいい。ルーシーは手の中でこっそり笑った。

　組織名こそ『自衛騎士団』だが、そのほとんどの団員が貴族の出自ではない。市民や傭兵上がりで構成された自警団というのが内実で、そのせいか礼節の教育が行き届いておらず言動が粗野な輩が多いと聞く。ルーシーも伝聞程度にしか知らなかったが、それでも彼が自衛騎士団の団員にしては珍しいくらいにうぶな男なのだということくらいは察しがついた。

　そして。そして、だ。

　改めて彼の容よう貌ぼうを確かめたとき、ルーシーは発見し、確信した。

　彼がなかなかに整った顔立ちをしていることを。

　忌き憚たんない言葉で言えば――イイオトコ。

「……お名前、伺ってませんでしたね。わたしくはルーシー・ハーグリーヴス」

　彼ははっとしたように顔を上げ、

「私はチェスター・キャンベルと申します」



　　　＊



「誓って言うのですが、見てくれに惹ひかれたわけではありません」

　とても疑わしい発言だとセシリーは思った。

　何な故ぜなら母の顔は少し赤い。

「とにもかくにも同じ立場だとわかり、わたくしたちは意気投合しました。それからは取り留めもない雑談で盛り上がって――」

「そして晴れて結ばれたのですね？」

「いいえ」とルーシーは苦笑し、「その日は楽しくお話をしてお暇いとまいたしました。次に会う約束もしませんでした」

「いい感じでしたのに……」

「本当にそうね。少なくともわたくしのほうは意地を張っていたのでしょう。そのまま雰囲気に流されて付き合いを始めてしまえば、それこそ親の思い通りになって悔しい――そんなふうに考えて踏みとどまってしまったのです。ええ、若かったですね」

　でも、とつないだ。

「その後は周りの人がお膳ぜん立だてをする必要もありませんでした」



　　　＊



　約束はしなかった。けれど縁談の日から三日後、ふたりは再会した。ルーシーが家のお使いに出たとき、市内巡回中のチェスターと偶然鉢合わせたのだ。約束はしなかったが実際は互いに気持ちを温めていたのだろう、ふたりは堰せきを切ったように喋しやべり出し、少し長めの立ち話に興じた。

　二度目も偶然に街中で会い、ちょうどよい頃ころ合あいだったので昼食を一緒に食べた。

　重なった偶然はルーシーに運命を思わせた。親の目を気にすることはなくなり、三度目はとうとう約束を交わして落ち合った。それからふたりは暇を見つけては会うようになり、ルーシーはひとつずつ彼のことを知っていった。

　独立交易都市公務員自衛騎士団三番街の所属であること。両親は他界していること。年齢は二十五で生まれたのは代理契約戦争が終結する前後くらいだったということ。いい年なのに一向に連れ合いを持たない彼に同僚が痺しびれを切らし、縁談を企てたこと。キャンベル家は元々他国の貴族騎士で、初代ハウスマンとも親交があり独立交易都市の成立に密かに係わっていたらしい――由緒ある家系だったということがルーシーの両親が縁談を受けた理由に違いない――こと。彼の家に代々仕えるアトキンズ家のこと。使用人の彼女には小さな娘がいて、その子がひどくやんちゃで手を焼いていること。口調が妙に固いのは祖父の躾しつけの結果だということ。

　チェスターは純朴で真面目まじめな男だった。職務は当然として何事にも真しん摯しに取り組む。だからといって食事の際まで、眉み間けんに皺しわを寄せながら真剣な眼まな差ざしで料理の肉を切り分ける様子を見たときはルーシーも笑ってしまった。

　会話している間は決して瞳ひとみを逸らさない。自分が喋しやべっているときなどはとりわけじっと見つめてくるので、ルーシーは恥ずかしくなって言葉を切ってしまうことがしばしばあった。そしてその度にチェスターはルーシーが体調でも崩したのかと勘違いして慌てふためき、ルーシーはルーシーでそんなふうに我が身を案じてもらえるのが心地よく感じたりもしていた。

「ルーシー殿。君はいつも新しいものを私に与えてくれる」

　チェスターは折に触れ、口くち癖ぐせのように繰り返し言った。

「君も知る通り、私は自衛騎士団の仕事に誇りを持っていて、ずっとそれ一筋で生きてきた。そのこと自体に後悔は一片もない。ただ、そのせいか私はものの考え方が極端になってしまったようにも思うんだ。価値観というか物事の視野が狭く、人間の心の機微というものにも疎い。同僚からはもっと肩の力を抜けとよく言われるが力の抜き方などわからない。今まではそれでも構わないと思っていたが……君と出会ってから見違えるように世界が広がった。君は私の知らなかったものをいくつも教えてくれる。小路の隅に咲いている花の名前、腹具合など考えず食べ歩くことの充足感、紅茶の香りの多彩さ、決まった道を進む巡回とは違い、当て所なく市内を歩き回ることの愉快さ、誰だれかと感情を共有する歓び――数えきれない。君のおかげで私はこの都市がより好きになった。そして市民をより守りたいと思うようになった。本当に感謝している」

　ひどく生き真面目まじめな彼だからこそ、その言葉は真っ直ぐにルーシーの心に届く。

　ふたりの滑り出しはそんなふうに穏やかで優しいものだった。



　　　＊



「ただし恋人同士の付き合いというよりは友人同士のそれに近かったと思います。それだけ清い関係を保っていて、手をつなぐどころか互いに想いを伝え合うことすらなかった。でも十分に満足していましたよ。わたくしたちはふたりで会うことを楽しみ、ともにいられるひとときを満喫していた。……しかしひょんなことからそんな関係に変化が訪れたのです。あれは十二回ほど逢おう瀬せを重ねたころの出来事でした」

「律儀に数えていたのですか、母上」

「乙女ですね、ルーシーさん」

「お、おだまりなさい」



　　　＊



　ある日、ルーシーは三番街にある公務役所を訪れた。

　もちろん目的はチェスター・キャンベルその人だったが、しかし今日に限っては彼と約束をしているわけではなかった。別の用件で近所を通りがかり、何とはなしに彼の姿がないか覗のぞいてみようと思ったのだ。単純に職場での様子を見てみたかった。

　――さてどうしましょうか。

　思いつきで公務役所に来たはいいが、どうしたものか。自衛騎士団の詰所まで直接訪たずねるのもはばかられるし、何よりチェスターの迷惑になりたくはない。でもここまで来たのだからせめて一目だけでも……とぐるぐる悩んだ結果、ぐるぐる公務役所の外周を歩き回ることしかできなかった。――が。

「……あ、いらっしゃいました」

　ルーシーはさほど労せず、公務役所のそばの路地裏で同僚と話し込んでいるチェスターを発見することができた。己の幸運にはしたなくも小躍りしそうになる。

　チェスターが話しているのは長身の彼でさえ見上げるような巨体の男だった。同じ騎士団の制服を着てはいるがサイズがまるで違う。禿とく頭とうに白い顎あごひげをたくわえ、頬ほおから首筋にかけて大きな十字傷がある。腕を組み、大おお股またを開いて立っているだけで異様な迫力があった。

　チェスターに声をかけようとしたルーシーはその大男に近寄りがたさを感じ、つい足を止めてしまった。さりとて立ち去るのも棒立ちするのもためらわれ、まごついていると。

「ところでチェスター。例のお嬢さんとは最近どうなんだ」

「……またその話か。いい加減にしろハンニバル」

　意図せず聞こえた会話に、ルーシーは反射的に物陰に隠れてしまった。

　――わ、わたくしったら何を？

　自分で自分の行動に戸惑う。だが足が動かない。

「聞いたところによると上手くいっているようじゃないか。朴ぼく念ねん仁じんのお前がでかしたな。ワシがわざわざ見合いを用立てた甲か斐いがあったというものだ」

　大男の揶や揄ゆするような声に、ひとり赤面するルーシー。自分の知らないところで自分のことを話されているということが、ひどくこそばゆく感じられた。

　どうやらこの度の縁談をルーシーの両親に持ちかけたのはあの大男のようだ。心の中でこっそり彼の采さい配はいに謝辞を述べる。盗み聞きなどいけないとは思うが、会話の内容が自分たちの関係について触れられているので出るに出られなかった。

　しかし機会を逸したのはよかったことなのかもしれない。

　結果的にチェスターの本意を知ることができたのだから。

「で、式はいつだ？　決まっているなら盛大に祝うぞ」

「くどい。何度も言ったぞ。私は彼女を伴はん侶りよにするつもりはない」

　ルーシーのふわふわと浮ついていた心は一瞬にしてどん底に叩たたき落とされた。

　――え？

　硬直する。言われた意味が理解できなかった。理解できなかったはずなのに、今さっきまで紅潮していた顔が見る見るうちに青ざめていくのが自分でもわかった。身体からだが芯しんから凍えていく感覚。

「事情が事情なんだ。お前が知らないはずがない」

「それはそうだが……しかし会ってはいるんだろう？」

「ああ」

「ならば何を躊ちゆう躇ちよする」

「……とにかく私の意志は変わらない。会うことも近々やめるつもりだった」

　脚が、肩が、喉のどが、全身が震えている。ぐらぐらと視界が揺れて眩暈めまいがする。

　強烈な吐き気。危うく座り込んでしまいそうになるところをぐっとこらえる。

「――――」

　ルーシーはうつむき、だがすぐに面を上げた。ここにいてはいけない。ここで立ちすくんでいる場合ではない。そう覚るや否や踵きびすを返して物陰から脱出した。

　行き先はひとつしかない。

　自宅に直行し、寝台に飛び込み、さめざめと枕まくらを濡ぬらす――わけがない。

「そもそもお前が妙な気を利かせて縁談など組まなければ、私はこんな――」

　ざっ、と地を蹴ける音。

　振り返った彼らはぎょっとしたように目を剥むいた。

　何な故ぜならルーシーが凄すさまじい形相でずんずんと彼らのほうに歩み寄ってきたからだ。縁談の日、初めて出会ったときのように、ルーシーは真っ向からチェスターと対たい峙じした。

　大男とは初対面だったが、彼はにわかに張りつめた空気でルーシーが誰だれなのか察したようだ。もしくはすでにこちらの面相を知っていたのかもしれない。ふたりの横から恐る恐る、簡潔に訊たずねてきた。

「き、……聞いていたのか？」

　答えず、ひたすらにチェスターを見上げる。

　彼は顔面を蒼そう白はくにしながらも、みっともなく取り乱したりはしなかった。まるでこのような日が来ることを前もって覚悟していたみたいに表面上は平静を保っている。内心では何を考えているのか、おくびにも出さない。

　その態度が気に食わなかった。ルーシーは語気を抑えつつ彼に問うた。

「会うのをやめるつもりだった、というのは本当ですか？」

　頷うなずきが返ってくる。素直に心は傷ついたが、ルーシーはあえて感情を押し殺した。

「チェスター様はわたくしと添い遂げるおつもりはないのでしょうか」

「……ええ」

「何か嫌われるようなことをいたしましたか」

「それは違うッ」

　チェスターは叫び、直後に顔をしかめた。思わず答えてしまったことを悔いたのだろう。

　もはや平静さはない。彼は半ば吐き捨てるように続ける。

「君を嫌いになれるわけがない。率直に言ってお慕いしている」

　慕っている――好意の言葉。けれどルーシーはまったく喜べなかった。

　初めての告白をこんな形で、そんな言い方で聞きたくはなかった。

「……ではどうして」

「私には君を伴はん侶りよにできない理由がある」

「その理由とは？」

「申し訳ないが答えられない」

「それでは納得できません」

　チェスターの表情が歪ゆがんだ。何かを振り切るように首を横に振り、

「それでも、だ」

　にべもない。ルーシーは息を吐いた。

　出会いから今日に至るまでのやり取りで、チェスター・キャンベルという男の人となりは知っているつもりだった。ルーシーの知る誰よりも真面目まじめな彼は容易に意志を曲げたりはしない。

　恐ろしく頑固な男。今はきっとこちらの言葉を聞き入れてはくれない。

「よく、わかりました」

「お、おいお嬢さん！」

　たまらず大男が割って入ろうとしたが、チェスターが眼まな差ざしで制する。

　彼は改めてルーシーのほうに向き直り、頭を下げた。

「すまなかった。許してくれとは言わない。私はどう考えても不誠実だ。……しかしこれだけはわかってほしい。私は君を弄もてあそぶつもりでは――」

「仕切り直す必要があることが、よくわかりました」

　時間そのものが止まったようにルーシーは感じた。

　目を丸くするチェスターと大男。彼らの間の抜けた表情に多少胸の空く思いを抱きながら、毅き然ぜんとして宣言する。

「わたくしが袖そでにされたくらいでへこたれるような、そんじょそこらの小娘でないことを教えて差し上げます。後日またお会いしましょう」

　呆あつ気けに取られる男たちに背を向け、足早に立ち去る。

　少し遅れて大男のものと思われる爆笑がルーシーの耳にも届いた。

「おいチェスター！　お前はとんでもないお嬢さんを敵に回してしまったぞ！」

　――勝手に言っていればいいです。

　ルーシーは地面を叩たたくように歩く。

　いつかのように柳りゆう眉びを逆立て、頬ほおを膨らませ、鼻息も荒くしながら。

　温厚な人間ほど感情が爆発したときは止まらない。縁談の日もそうだった。

　――今さら引き返せるものですか。

　とうの昔に好きになっていたのだから、退く気などさらさらない。

　そう、ルーシーもまたチェスターに負けず劣らず頑固なのだった。



　　　＊



「燃えたのです。この男を必ず振り向かせてみせると」

　セシリーは自分でも気付かぬうちに固かた唾ずを飲んでルーシーの話に聞き入っていた。その隣ではフィオまでもが手に汗握りながら耳を傾けている。先行きなんて知っているはずなのに、セシリーたちはふたりの行方ゆくえが気になって仕方がなかった。

　そんなこちらをおかしそうに見ながら、ルーシーは続ける。

「それからですよ。わたくしとチェスターの根比べが始まったのは」



　　　＊



　かくして戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

　宣言通り、ルーシーは来る日も来る日もチェスターの許もとに通い詰めた。

　彼の市内巡回のときに偶然を装って現れたり、非番の日は彼の自宅を訪問したり、そしてもはや形振り構っていられなかったので自衛騎士団の詰所を覗のぞきに行くこともあった。幸いにして他の団員は皆ルーシーのことを応援してくれたので、その分チェスターは針のむしろに座らされた心地だったに違いない。

　いざ会いに行ってすることと言えば、求婚という名の説得である。

「一体わたくしの何が気に入らないのですか」

「だから気に入る気に入らないという話ではなくて……」

「では結婚できない事情というのは何なのです？　解決できるものではないのですか？」

「教えられないし、解決など絶対にできない」

「しかしそれを知らないことにはわたくしも対処に困ります」

「対処しなくていい」

「取りつく島もありませんね」

「……一応、忠告する。ハンニバルに訊たずねても無駄だ」

「見くびらないでください」

　ぴしゃりと言ってやると、チェスターが息を呑のんだのがわかった。

　元より、ルーシーは彼が執しつ拗ように首を縦に振らない理由を彼以外に訊ねるつもりはない。

「わたくしは正々堂々あなたに挑みます」

　時々は趣向を凝らすこともした。

　例えば――手作り弁当による懐柔。心優しい彼は差し出されたそれを断りきれず渋々受け取ってくれた。翌日、味について忌き憚たんなき感想を告げられた。ルーシーは己の未熟な腕とアトキンズ家の優秀な使用人を恨んだ。

　例えば――恋文。徹夜で文面を考えた。チェスターが結婚できない理由への説明要求、自分と結婚することの利点、どんな苦難があろうとも共にそれを乗り越える所存だということなどを一字一句丁寧に綴つづった。生き真面目まじめで鈍感な彼に配慮し、伝わりやすさを意識した内容だったが、後々恋文のことを知った彼の使用人に「ときめきがありません」と評価を下された。

　迷惑だ、と本人に面と向かって言われることはもちろんあった。

　しかしそういうときは怯ひるまずこう訊ねることにしていた。

「嫌いになりましたか」

　性格的に嘘うそをつけないチェスターは、口を噤つぐむしかない。

　ルーシーはその様子を見る度、内心で安あん堵どする。言いあぐねるのはきっとまだ自分のことを好いてくれているから。それだけが唯一の拠り所で、だからこそ心を折らず足繁く会いに行くことができた。





　その日の作戦は“〝着飾る”〟ことだった。

　お気に入りの洋服に着替え、髪留めで髪型に変化を加え、化粧もいつもとは一味違う。鏡を覗のぞくとルーシー・ハーグリーヴスの二十年間でも記録的に輝く姿がそこにあった。準備万端。今日はなんだか上手くいくような気がした。

　今日のチェスターは非番のはず。着飾った反動か足取りも弾み、ルーシーは浮かれた心地で彼の自宅に向かった。何度も通っているので意識せずとも身体からだが道を覚えている。ほどなくしてキャンベル家の軒のき先さきが視界に入った。

　そのとき、頬ほおを一粒の滴しずくが打ち、それを追うようにして雨が降り始めた。

　するとどうしたことか――ルーシーは一歩も前に進めなくなった。

「…………」

　どれくらいの時間をそうしていただろうか。いつまでも立ち尽くすルーシーはあっという間に濡ぬれ鼠ねずみになっていた。それでも動けない。すぐ目の前の家のひさしに避難する気にもならず、ただ濡れるに任せる。髪も洋服も化粧もとっくに台無しだ。

　次々降り注ぐ雨の冷たさが、ルーシーを素に戻す。

「…………わたくしは何をしているのでしょうか」

　雨音に消える呟つぶやき。

　ひどくみじめな気分だった。

　いつまで自分は意地を張り続けるのだろう。いつまで頑張らなければならないのだろう。

　本当は毎夜のごとく挫くじけそうになっていた。求婚のひとつひとつを断られれば断られた回数だけ心は引き裂かれるような痛みを得たし、毎日のように訪たずねてくる自分を見た彼がいよいよ辟へき易えきしたような表情を見せたときは、いっそのこと消えてしまいたくなった。

　けれどこうでもしなかったら彼との結びつきは途切れていたのは事実で。

　あの日の自分にそれ以外の選択肢はなかった。

　でもやはり、振り返ってみれば、自分は何だかんだ言いつつも決定的には拒まないチェスターに甘えていただけなのかもしれない。

『嫌いになりましたか』

　そう訊たずねると彼は決まって口を噤つぐむ。

　それは嘘うそがつけないとかそういう理由ではなくて、もう本当は好いているどころか嫌いになっているからではないか。正直にそれを打ち明けて自分を傷つけるのははばかられるから口を噤つぐむのではないか。

　もしもそうだとしたら、やりきれない。

「ルーシー殿!?」

　仰天した声。見やると玄関から私服姿のチェスターが飛び出してくるところだった。雨の中を突っ切ってこちらに走ってくる。

「何をしているんだ！　風邪を引きたいのか！」

「どうしても……駄目なのですか？」

　湿った声とくしゃくしゃに崩れた顔。

　こちらに伸ばされようとしていた手が、虚空で止まり、やがて戻された。

　雨を隔て、雨に打たれながら、ルーシーとチェスターは見つめ合う。

　沈黙を雨音が埋める。幾度かの葛かつ藤とうを経て、チェスターが口を開いた。

「…………私の身体からだには呪のろいがある」

　そして告白してくれた。

　ブレア火山に封印された大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』、初代ハウスマンとキャンベル家の関係、キャンベル家の人間に課せられた『聖剣の鞘さや』という役割、逃れられぬ呪いについてなど――ルーシーにも理解できるよう要点を噛かみ砕きながらひとつひとつ教えてくれた。

　ルーシーにしてみればどれもこれもが突拍子もない話で、正直大いに戸惑った。

　しかし頭から信じた。一言たりとも疑いはしなかった。

　あろうことか彼が自分を煙に巻くために、戯言を言うなんてことをするはずがない。

　ルーシーの知るチェスター・キャンベルとはそういう男だ。

「『聖剣の鞘』の役割は継承される。つまり私が子を生なせば、その子は私の血とともにこの呪いを継いでしまう。それだけは絶対に避けなければならない。故ゆえに呪いは私の代で終わらせる。そう、誓ったんだ」

「……だから結婚はできない、と？」

　雨の中、チェスターは決意を込めた眼まな差ざしで頷うなずく。

「ハンニバルの目には私が何かを諦あきらめているように見えるらしい。私が私自身を犠牲にしていると。奴はそれが許せなくて見合い話を持ってきた。……まったくよけいなお節介だ。私は諦めているつもりなど微み塵じんもないのに」

　しかし、と彼は続ける。

「本来ならするべきではなかった見合いだが、それでも君に出会えたことは何にも代えがたい幸運だったと確信する。君はたくさんのものを私に与えてくれた。何度も言ったことだが、改めて言いたい。本当に――本当に感謝している」

　でもやはり添い遂げることは叶かなわない？

　自分たちが結ばれることは永遠にない？

「……ひとまず家に入ろう。とにかく身体からだを温めなければ」

「子どもなんていらない。ただあなたと一緒に暮らせればいい――」

　目を伏せながら言った内容に、チェスターが低い声でうめいた。

「それは」

「――という選択は恐らくあなたにとって敗北にも等しい。だってそれは呪のろいの運命に屈し、手段を持ちつつも子はあえて作らないという妥協をしたことに他なりませんから」

　ルーシーはおとがいを反らして確かにチェスターを見据えた。食ってかかるように。

　強固な決意に満ちていた彼の目に、一抹の困惑が生まれる。

「ル、ルーシー殿？」

「しかし一方でこうも考えられます。生まれてくる子は必ず不幸になる――そう決め付けてしまうこともまた、正にあなたにとっての敗北なのではないでしょうか」

「君は、何を」

　わからず屋ですね、と唇を尖とがらせ、大きく息を吸う。

　雨を吹き飛ばすかのような気勢で言った。

「要するに――何を臆おくしているのかと申し上げているのです」

　ぽかん、とチェスターは口を開け、だがすぐに我に返って言い返す。

「臆してなどいない」

「果たしてそうでしょうか？　ハンニバルさんでしたか、あの方の目は間違っていない。あなたは諦あきらめています。あなたはあなたを犠牲にしています」

「勝手なことを言わないでくれ。君に何がわかる。私がどれだけの覚悟とともにこの呪いを受け入れたのか、君にわかるはずがない！」

「わかります！　あなたのことを見つめてきたわたくしだからこそ！」

　負けじとルーシーはぐっとチェスターに顔を寄せ、

「約束された呪いが具体的にどのようなものなのか、わたくしはまだよくわかっていないのかもしれません。ついさっき話されたばかりですから。……でも、お願いです、これだけは教えてください」

　たったひとつの真実を。

　ルーシーはいつの間にか泣いていた。あふれる涙はその都度雨粒に押し流される。

「今その呪いを抱えているあなたは不幸なのですか？」

　お節介な同僚がいて、献身的な使用人がいて、守りたい場所があって――あなたを愛する女もいて、それでもなお。

「己の境遇を嘆き、悲観しているのですか？」

　チェスターの瞳ひとみが見開かれていた。

　まるで永い眠りから覚めた直後のように、茫ぼう然ぜんとした口調で彼は答える。

「……そんなことは、ない。私はキャンベル家の人間であることに誇りを持っている」

　――あなたならきっとそうでしょう。

「でしたら戦ってください。運命が過酷ならば、それに負けないだけの強さで立ち向かってください。あなたが諦あきらめさえしなければ、その背中を見て育つだろうあなたの子もきっと挫くじけない。不幸にはならない。そして及ばずながら――いえ違います、必ず、わたくしも力になります。あなたもあなたの子どももみんなみんな幸せにしてみせます。呪のろいがあろうがなかろうが人並み以上の幸せを約束します。だから、ですからッ！」

　――お願い届いて。

　祈りを込めて、しかし傲ごう然ぜんと命じる。

「わたくしと結婚しなさい、チェスター・キャンベル!!」

　その言葉に一掃されたかのように――雨がやんだ。

　どうやら通り雨だったらしい。嘘うそのように頭上に晴れ間が覗のぞき、これ以上ないほどに濡ぬれそぼっていたふたりの身体からだを柔らかな日差しが温めた。足あし許もとの水たまりが光を弾はじき、一帯はきらきらと輝く。

「……君は、本当に…………すごいな」

　やがてチェスターは肩を落とし、深々と息を吐く。根負けしたように。



    

  
    
      



    

  
    
      　会話の際は常に相手の目を見る彼が、珍しく視線を彼方に逸らしながら言った。

「見合いの後、私と君は街中で偶然再会した。しかしあれは偶然などではない」

「……え？」

「私が、もう一度会いたかった。自分にその資格はないと知りつつも未練を捨てられず、だから意図的に巡回のルートを変えた――偶然を装って君と鉢合わせするよう細工した。出会ったあの日から今でもずっと君を愛している」

　逸らされていた視線が戻る。憑つき物が落ちたような、安らかな表情。

　吸い寄せられるように、ルーシーは彼の眼まな差ざしを見つめ返した。

「君はいつも私に新しい世界を見せてくれる。今もそうだ。勇気をくれる。君さえいればどんな運命にも負ける気がしない。ルーシー殿、……いやルーシー」

　チェスターは膝ひざを突き、恭しく手を差し出した。

「私と結婚してくれ」

「……はい。喜んで」

　彼の手を取って承り、そしてルーシーは泣き崩れた。
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　結婚後、多少時間はかかったがふたりは無事に子どもを授かった。

「昨日のことのように思い出せます。あのときのチェスターの喜びようったらなかったですから。フィオは十歳くらいでしたか？　よく赤ん坊セシリーの世話を手伝ってくれましたね」

「あたしの妹みたいなもんですからね、セシリーは」

　軽口を叩たたくも、フィオの瞳ひとみは少し湿っていた。

　ころころと笑うルーシー。けれど不意に目を伏せ、告白する。

「しかしわたくしはやはり未熟でしたね。セシリーが『聖剣の鞘さや』について知ってしまったとき、わたくしは不覚にも取り乱してしまいました。セシリーが背負うにはまだ早いと思っていたから。何よりチェスターが亡くなってまだ間もなかったから、わたくし自身の腹が据わっていませんでした。情けない話です。……でも杞き憂ゆうでしたね」

　ルーシーが手を伸ばし、セシリーの頬ほおに触れた。

　セシリーはくすぐったかったけれど、同時に心地よさも覚えた。

「あなたは気付かぬうちに立派な人間に育っていた。わたくしの手を離れ、娘として、騎士として、女として独り立ちしていた。何も心配はありません。あなたは呪のろいなどに負けない。だってあなたの口調や性格は全部、父親譲りなんですもの。怖いくらい似ている」

「……頑固さは母上の血だと思います」

「まあ。言うわね」

　ルーシーの頬ほおはまだ上気していた。妙齢の乙女のように。

　――母上は今でも父上に恋をしているんだ。

　死に別れた後も相手のことを一途に想い続け、彼との思い出話を悲しみでなく追慕をもって語るということ。それはなんて素敵なことなんだろう、とセシリーは思った。

　――私にも同じことができるだろうか。

　両親のように互いを信じ、想い合うこと――

「セシリー」

　呼ばれ、はっと顔を上げる。

　ルーシーはなおもたおやかに微笑ほほえんでいた。

「あなたは今、とてもたくさんの悩みを抱えていますね？」

「……はい」

「そういうときはてっとり早く解決しやすそうな事柄からひとつずつ相手をしていけばいいのです。都市の治安、アリアさんの安否、好きな殿方のこと。この中でもっとも解決しやすそうな事柄は――言わずもがな殿方の件でしょう」

　あっさりと断言され、セシリーはちょっと返事に困る。

「か、解決しやすそうですか……？」

「当然です。あなたもさっき言っていたけれど……あなたはわたくしとチェスターの娘、つまり人一倍頑固な性格をしているはずですよ。頑固と頑固が頑固を生んだようなものです。わたくしやチェスターより、あなたより頑固な人間がそこらにいるもんですか。……どうです、このように考えたら何だってできるような気がしてきませんか？」

　無茶苦茶な理論をあまりにあっけらかんと口にする。

　でも不思議とセシリーには通じた。腑ふに落ちた。

　ルークもそれはそれは頑固な男だが。

　――私だって負けていない。

　ルーシーは娘の表情を見て、よろしい、と頷うなずいた。

「わたくしのように攻めに攻めて、当たって砕けなさいな。セシリー・キャンベル」



    

  
    
      


第25－｜２話　女たち Episode Hazel, Hilda & Nameless
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「帝政列集国との対立関係と地震の発生。これらの事態により都市の機能は混乱し、今なおその傷を引きずっている。最近は軍国との協力関係のおかげで立ち直りつつあるが、それでも復興作業は予定より大幅に遅れ、度たび重かさなる窮地に市民が疲弊している。中には故郷である都市を捨てて他国に出しゆつ奔ぽんする者も少なくない。……断言しよう。独立交易都市は現在、その成立以来最大の、未み曽ぞ有うの危機に立たされている」

　公務役所の集会場にて、独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長、ハンニバル・クエイサーが壇上に立ち、集まった団員たちに向けて朝礼を行っていた。

　対する団員たちは皆、神妙な顔つきでそれに耳を傾けている。ただしその誰だれもが目の下に隈くまをこさえ、全体の空気にも重い疲労感が窺うかがえた。未いまだに終わりの目め処どが立たない復興作業や他国との緊張関係、いつまた地震が起こるかもわからないという恐怖、そしてそれに関する市民からの不平不満――“〝度重なる窮地”〟に疲弊しているのは一般の市民だけに限ったことではなく、それに対処する自衛騎士団の彼らにも言えることだった。

　しかし例外も、いた。同僚たちが抜けきれぬ疲れのためふらふらと姿勢を崩しがちだった中、彼女は棒のように姿勢よく背筋を立て、いささかの曇りもない真剣な眼まな差ざしで壇上のハンニバルを見上げている。

　にきびの目立つ、まだ年若い少女騎士だ。その健康的な短髪や利発そうな容よう貌ぼうから少年と見間違えられてもおかしくはない。それに加えて周囲の男性騎士に比べても背が高く、制服の下にズボンを穿はいていることも彼女の男らしさを助長していた。利き腕に合わせて剣は右腰に吊つっている。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団所属、ヘイゼル・キンバリー。元気と腕っ節の強さが取り柄の、新米騎士である。

「諸君が十分に努力し、それ故ゆえに並々ならぬ疲労を抱えているのは理解しているが、どうかもうしばらくの間、忍耐してほしい。そして休む機会を得た者は無理せずしっかりと休息を取り、英気を養うように。この過酷な状態は長く続く。乗り越えるため、各自体調管理を怠らないでくれ。これは命令だ」

　ハンニバルは団員たちの顔を見渡し、最後に付け加えた。

「それと……先ほども言ったように市民の中には都市の行く末を憂うれい、他国へ出しゆつ奔ぽんしてしまう者が少なくない。これからもっと増えることも十分に考えられる。市民なくして復興は叶かなわない。もしも元気のない市民を見かけたら団員は根気よく励ましてやってくれ。これはある意味、何よりも優先すべき任務である」

　集中して聞き入っていたヘイゼルはふと、何かに引っかかったかのように片かた眉まゆを上げた。

　――本当にそれだけでいいのかな。

　胸のうちに生まれたのは、小さなわだかまり。

「以上だ。散れ」

　ハンニバルの合図を契機に、団員たちが各々の任務に赴くため三々五々散り始める。

　にわかに騒がしくなる集会場。しかし物思いに囚われていたヘイゼルは、同僚の女性騎士に声をかけられるまで立ち尽くしていた。

　その日の仕事はあまり集中できなかった。
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　不安定な群衆心理を反映してか、独立交易都市における犯罪や非行の件数は増加する傾向にあった。すると都市の治安を守る自衛騎士団は否が応でも市内警けい邏らの回数を常より多くしなければならず、その他復興作業や戦闘訓練などもあって団員たちは多忙を極めていた。それは新米騎士であるヘイゼル・キンバリーも例外ではない。

　故ゆえに――

『休む機会を得た者は無理せずしっかりと休息を取り、英気を養うように』

　適度な休息なくして任務を全うすることなどできない。ましてや長丁場が見込まれた状況なのだから、クエイサー団長が“〝命令”〟と称したのも大おお袈げ裟さなことではない。最近は特に軍国出身の学者、ユーイン・ベンジャミンの考案で、都市の全域である大規模な工事も行われており、自衛騎士団が負担する仕事量は増える一方だった。

　休めるときにはしっかりと休む。至極もっともな話だ。

「もっともなんだけどさぁ……」

　ヘイゼルはひとり市内をぶらぶら歩きながら、かれこれ五度目になるため息をついた。

　何を隠そう、本日は久方振りに割り当てられた非番日。

　なのに――ヘイゼルは朝からそこいらを無目的にぶらつくことしかできずにいた。

　以前であれば大いに休みを満喫するところなのだけど。どうにも陽気な気分になれず、気晴らしに実家が営んでいる酒屋を手伝おうとしたが、他ならぬ両親がそれを許さなかった。最近の都市は酒類の需要が高く――酒で不安な気持ちを誤魔化そうとする市民が多いのだろう――、ヘイゼルの実家もかなり繁盛している。だから手伝いの申し出はありがたいだろうに、娘が毎晩遅くまで働いていることを知っている両親は「休みなさい」と口を揃そろえるばかりで、商品に手を触れることすらさせてくれなかった。

　店の外に追い出されてからは本格的に途方に暮れてしまった。同僚のヒルダ・キャヴェンディッシュも同じく非番だったが、しかし彼女の住んでいる宿舎にはあの女もいるので訪たずねるのは気が進まない。他に思い当たったのはそのヒルダとともに仕事で組むことが多く、そしてヘイゼルが入団を決意するきっかけともなった憧あこがれの先輩、セシリー・キャンベル。しかし彼女はヘイゼル以上に忙しく、今も勤務中のはずだ。自衛騎士団に入団してからしばらく疎遠になっている友人たちも日中は働いているだろう。

　そんなこんなで――

　ヘイゼルはいよいよ暇を持て余し、所在なげに市内を散策しているのだった。

　日中でありながら独立交易都市の空は薄暗い。のしかかるような曇どん天てんが重々しく頭上に広がっている――これは今日に限った天候ではなかった。先の地震によって近隣のブレア火山が一時的に活性化し、それまでは灰被りの森で留まっていた火山灰が都市の上空にまで及んでいるのだ。空を灰によって覆われた独立交易都市は長らく爽そう快かいな青空というものを拝めていない。思い出したように降る雨も降灰が混じって黒く濁っているような始末だった。ただし日の光は遮られていたものの、空気は多少肌寒いくらい。時節が春を目の前にしていることもそうだが、火山が活性化したことにより一帯が地中から緩く暖められているのだ。

　上空を漂流する灰と雲を見上げ、ヘイゼルは六度目のため息をつく。

「どうしようかなぁ……」

　今日に限らず、ヘイゼルはここのところそわそわとして落ち着くことができないでいた。勤務や訓練のときもこうして暇を持て余している間も、何とも言えないもやもやを抱えている。かといって何かしていないともっと落ち着かない。

　適度な休息が大切だということは重々理解しているつもりだが、ただでさえ都市が大変な状態であるときに――同僚たちが働いているときに、自分ひとりがのうのうと過ごすことに何とも言えない罪悪感を覚えてしまう。おちおち休んでいられない、という焦りばかりが先立つのだ。これだけは理屈でどうにかなるものではない。

　――他のみんなはどうしてるのかな。

　都合よく自衛騎士団の誰だれかとすれ違わないだろうか。あわよくば休日の過ごし方を聞き出して参考にしたい。ヘイゼルが腕を組みつつ半ば本気でそんなことを考えていると、はたと前方に目に留まるものがあった。

　人の行き交う通りの端っこに、ふらふらとよろめきながら歩く姿を見つけたのだ。背を曲げた老婆が何やら籠かごを抱えており、危なげにふらついている。ヘイゼルは考えるより先に老婆の許もとへ駆け寄っていた。顔見知りではなかったがそれは気にならないことだ。

「よかったら持つよ、おばあちゃん」

　最近は引ったくりも少なくない。相手を警戒させないよう自衛騎士団の所属を示すペンダントを胸許から取り出して見せながら、気さくに声をかける。顧かえりみた老婆はほっとしたように息を吐いた。

「まぁご親切にどうも。いいのかい？」

「うん。任せといて……って、重！」

　籠かごには大小様々な野菜がこれでもかと言わんばかりに盛られており、老人が運ぶにはどう見ても過多な荷だった。ヘイゼルは慌てて抱え直しながら、

「おばあちゃんにこれは無理だよ。家族は？」

「それがねぇ、あたしの息子は前の地震でちょっと大きな怪け我がをしちゃってねぇ。他に身寄りもないし、お隣さんは都市を出て行っちゃったし、買い出しやら何やらはあたしがやらなくちゃあいけないのさぁ」

「そっか……じゃあさ、これからは買い物とか力仕事とか、人手が必要なことがあったら公務役所に来てよ。自衛騎士団の誰だれかが付き添ってくれるから」

「本当かい？　ありがたいねぇ」

「いいのいいの。これも仕事のうちだから。それにしてもすごい量の野菜だね！」

「ふふふ。いっぱい食べて早く息子に治ってほしいからねぇ。あんたも若いのによくできた娘だねえ」

「いやー、私なんて先輩の真似してるだけだからさぁ」

　市内巡回の際はセシリーが先導する形が多い。その場合は他の巡回組よりもかなり時間がかかる。それは他ならぬセシリーが今のように困っている人を見かけたら漏れなく手を貸すように行動しているためだ。ヘイゼルは彼女を見習って同じことをしているに過ぎない。

　和やかに談笑しながら老婆の家まで同行した。お礼にと言われ籠の中から小振りの丸型の芋をひとつ頂き、その場を後にする。芋は衣服のポケットにねじ込んだ。

「さて……次はどうしようか」

　通りに戻る。ぐるりと見回してすぐ、立ち並ぶ家屋の中で、ある一軒が目にとまった。ひとりの婦人が塗装のひび割れた外壁を上から塗り直しているところで、背の低い彼女は壁の高所に手が届かず難儀しているようだった。足場にしている木箱も明らかに高さが足りていない。

　ヘイゼルはやはり考えるより先にそちらへ向かった。先ほどの老婆のときのように自衛騎士団の所属を証明しながら声をかけ、恐縮する婦人から刷毛を受け取って口笛交じりに外壁を塗り始めた。こうした修繕作業は普段の仕事でもやっているからお手の物だ。

「助かるわー。旦だん那なは仕事でいないし、職人さんも出払っているし」

「あー、そうなんですよね。一応公務役所で申請すればその辺都合してくれることがありますから、よっぽどのときはやってみてください。事情が事情なんで審査次第では費用も少し見てくれますよ」

「本当に？　いいこと聞いたわ！」

　和わ気き藹あい々あいと会話している間に外壁はまんべんなく塗り終えることができた。

「今度よかったらお仕事中にでも立ち寄ってね。美お味いしいパンを御ご馳ち走そうするわ」

「うわ、やった！　遠慮なく行くよ、おばさん！」

　ヘイゼルは手を振りながら婦人と別れ、どちらへともなく歩き出した。

　するとほどなくして、よりにもよって往来のど真ん中に停まっている一台の幌ほろ馬車を見つけた。道行く人が迷惑そうに眉まゆをひそめ、それを避けて通り過ぎていく。馬車は車体のほうが傾いていた――よくよく見ると四つの車輪のうち左後輪が外れている。嘶いななく馬のそばでは御者と思われる男が困り顔で往生している。

　ヘイゼルは気が付けばその男の横に立っていた。

「大丈夫ですか？――」





　ヘイゼルが遅ればせながらそのことに気付いたのは、まず最初にそこらにいた人々に声をかけて人手を集め、彼らに壊れた馬車を通りの端っこに運んでもらう――幌馬車の中は空だった――傍かたわら、自分は近くで建物の復旧作業をしていた職人の許もとを訪れて廃材をもらい、現場にとんぼ返りして馬車の破損部を応急的に直し、ぺこぺこと頭を下げる御者の男と馬車が遠ざかるのを手を振って見送っていたときだった。

「……これじゃあ普段の仕事と変わらないよ！」

　頭を抱えて叫んだ。しばらくそのままの体勢で硬直していたが、何事かと振り返ってくる人々に気付いてほんのり頬ほおを染め、人目を避けるようにこそこそと道の端を歩き始める。

　人助けができたことには後悔こそないが、これでは非番の意味がない。

　――でもやることないしなぁ。

　きっと自宅でじっとしているのが正解なのだろうと思う。けれどヘイゼルにはそちらのほうが却って気疲れしてしまうような気がしてならなかった。どうせ部屋でひとり悶もん々もんとするに決まっている。

「あら、ヘイゼルちゃんじゃない！」

　横からいきなり呼びかけられ、ヘイゼルはびくりと肩をすくめた。

　物思いにふけっていたせいか気が付かないうちに商店街のほうに来ていたらしい。周囲は人気がまばらだった住宅街の通りから一転して混雑しており、そのことを理解した瞬間に雑踏の喧けん騒そうが耳に飛び込んできた。

　地震後の都市は全体的に鬱うつ々うつとした空気が漂っていたが、さすがに商店街の大通りにはそれなりの活気があった。かつてほどではないが人や物が賑にぎわっている様子は、近ちか頃ごろヘイゼルが抱えている焦燥感をほんの少しにせよ和らげてくれる。

「制服じゃないってことは今日はお休みなのかい？」

　声をかけてきたのは金物屋の店頭に立っていた女性だった。ヘイゼルの実家にしばしば酒を買いに来てくれる常連客だ。ヘイゼルは商品の配達を担当していることもあり、この金物屋を何度も訪たずねたことがある。

　休みの日に顔見知りと鉢合わせるということに何とも言えない決まりの悪さを覚えたが、ヘイゼルはそれを誤魔化すように頭を掻かきながら振り返った。

「へへ、そうなんです。久しぶりの非番日で」

「それはよかったわぁ。自衛騎士団の連中はここのところ誰だれも彼も働きづめだって聞いてたから、ヘイゼルちゃんのことちょっと心配してたんだよ」

「いやぁ、むしろ体力があり余ってる感じで困ってますよー」

「あはは！　ヘイゼルちゃんらしいわ！　うちにいつもたくさんのお酒を届けてくれてるし、腕っ節が男顔負けだからねぇ」

「それだけが取り柄ですから」

　平和に会話していたが、不意に女性が「ところで」と声をひそめた。耳打ちするように顔を寄せてくる。

「あの噂うわさは本当なの？」

「……あの噂というと？」

「ほら、遠からずこの土地が放棄されるかもしれないって噂」

　ヘイゼルは苦笑するしかなかった。それは近頃市内に蔓まん延えんしつつある噂である。

　独立交易都市が現在置かれている状況は一切の誇張なく深刻なものだ。市民は慢性的な疲労感を抱え、復興作業も遅延気味。最近は軍国と密につながっているが、それはこの土地を放棄して軍国に移住するために他ならない――と、主に外部からやってきた傭よう兵へいや商人がまことしやかに囁ささやいているのだ。

　以前ならば鼻で笑い飛ばされるようなそれは、今や恐ろしいくらいの信憑性を持って人々の口から口を渡り歩いていた。

「あたしは眉まゆ唾つば物ものだと思ってるんだけどね。だってここを放棄するなんて……あり得ないわよねぇ？　ヘイゼルちゃん」

　そうは言いつつも彼女は不安げに眉み間けんに皺しわを寄せている。

　実のところこの問いかけは今日だけで四度目だった。怪け我がをした息子のためにと籠かごの重さによろめいていた老婆も、家の塗装に奮闘していた婦人も、馬車が壊れて往生していた御者の男も、誰だれもが同じ質問をヘイゼルに投げかけてきた。いずれもこの金物屋の女性と同じように表情を曇らせながらである。

『もしも元気のない市民を見かけたら、団員は根気よく励ましてやってくれ』

　その度にヘイゼルは笑って否定した。クエイサー団長の言いつけ通りに。

　だから今も「そんなのあり得ないですよ」と笑って流すべきだったのだけれど。

「あ、えっと……」

　いい加減心にもないことを言うことに嫌気が差していたヘイゼルは、ついつい返事に窮してしまった。何な故ぜなら自分は先の地震の一件で火山の中に入り、その内実を知るに至っている。地震の原因、一般に公表されていない大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』の存在、それを期限付きで封印する聖剣。多くの真実を目にした。

　土地の放棄――いわば四十年以上に及ぶ都市の歴史が途絶えるということ。

　決して突飛な話ではない。

　そう思っていたからこそ、ヘイゼルは噂うわさを頭から否定することに少し疲れを覚えていた。

「す、少なくとも自衛騎士団ではそういう話はなかったですよ……？」

　一度ためらってしまったのが災いし、歯切れの悪い回答しか出てこない。

　言葉を濁すこちらに、女性の眉み間けんに寄せられた皺しわがさらに増えた――そのとき。

　幼い声がふたりの間に割り込んだ。

「このまち、なくなっちゃうの……？」

「え？」

　ヘイゼルは弾はじかれたように振り返ったが、声の出どころを見つけられなかった。きょろきょろと左右を見回してからもしやと思い、つと視線を下方に向ける。

　七、八歳ほどの女の子がすぐ傍かたわらでこちらを見上げていた。

　特に印象的だったのは湿り気を帯びて薄っすらと輝く、燃えるように赤い瞳ひとみ。同じく鮮やかな赤の頭髪は後頭部で一括りにされ、子馬の尻尾しつぽのように垂れている。口くち許もとは嗚お咽えつをこらえるように引き結ばれ、その小さな諸手はスカートの前をぎゅっと握っていた。

　ヘイゼルは彼女を目まの当あたりにして――

「えええええええ!?」

　心の底からおったまげた。

　目の前の女の子とは初対面のはず。にもかかわらずヘイゼルを襲ったのは強烈な既視感。

　彼女はヘイゼルのよく知る人物に瓜うり二ふたつだったのだ。

「セ、セシリーさんが縮んじゃった!?」

　こちらの大声に怯おびえたらしく、女の子がびくびくと肩を震わせていた。見る見るうちにその瞳に涙をためていく。

「あうっ、ごご、ごめん！　驚かせてごめんよ！」

　慌てて膝ひざを折り、女の子と同じ目線の高さまで腰を落とす。自分が無害であることを訴えるために精一杯の笑顔を作った。その努力の甲か斐いか、はたまた持ち前の我慢強さ故ゆえか、女の子はぎりぎりのところで泣き出すのをこらえ、手の甲でぐしぐしと目の端に浮いた雫しずくを拭ぬぐった。

　ヘイゼルは胸を撫なで下ろしつつ、改めて女の子の顔をまじまじと見返す。

　――それにしても似てるなぁ。

　感心してしまうほどセシリーにそっくりである。顔形も髪や瞳ひとみの色も何もかも酷似しており、姉妹なり親しん戚せきなり隠し子なり、何かしらの血縁関係を疑わずにはいられない。

　しかし――

「ねえ、君ってセシリーさんの親戚さん？」

「……？」

「え、違うっ？」

「……うん。知らない。誰だれ？」

　聞いてみたところ、彼女はセシリーともキャンベル家ともつながりはないらしい。要するにただのそっくりさん。不思議なこともあるもんだなぁとヘイゼルは唸うなった。

　短いやり取りの間に、女の子は幾分落ち着きを取り戻したようだ。ねぇおねえさん、と再度切り出してくる。

「なくならない、よね？　このまち」

「……もしかしてさっき涙ぐんでたのは、そのせい？」

　首が縦に振られた。幼さを感じさせる不器用な仕草。それでいて真っ直ぐにこちらの目を覗のぞき込んでくる。ヘイゼルは曇りない眼まな差ざしに射られ、ほんの一瞬だけ息を呑のんだ。

　誤魔化せない、と思った。子ども騙だましの回答をしようものなら、たちまち見破られる。彼女の瞳にはそう直感させるひたむきさがあった。

　だから今度はヘイゼルも躊ちゆう躇ちよしなかった。

「私、今日はお休みだからこんな格好だけど、普段はこの都市を守ることが仕事なんだ」

「本当にっ？　じゃあじゃあ、なくならないよね？　守ってくれるんだもんね？」

「ごめんね。その保証はできない」

「ヘイゼルちゃん!?」

　隣で聞いていた金物屋の女性が素すっ頓とん狂きような声をあげたが、ヘイゼルは構わなかった。

　ひたと女の子の目を見据えながら付け加える。

「でも全力で守る。この街がなくなってしまわないように、私は私のできることをする」

　女の子はヘイゼルの言葉を推おし量はかるように沈黙していた。しばらく互いに見つめ合い続けた。横では金物屋の女性がはらはらとした様子で見守っている。

　やがて――女の子はぺこりと頭を下げた。

「お願いします」

「うん。任せて」

　ヘイゼルは小さく笑い、彼女の頭を撫なでた。先輩であるセシリーの頭を撫でているみたいで妙な気分である。

　金物屋の女性はほっとしたように頬ほおを緩めていたが、そこで客に呼ばれて行ってしまった。ふたりきりになったところで女の子は「あのね」と身を乗り出し、たどたどしい口調で打ち明けてきた。

「ずっとふあんだったの」

「不安？」

「うん。お空はずっとくらいし、おとなはみんな、なんだかこわいし」

「……」

「みんなが言うの。このまちはなくなるって。私、不安で――こわくなって」

　断片的な内容ではあったけれど、ヘイゼルには女の子が言わんとしていることがよくわかった。だって彼女が抱いている感情は現在の独立交易都市市民の民心に他ならない。

　都市に巣食う不穏な空気は日増しに濃くなり、さらに巷ちまたに出回っている噂うわさがそれに拍車をかけている。意味をすべて理解したわけではないだろうが、“〝独立交易都市がなくなるかもしれない”〟という内容は幼い彼女に不安の種を植え付けるのに十分なものだった。

　そんなときにヘイゼルと金物屋の女性が話しているのを聞いてしまったのだろう。たまらず泣き出しそうになってしまうくらいの不安を子どもに抱えさせてしまっている、という事実にヘイゼルは心を痛めざるを得なかった。

「あのね？　私、幼なじみがいるの――」

　女の子がなおも続けた話によると、彼女には幼なじみの男の子がいるらしい。玉たま鋼はがねを専門に扱う『玉屋』のせがれで、彼は親の仕事を手伝うために日々精進しているとのこと。

　その幼なじみが必死に継ごうとしている家が何か得体の知れないモノに奪われようとしていて、それはもしかしたら自分たちの仲まで引き裂いてしまうのではないか――そんなふうに思ってたまらなくなった……。

　女の子はこれらのことをつっかえつっかえしながら、頑張って伝えてくれた。

「君は幼なじみの彼のこと、大好きなんだねぇ」

「うん！　大好き！　あいしてます！」

　元気よく頷うなずき、女の子はこちらの耳に口を寄せて囁ささやいた。

「内緒だよ？　私たち、しょうらいケッコンするんだ！」

「へえ！　らぶらぶ！」

「えへへへ」

　照れくさそうに、けれど誇らしげに笑う。顔形はセシリーに似ていても、このように無邪気な笑顔を見せられるとやはり別人なのだと実感させられた。

『もしも元気のない市民を見かけたら、団員は根気よく励ましてやってくれ』

　――よし。

「ねえ、よかったらその幼なじみのお家に行ってみない？　私と一緒に」

　女の子はこちらの提案に一瞬顔を輝かせ、かと思うと慌てふためいたようにそれを引っ込めた。もじもじと身体からだをくねらせながら、

「でもおしごとのじゃまになっちゃう……」

「顔を見るだけなら大丈夫だって。幼なじみで恋人で婚約者なんだよ？　会いに行っちゃいけない道理なんてないさ」

「幼なじみで、こいびとで、こんやくしゃだったら……会いにいってもいいの？」

「もちろん！」

　力強く肯定してあげると、女の子は破顔した。

「じゃあ行く！」

「じゃあ案内よろしく！」

「よろしくー！」

　ふたりはどちらともなく手をつないで歩き出した。

　聞けば最近、幼なじみの彼は親の手伝いに忙しく、まともに遊べていなかったらしい。だから女の子にとってこの提案は渡りに船だったというわけだ。にわかに元気を取り戻した彼女を見て、ヘイゼルの今日一日の過ごし方が決まった。



    

  
    
      



    

  
    
      　――今日はこの子を思い切り楽しませよう！

　実に有意義な過ごし方だと思った。自然、足取りも弾む。

　ほどなくして目的地に到着。彼女の幼なじみの住まいであり職場である玉屋は三番街の商店街にあった。玉たま鋼はがねは都市で暮らす市民にとって生活必需品である一方、市外への主な輸出品として非常に価値あるものだ。故ゆえにそれを販売する玉屋は人の多く行き交う大通りに面し、看板も目立つよう大きなものが軒のき先さきに下げられている。他の店とは違い、窓がないので外からは中の様子はわからない。

　玉屋の正面に立ったふたりは顔を見合わせ、互いに頷うなずきを交わした。せーの、という掛け声とともに一緒に扉を開け、元気いっぱいの笑顔で入り口をくぐり、

「たのもー！」「もー！」

　それに出くわした。

　天井から吊つるされた玉鋼の数々。その一部は照明となり、また別の一部は緩い風を発して空気を循環させ、店内に空調を利かせている。壁際の陳列棚や中央に並列した平台が動線を圧迫するように設えられ、それらの中を形も大きさも様々な玉鋼が埋める。

　そして――商品である玉鋼を物色する覆面の男たち。

　彼らの足あし許もとに転がされ、猿さる轡ぐつわを噛かまされた店主と思しき肥満体型の男。

　咄とつ嗟さに状況が呑のみ込めず、ヘイゼルたちは笑顔を引きつらせて硬直。立てつけの問題なのか背後では扉が勝手にぱたんと閉まり、途端に大通りの喧けん噪そうが遠のく。

　ふたりが正気を取り戻すより早く、覆面のひとりが店主の首筋に短剣を当て、どすの利いた声で命じた。落ち着き払っているようで隠しきれない興奮をにじませながら。

「声を出すな。下へ手たな動きを見せたら即こいつを殺すぞ」



　　　３



　少し前――

「相変わらず胸むな糞くその悪い天気だな」

　ヒルダ・キャヴェンディッシュは曇どん天てんに向かって悪態をついていた。

　元は旧群集列国出身の奴隷戦士で、今は独立交易都市公務員三番街自衛騎士団に所属する女である。そばかすの残る容よう貌ぼうに、背後で丁寧に編み込まれた長髪の尾。黒一色の頭髪や瞳ひとみに加えて私服も暗色の物を着ているためか、陰気な印象が強い。

「たまの休みくらい晴天を拝みたい」

　仏頂面でこぼすヒルダに、同行者が首をひねった。

「意外です」

「？　何がだ」

「これまでの同居生活であなたには衣類や調度品に黒色や灰色、茶色を選ぶ傾向があることがわかっています。総じて暗色を好んでいるのだと推察され、よって世の中も薄暗いほうがあなたにとって喜ばしいものなのだと思っていました」

「……天然か？」

「否定します。私は人工的に造られた魔剣です」

「もういい。オマエは天然だ」

　ヒルダは力なく肩を落とし、不毛な会話を打ち切った。

　片や同行者は無表情でヒルダの横に立っている。線の細い身体からだにくすんだ白の長髪、人形のように目鼻立ちが整いすぎた顔面。衣服はヒルダの物を借りているためやはり暗色で、病的に肌が白いことが却ってその陰気さを際立たせていた。

　彼女の正体は人間ではない。“〝風”〟の能力を持ったクリスナイフの魔剣である。本人いわく固有の銘めいを持たないらしく、便宜上『銘無し』と呼ばれている存在。

　ひとりと一本は大通りの片隅に立ち、流れる人並みを眺めていた。

　ヒルダは横目で銘無しのほうを見やる。眉まゆひとつ動かさない無表情。彼女は元々旧群集列国の僻へき地ちで“〝身元不明の女性”〟としてセシリーたちに保護されたモノだ。先の火山内の一幕でその正体を明かすに至り、以後は独立交易都市に逗とう留りゆうする意志を見せている。もちろん放置するわけにいかない都市側は、当面の間、彼女の身柄を監視することを決定した。

　都市側が“〝拘束”〟でなく“〝監視”〟に止めたのには理由がある。帝政列集国との敵対関係が明るみになった現状において、言わずもがな魔剣の存在は貴重な戦力に数えられる。しかし銘無しは人型も兼ねた、自律した魔剣だ。彼女が自らの意志で協力しない限り、他者が彼女の能力を引き出すことは叶かなわない。無論、都市の傘下に加わることを求めて交渉は行われていたが、銘無しは回答を保留。よって都市側はせめて彼女が他国の手に渡らないよう監視に徹するしかなかった。

　そして監視役として抜ばつ擢てきされたのが同じく旧群集列国出身のヒルダだった。ヒルダは銘無しから極力目を離さぬよう命じられ、彼女とは同じ宿舎で生活を共にしていた。勤務中も任意で同行してもらっている。銘無しは行動の自由を奪われた格好だが、住まいを確保できたことと土地勘のない場所での案内役ができたことで、差し当たって問題はないようだった。

　――自由を奪われたのはワタシも同じだしな……。

　ヒルダは内心で嘆息する。

　銘無しとはこうして肩を並べて市内を散策することが多い。それは『魔剣』アリアが見ていた景色を自分も見てみたい、という彼女の要望に従ってのことだが、問題はその頻度にあった。ヒルダも他の団員と同様に連日職務に忙殺されていたが、銘めい無しはヒルダの空いた時間を見つけては市内の案内を求めてくる。警けい邏ら中のちょっとした休憩時間や仕事を早上がりした夕刻、人々がようやく起き出すような早朝……そして今日のような非番日には脚が棒になるまでそこいらを歩かされるのだ。

　銘無しの希望にはなるべく応えるようクエイサー団長から言い渡されているから始末が悪い。ヒルダに拒否権はなく、結果、彼女と共同生活をするようになってからゆっくりと休めた例ためしがなかった。今日もこれから彼あ方ち此こ方ちに連れ回されるだろうことを想像するとそれだけでどっと疲れを覚える。

「で？　本日の銘無し様はどんな散歩を御希望だ」

「あなたにお任せします。私的に気になった場所はおおよそ案内していただいたので」

「……大方回れたんだったら、今日くらい無理に外出しなくてもいいんじゃないか？」

「否定します。私は外出を望んでおり、また、ひとりでも何ら問題ありません」

　予想通りの回答に、ヒルダは舌打ちした。

　――天然のくせに痛いところの突き方はわきまえてやがる。

　銘無しが都市側の監視を従順に受け入れているのは、単に案内役ないし世話役がいたほうが便利だから、という損得勘定の判断に過ぎない。彼女に単独行動をさせて不利益が生じるのはあくまで都市側であり、そしてその責を負うのは言うまでもなく監視役を仰せつかった自分なのである。

　だからヒルダは腹立たしくも銘無しの言葉を無下にすることができない。

「私に気兼ねする必要はありません」

「どの口でほざく。……言ってみただけだ」

　早々に抵抗を諦あきらめ、嘆息交じりに続ける。

「ワタシも都市に腰を据えてから日が浅い。めぼしいところは最初に教えてしまったし」

　その“〝めぼしいところ”〟というのも大概が飲食店の類たぐいである。元よりネタは少ない。

　うなじに手を当てながら記憶の中の地図を探っていると、そういえば、と思い出した。

「今日は確かヘイゼルも非番だったな。地元民のアイツならいろいろ知っているだろうから、試しに訪たずねてみるか」

「……賛同しかねます」

「ん？」

「私はヘイゼル・キンバリーに好意的に思われていません。よって賛同しかねます」

　ヒルダは思わず仮面のような無表情を振り返った。まるでその視線から逃れるかのように、銘無しは彼方を見やっている。

　――意外だな。

　傍目には感情の起伏というものが乏しいように思われる女だが。

「オマエでもそういうことを気にするんだな」

　返事はない。しかしヒルダは彼女の瞳ひとみが数度瞬いたのを見逃さなかった。短い期間ながら衣食住を共にしているのでわかる――この反応は動揺の印だ。ヒルダに指摘されるまで己が口にした言葉の意味を自覚していなかったらしく、自分でも驚いているのだろう。

　そのことにはあえて触れず、ヒルダは肩をすくめた。

「……まあ、ヘイゼルがオマエを好く思っていないことは確かだ」

　ヒルダの目から見ても、ヘイゼルが未いまだに銘めい無しに対する態度を決めかねているのは明らかだった。何ど処こか彼女を避けている節がある。独立交易都市にとって銘無しは客人の扱いだが、ヘイゼルにとっては違う。

「何せオマエはアリアの誘拐に荷担したんだからな。当然だろう」

「肯定します。しかし私の意志による行いではありません。私は意志無き道具であり、負うべき罪は私を使用した人間にある」

「オマエの言い分もわからないではないが……オマエのような魔剣は、魔剣本体が協力しなければその力を引き出すことができない。“〝意志がない”〟なんて言って茶を濁すな。オマエは間接的にせよ意志を持って荷担したんだよ。その事実は否定できないだろう？」

　沈黙する銘無しに、ヒルダはなおも続ける。

「ワタシとヘイゼルが護衛していたアリアを、オマエを使用する刺客がさらっていった。確かに真に憎むべきはその刺客や誘拐を企てた組織なんだろうが……犯行に使われたオマエに対して複雑な気持ちを抱えるのだっておかしい話じゃない。理屈よりも感情が先立つヘイゼルは特にな。セシリーだって胸のうちは穏やかじゃないだろうさ」

「……あなたの見解は？」

「ワタシは元奴隷戦士だ。あいつよりも少しは世の中の仕組みとやらをわきまえている。だから使う側と使われる側の関係があるということを知っている。少なくともこのことでオマエを嫌ういわれはないさ」

　他者に使役されることを当然とする生活。家畜のような暮らし。魔剣と人間の違いはあれど、銘無しと自分は似たような境遇だったのではないだろうかとヒルダは思う。

「…………」

　銘無しはいよいよ口を閉ざしてしまった。物思いにでもふけり出したのか、大通りを行き交う人並みを硝子玉のように空虚な目で見つめ、棒の如ごとくたたずんで動かない。

　――相変わらずよくわからない女だ。

　微動だにしない銘無しの隣で、ヒルダはため息をついた。

　火山での一件からずいぶん経たつが、依然として彼女の意図は不明のままである。火山内では一時的に協力の姿勢を見せたものの、都市に逗とう留りゆうしてからは何な故ぜか多くを語ろうとはしない。当初は帝政列集国側の情報も引き出せるのではないかと期待されたが、銘無しはそういった類たぐいの質問に関して頑なに沈黙を守っている。

『私はあなたたち、ひとりと一振りの行く末を見届けたい』

　火山でセシリーにこう述べていたことからもわかるように、銘めい無しはアリアとその相棒に興味があるらしかった。かといってセシリーをつけ回すような真似はせず、どういうつもりかヒルダを連れ回して観光ばかりしている。何を考えているのかさっぱりわからない。

　銘無しについてどう思うか、ヒルダはセシリーに訊たずねてみたことがある。

『……ひょっとしたら見定めようとしているのかもしれない』

　とセシリーは少し考えてから言った。

『見定める？』

『ああ。この都市が与くみするに値するものなのかを見定めているのではないか、と時々思う。少なくとも彼女は何かを観察し続けているように感じる。そういう目をしていないか？』

　ヒルダは肯定も否定もできなかった。

　固有の銘を持たないという稀け有うな魔剣。とかく彼女には謎が多すぎる。

　まあいい、とヒルダは思考を切り替えた。ひとまずこの時間をどう過ごすかだ。このまま棒立ちしているわけにもいかない。貴重な休みなのだ、無駄にされてはかなわない。

　そうして銘無しのほうを振り返ろうとした折、耳が雑踏の声を拾った。

「この都市は一体どうなるんだ……？」

「噂うわさでは軍国に市民丸ごと移住するとか言うが」

「信頼できるのかよ、その噂は。いつまた帝政列集国が攻めてくるかもわからないのに……いっそのこと家族だけ連れて都市を出てしまおうか」

「よせよ。何ど処こで自衛騎士団が目を光らせているかわからないぞ――」

　不安そうに囁ささやき交わす市民のふたりは、ヒルダたちのそばをすれ違っていった。

　彼らが十分に離れたことを確認してから、ヒルダは銘無しに小声で訊ねた。

「オマエはこの噂をどう思う？」

「現状に鑑みれば軍国への移住は妥当かと」

　――まあそうだろうな。

　実のところ噂は的を射ていた。都市の放棄と軍国への移住――上の人間は来たるべき日に備えて着々と準備を進めている。ただし決定事項ではない。今はそれを実行するか否か、決断を迫られている段階なのだ。

　故郷を捨てるということ。一度は体験したことを再び繰り返すかもしれないということに、ヒルダは一抹の寂しさを覚える。この土地に根を下ろしてまだ間もないが愛着が生まれるのには十分な時間だ。

　しかしこれは戦争であり、感情ではどうにもならないことはこの先いくらでもあるだろう。元奴隷戦士である自分だからこそ、そのことをよく知っている。

「噂うわさってやつは人々が抱く負の感情の裏返しでもある。事実、都市を離れる者は後を絶たない。たとえ噂が真実にならなかったとしても、それが流布してしまった時点で今まで通りの生活は送れなくなる。一時的にせよ独立交易都市が廃れるのは免れえないことなのかもしれないな」

「肯定します。その公算は極めて高いと思われます」

　ヒルダが祖国を思い出して郷愁に浸っていた――そのとき。

　幼い声がふたりの間に割り込んだ。

「おい。いい加減な噂を流すのはやめろ」

「は？」

　ヒルダはおもむろに振り返ったが、声の出どころを見つけられなかった。きょろきょろと左右を見回してからもしやと思い、つと視線を下方に向ける。

　七、八歳ほどの男の子がすぐ傍かたわらでこちらを見上げていた。

　黒目黒髪の子どもである。背丈はヒルダの腰位置。小さな身体からだに反して大きく膨れた背はい嚢のうを負ぶっている。顔立ちはやはり幼いが、怒ったようにまなじりを上げる様子は何ど処こか大人びた印象をこちらに与えた。

　ヒルダは彼を目まの当あたりにして――

「あぁ？」

　思い切り眉まゆをひそめた。

　目の前の男の子とは初対面のはず。にもかかわらずヒルダを襲ったのは強烈な既視感。

　彼はヒルダのよく知る人物に瓜うり二ふたつだったのだ。

「小さいルーク？」

　男の子はヒルダと同じように眉をひそめ、ぶっきらぼうな口調で言った。

「誰だれだそれ」

「……オマエはルーク・エインズワースの血縁じゃないのか」

「そんなヤツ知らない」

　――にしては似すぎだろう。

　気持ち悪いくらいルークにそっくりなのである。顔形も髪や瞳ひとみの色も何もかも酷似しており、兄弟なり親しん戚せきなり隠し子なり、何かしらの血縁関係を疑わずにはいられない。

　本人の言い分を信じるならば赤の他人ということになるが。

「ワタシに何か用か」

「いい加減な噂を流すな」

　生意気な物言いが癇かんに障さわり、「はぁ？」と高圧的に男の子を睨にらみ返す。ヒルダは元々子どもというものがあまり好きでなく、だから接する態度も自然と突き放したものになる。

　上から強い眼まな差ざしに見下ろされ、多少及び腰になりつつも、彼は負けじと食い下がった。

「と、とにかく噂うわさをやめろ」

「なんでオマエみたいな小僧に指図されなくちゃいけない」

「迷惑してるんだ！」

「何な故ぜ？」

「ッ……」

「どうした？　そちらから突っかかってきたくせにだんまりはないな」

　――子ども相手に少し大人げないか。

　挑発的な言い方をしてしまっているのは自分でもわかっていた。見れば男の子は悔しさをこらえるように拳こぶしを握っている。決まりの悪さを覚えたが、いずれにせよ自分の知ったことではない。

「用がないなら向こうへ行け。こっちはあいにく暇じゃないんだ」

「否定します。私たちは時間を持て余していました」

「何ィッ!?」

　ぎょっとして振り返ると、そこには無感情な瞳ひとみが待ち構えていた。

　銘めい無しはあくまで淡々と忠告してくる。

「あなたは自衛騎士団の団員です。ならば少しくらい市民の声に耳を傾けるべきでは？」

　ヒルダがぐっと詰まっている間に銘無しは腰を落とし、男の子の顔を覗のぞき込んだ。

「小さき者。あなたが要求する通り噂については以後慎みます。……確認しますが、あなたの背負っているのは玉たま鋼はがねではありませんか？」

　間近に迫る無表情に戸惑いつつも、男の子は頷うなずく。

「俺おれの家は玉屋だから……」

「やはり。あなたの荷物から圧縮された霊体を感じました。今はどちらに？」

「帰るところだけど……」

「それは大変僥ぎよう倖こうです。よければ帰宅ついでに私たちをそこへ案内してもらえませんか」

「オマエっ、何を勝手に――」

　立ち上がった銘無しは律儀にヒルダのほうに向き直り、白々しく述べた。

「前々から独立交易都市の玉鋼には興味がありました」

「そんなことは今まで一度も聞いたことがないぞ」

「肯定します。あなたに伝えたことがありませんでした」

　眉まゆひとつ動かさない無表情である半面、何ど処こかとぼけているようにも見える面構え。

　ヒルダは頬ほおを引きつらせた。

　――イライザ・イヴァといい、どうして魔剣はこうも変な奴ばかりなんだ。

「小さき者。よろしいですか？」

「お、俺はいいけど……」

　恐る恐る、男の子は横目でヒルダの顔色を窺うかがってきた。

「ヒルダ・キャヴェンディッシュ。あなたが嫌ならば私ひとりで――」

「わかったわかった！　付き合えばいいんだろう！」

　どうせ行く当てなんてなかったのだ。無理に意地を張るところでもない。

　ふたりと一本は連れ立って大通りを歩き始めた。男の子と銘めい無しが肩を並べて先に立ち、その後にヒルダが続く形。不貞腐れて口を噤つぐむヒルダをよそに、男の子と銘無しは会話を続けている。

「お遣いの途中だったのですか」

「ああ。お得意さんのところに玉たま鋼はがねの検査に行ってた」

「玉鋼を検査、ですか」

「最近、市内の霊体濃度が上がってる。親父が言うには地震とか火山とかが影響してるらしくて、たまにそのせいで劣化した玉鋼が異常反応を起こすことがあるんだ。だから俺おれはお得意さんの持っている玉鋼を検査して回ってる。親父は店番しなくちゃいけないから、その代わり」

　劣化、または過度に消費された玉鋼の異常反応による事故。そういった事例があることはヒルダも知っていた。数こそ多くはないが自衛騎士団に報告が上がっており、いつかの朝礼で祈き祷とう契約を得手とする団員が市民に注意を促すよう話していたことを覚えている。市内全域の霊体濃度の上昇により、赤子や老人の中には軽度の『霊体酔い』を発症する者もいるらしい。

　祈祷契約は独立交易都市における重大な生活の要だ。市民はこれを用いて火を熾おこし、水を清め、傷の治療を行う。その触媒となる玉鋼は人々にとっての生活必需品。都市のあらゆる家庭が当然の如ごとく所有するそれに、危険性が含まれているというのはあまりにぞっとしない話だ。

「玉屋っていうのは専門職だろう。小僧のお前に扱えるのか？」

「うん、俺はまだ全然未熟だと思う。でも簡単な検査くらいならできる」

　ヒルダは皮肉を込めたつもりだったが、男の子から返ってきた反応は存外に謙虚だった。肩透かしを食らう一方、彼が『玉屋』という職業に誇りを持っていることがよくわかった。だからこそ己の腕の程もわきまえている。

「自衛騎士団の一員として、あなたも彼を見習うべきでは？」

「ワタシの思考を読むな」

　益やく体たいもないやり取り。

　ふと気付くと、男の子が肩越しにヒルダのほうを振り向いていた。

「あんたは自衛騎士団の人なのか？」

「ああ、そうだが」

「じゃあさ。あの噂うわさ、あんたらで止めることってできないのか」

　ヒルダはしばし目を瞬かせてから、おもむろに肩をすくめた。

「それができるのならとっくにやっているさ。ああいうのは止めようと思って止められるものじゃない。さっきから何をこだわっているのか知らないが、諦あきらめろ」

　そっか、と男の子は落胆したように肩を落とす。

　銘めい無しが小首を傾げて彼に訊たずねた。

「何か事情が？」

「……あの噂のせいで、俺おれの幼なじみがおびえてる」

「幼なじみ」

　うん、と頷うなずいた彼は視線を前方に戻した。

　ヒルダの見ている前で小さな後頭部が揺れる。

「噂が本当かどうかはどうだっていいんだ。どうせなるようにしかならない。ただ、それに振り回されるのが嫌だ。噂を気にかけて仕事でヘマをするのも、あいつが元気をなくすのも全部御免なんだ」

　静かだが、感情の見え隠れする声音。言葉少なにではあったが男の子が“〝幼なじみ”〟のことを大切に想っていることは十二分に伝わってきた。でも、と彼は続ける。

「さっきはいきなり、その、ゴメン。噂のことでいらついてたから、ついかっとなって……」

　彼の黒髪から覗のぞく耳たぶが、赤く火ほ照てっている。

　それを見つけたとき、ヒルダの脳裏をよぎったのはクエイサー団長の言葉だった。

『もしも元気のない市民を見かけたら、団員は根気よく励ましてやってくれ』

　――柄じゃないんだがな。

　彼の殊勝さに免じよう。嘆息し、ヒルダは詫わびた。

「こちらこそ悪かったな、つっけんどんな態度を取って。徒に市民の不安を煽あおる噂は自衛騎士団にとっても解決しなければいけない案件だ。ワタシもできる限りのことはする。噂そのものを打ち消すことはできなくても、否定して回ることくらいはできる」

「……ありがとう」

「で、オマエの幼なじみは女なのか？」

「え、あ、ああ」

「なるほど。いろいろと把握した」

「ちッ、ちげーよ！　そんなんじゃねーよ！」

　弾はじかれたように振り返り、真まっ赤かになって否定してくる。ようやく子どもらしい反応が見られたのでヒルダは溜りゆう飲いんを下げた。にやにや笑いながら。

　そうこうしているうちに目的の玉屋に到着。からかわれたことで機嫌を損ねてしまったのか、勝手に見ていけ、と素っ気なく言い捨てて男の子は建物の裏口へ消えていった。

　玉屋の正面に立ったヒルダと銘めい無しは一度顔を見合わせる。

「一応言っておくが見学だけだぞ。買い物はなしだ」

「経費で落ちると聞きましたが」

「……パティだな？　よけいな知恵を与えやがって。とにかく駄目なものは駄目だ。玉たま鋼はがねも最近は値が上がっているし、今は持ち合わせがない」

「残念です。思い出にと思ったのですが」

　――思い出？

　この淡白な魔剣には似つかわしくない言葉に感じられ、引っかかる。しかし考える間もなく「行きましょう」と促されて追及する機会を逸した。ヒルダは背中を押されるまま玉屋の扉を開いて中に踏み入れ、

「御免。少し見学を――」

　それに出くわした。

　天井から吊つるされた玉鋼の数々。その一部は照明となり、また別の一部は緩い風を発して空気を循環させ、店内に空調を利かせている。壁際の陳列棚や中央に並列した平台が動線を圧迫するように設えられ、それらの中を形も大きさも様々な玉鋼が埋める。

　そして――商品である玉鋼を物色する覆面の男たち。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼らの足あし許もとに転がされ、猿さる轡ぐつわを噛かまされた店主と思しき肥満体型の男。

　そしてさらに――建物の壁際には七、八歳ほどの女の子と十代半ばくらいの少女が肩を並べてうずくまっていた。いずれも縄で手首と足首を括られ、さらにその結ばれた箇所を別の縄でつながれている。少女のほうは右みぎ頬ほおを腫はらし、右みぎ瞼まぶたと両鼻から流血していた。

　状況を呑のみ込むよりも何よりも、ヒルダの目は後者の少女に釘くぎ付づけになり、図らずも放心してしまった。立てつけの問題なのか背後では扉が勝手にぱたんと閉まり、途端に大通りの喧けん噪そうが遠のく。

「――――」

　どうして、と呟つぶやいたつもりがそれは声にならなかった。

　よりにもよって捕まっていたのは同僚のヘイゼルだったのだ。
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　刹せつ那なの硬直状態。それを最初に打ち破ったのは覆面のひとりだった。彼はヒルダが動くより先にそばにいた女の子の首筋に短剣の刃を添え、忌々しそうに舌打ちした。覆面から覗のぞく目がぎょろりと剥むかれ、仲間たちを一いち瞥べつする。

「だからなんで扉を封じておかねえんだ！」

「い、いやだって……そいつらを縛ってたから」

　ぎょろ目はまごつく彼らからヒルダたちのほうを向いた。

　低い声で警告する。

「指一本でも動かしてみろ。こいつの首を掻かっ切るぞ」

　女の子は喉のど許もとに突きつけられた刃物から視界だけでも逃れるようにぎゅっと目をつむり、声もなく震えている。

　彼女の横で同様に縛られながら――ヘイゼルは猛烈な怒りを覚えていた。

　覆面たちに対する純然たる怒気と、激しい自責の念。

　――なんて間抜けなの私は。

　ヘイゼルは歯を食いしばって鼻血を啜すする。完全に意表を突かれたとはいえ、むざむざ捕まってしまった自分が悔しくてならなかった。本当はもっと機転の利いたやり方があったのかもしれない。しかし覆面たちに出くわしたあの瞬間、自分にできたことと言えば算段もなく抵抗を試みることくらいだった。結局のところ人質を盾に取られていたので大して身動きも取れず、ただ殴り倒されて終わった。

　己の不ふ甲が斐いなさに反吐が出る。セシリーとの模擬訓練で鍛えた筋力や技術も持ち前の体力もこのように縛られた状態では何ら意味を成さない。

　――くそ、くそ、くそ！

　覆面の数は四人。女の子に刃物を突きつけるぎょろ目と、商品棚から次々と玉たま鋼はがねを取り出して袋に放り込む三人。店主と思しき男性は気絶させられているらしく、ぐったりと横たわったままだ。ヘイゼルと女の子は猿さる轡ぐつわを噛かまされていなかったが――その前にヒルダと銘めい無しが現れてしまったからだ――、大声で外に助けを呼ぶことはできなかった。きっと喧けん噪そうに呑のみ込まれてしまうだろうし、よしんば声が届いたところでその直後に息の根を止められるのが関の山だ。

　今はもはや、奇跡のように現れてくれたヒルダたちに運命を委ねるしかない。

　――お願い。

　そのヒルダは戸口に立ち、銘無しは彼女の背後に控えていた。後者がこの期ごに及んで我関せずといった様子なのは捨て置くとして、前者はいつになく険しい表情をしている。最初は人質の中に同僚の姿を見つけて唖あ然ぜんとしていたが、状況を理解した今はあえてそのことを取り沙ざ汰たするつもりはないようだった。

「……そんなものを盗んでどうするつもりだ？」

　室内をざっと見回し、静かに問う。

　覆面たちが思わず動きを止める中、ぎょろ目がひとり鼻で笑った。

「付き合うな。そいつらも早くふん縛れ」

「予想はつく。盗んだ玉鋼を手土産に、帝政列集国に出しゆつ奔ぽんするつもりなんだろう？」

　にわかにぎょろ目の放つ空気が変わったのを、ヘイゼルは肌で感じ取った。

　今度はヒルダが鼻で笑う番だった。

「国や組織が傾くと必ずと言っていいほどオマエらのような輩が現れる。大方この後は別の仲間が移送用の馬車を運んでくる手て筈はずなんだろうな。やることが浅はかで笑える。白昼堂々犯行に及んだ度胸だけは認めてやるがな」

　図星だったのだろう、覆面たちが顔を見合わせてざわめき出した。

　仕方ないじゃないか、と彼らのひとりが訴える。

「いつまた大きな地震が起こるかわからないし、それでなくても都市が今対立しているのは大陸の半分以上を掌握している大国なんだぞ」

「もしも復興の途中に奴らに本気で攻められたらひとたまりもない」

「死ぬよりはマシだ！　何が悪い！」

　口々に騒ぎ立てる彼らに、ヒルダが苛いら立だったように舌打ちした。

「先々のことを考えて都市を出ていくのは構わない。オマエらの言い分もわからないわけじゃないからな。だが勘違いするな――」

「だからって強盗が認められるわけがない！」

　一同が一斉に振り返ったのはヘイゼルのほうだった。

　ヘイゼルは眉まゆを吊つり上げて覆面たちの面を睨にらみつけている。彼らの身勝手な理屈を聞いていたらさらに頭に血が上り、たまらずくちばしを入れてしまったのだ。真っ直ぐな眼まな差ざしに後ろめたさを覚えたのか、彼らはひとり、またひとりとヘイゼルから顔を背ける。

　ヘイゼルは激情に任せ、なおも口を開いた。

「今すぐ自首して。私たちは自衛騎士団の――」

　その頬ほおに赤く熱い液体が飛び、次いで甲高い悲鳴が響き渡る。

　背筋が凍ったのは決してヘイゼルだけではなかっただろう。

　女の子の頬に一筋の横線が走り、血潮を溢あふれさせていたのだ。傍目には傷は浅い。しかし幼い彼女を恐怖のどん底に陥れ、慟どう哭こくをあげさせるには十分な斬撃だった。ぎょろ目は血塗られた短剣を手に、泣き喚く女の子を冷めた目で見下ろしている。

　ヘイゼルは悲鳴のように叫んだ。

「し――信じられない!!　なんてことをッ」

「じゃあ黙れ。糞くそ餓が鬼き、てめえもだ」

　あまりの怒りに気が狂いそうだったが、従うしかない。抗議の言葉をぐっと呑のみ込んでヘイゼルは女の子のほうににじり寄った。せめて寄り添うことで彼女を慰めようとする。

　ぎょろ目は鼻を鳴らし、

「さっき『私たち』と口にしていたな。てめえとそっちの女は自衛騎士団の犬か。道理で見覚えがあると思ったぜ」

「ワタシもひとつわかったことがあるぞ。他の面子に強盗を唆したのはオマエだろう」

　抑揚のない、淡白な声。

　吸い寄せられるようにそちらを見やったヘイゼルは息を呑む。

「つまり仕留めるのはオマエだけでいいということだ」

　まるで銘めい無しのそれが乗り移ったかのように、ヒルダはその面おもてから感情という感情を殺していた。目も鼻も口もあるはずなのに、のっぺらぼうでも目まの当あたりにしているような印象。すぐそこで年端のいかない子どもが傷つけられ、ぎょろ目の仲間である覆面たちですら怖気立っているにもかかわらず、彼女からは一片の動揺も見出せない。

　ヘイゼルの中で閃ひらめくものがあった。そういえば以前に本人から聞いたことがある。旧群集列国にいたころ、ヒルダが後ろ暗い職に就いていたということ。具体的な内容は言葉を濁されて聞けなかったが、彼女が得え物ものとする刺突短剣ステイレツトの特性や元々の身体能力の高さからおおよその想像はついた。もっともヒルダの過去がわかったところで特に何があるわけでもない。彼女が自分にとって良き同僚であることに変わりはなく、だから態度を改めることもしなかった。

　あの日に得られなかった実感。けれど今自分を襲っているのは強烈な悪寒。

　ヘイゼルは今ようやく真の意味でヒルダの秘密の一端に触れたような気がした。

　そしてまた、ある懸念も生まれていた。

　――ひょっとして。

　普段は胸の奥底に閉じ込めている昔の自分を臭わせてしまうくらいに――ヒルダ・キャヴェンディッシュはぶち切れているのではないか？

「仕留める？　俺おれを？」

　そうとは知らず、ぎょろ目は軽薄な笑みを浮かべて挑発する。

「おいおい――今度は頬ほおにちょいと線を引く程度じゃすまないぜ」

「オマエがな」

「あぁ？」

「もういいぞ、好きにやれ」

　瞬間、複数の出来事が発生した。

　口火を切ったのは文言の詠唱と祈き祷とう契約の発生。天井から吊つるされ、照明の役割を果たしていた玉たま鋼はがねがかっと燃えるような発光現象を起こし、一同の視界を白く焼いた。

　同時、ぎょろ目のちょうど頭上――こちらも天井から吊るされ、空調の役割を果たしていた玉鋼が猛烈な風圧を下方に発し、真上から彼の身体からだの自由を一時的に奪った。

　同時、ヘイゼルは上にのしかかるように女の子の身体を押し倒し、その盾となった。

　同時、さらにその上にカウンターの陰から飛び出した小さな人影が覆い被さって二重の盾となった。

　同時、ヒルダが室内中央に設えられた平台の上に足をかけて空間を跳躍し、落下先にいたぎょろ目の顔面に豪快な飛とび蹴げりを見舞う――ぎょろ目は背後の陳列棚に衝突し、雪崩のように転がり落ちてきた数々の玉鋼に全身を打たれた。

　これら一連の出来事は予定調和のように連鎖。ヘイゼルは今ほどヒルダとコンビを組んでいてよかったと思うことはなかった。彼女とともに日ひ頃ごろの職務をこなしていたからこそ、直前に送られた目配せに気付くことができたのだから。

　限界を超えた霊体反応により、頭上で発光していた玉鋼が次々砕け散る。急激に暗転を始める視界。ヘイゼルは反射的に顔を上げた――が、直後にその頭を押さえつけられた。

「伏せろッ！」

　ヒルダの警告する声が聞こえたかと思うと、耳を聾ろうする爆音が一切の音声を世界から剥はぎ取った。祈祷契約による小爆発――まるで地震でも起きたかのように建物が震えた。しっちゃかめっちゃかな騒ぎに誰だれのものかもわからない悲鳴が其そ処こ彼処かしこで沸わく。

　今度こそヘイゼルは顔を上げ、そして目の前の光景に目を剥むいた。

　もうもうと立ち込め、むせ返るような粉ふん塵じん。通りに面する壁が扉ごと吹き飛んでいた。屋外から丸裸にされた軒のき先さきには一台の幌ほろ馬車が横付けされており、正にちょうどぎょろ目の背中がその荷台に飛び乗るところだった。

　馬車はぎょろ目が乗車するが早いか一気に走り出して視界から消えた。

「くそッ、変わり身が早い野郎だ！」

「待って！」

　ヘイゼルは駆け出そうとする同僚を引き留める。今しがた逃走した幌ほろ馬車。あれには見覚えがある。縛られた身をよじり関節を限界まで捻ひねってポケットから取り出した芋を、ヒルダに投げ渡した。

「オマエ、こんな芋ひとつでどうしろと」

「左後輪！」

「左後輪――」

　ヒルダはそれ以上の問答をしなかった。芋を片手に馬車の後を追う。

　彼女の背中を見送りながらヘイゼルは強く念じた。

　――頼んだよ。
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　幌馬車は大通りを突っ切って走行していたため、人々は泡を食って道を空けてくれたが、それでも次々現れる人垣に邪魔をされ、ぎょろ目たちは思うように馬車の速度を上げることができないようだった。

　おかげでそれを追うヒルダの視界は開け、振り切られることもない。

　――必ず仕留める。

　右手には芋の硬い感触。機会は一度きり。しくじればあの強盗を取り逃すことになる。求められるのは迅速かつ確実な投とう擲てき。加速していたヒルダは覚悟とともに大きく踏み込む。助走の慣性を存分に活かし、流れるように全力での投球を行った。

　芋は矢の如ごとく彼我の距離を埋めて馬車の左後輪に着弾。するとその車輪は面白いように弾はじけ飛び、車体は大きく傾いた。荷台の角が地面に線を引く。馬の嘶いななきと振り落とされた御者の悲鳴が往来に響き渡った。

　ほどなく追いついたヒルダと鉢合わせるように、ぎょろ目が荷台から飛び出した。その手には件くだんの――先ほど女の子の頬ほおを傷つけた短剣。聞くに堪えない、口汚い罵ば声せいを叫びながら凶刃を閃ひらめかせる。

　ヒルダはあくまで冷静に、淡々と対処した。左の裏うら拳けんでぎょろ目の手首を小突いて刃物を落とし、右の掌底でぎょろ目の顔面を押す。飛びかかる勢いに反する力を加えられ、ぎょろ目が体勢を崩したところに間かん髪はつを容いれず足払い。標的は脳天から転倒。ヒルダは地面に突き刺さった凶器を手早く回収し、次いで仰ぎよう臥がするぎょろ目の額を足あし蹴げにした。そいつが剥むき出しにした眼球に、目測を誤れば今にも触れてしまいそうな近距離まで刃先を接近させる。

　ぎょろ目は呼吸を止めて刃先の輝きを凝視するよりなかった。

「無謀にもほどがあったな。強盗」

　ヒルダは冷酷に告げた。旧群集列国の奴隷戦士は主に暗殺を得意とする。その自分にどうして一介の強盗が張り合えようか。たとえそうでなくても。

　――ワタシが毎日誰だれを相手に戦闘訓練をしていると思ってるんだ。

　セシリー・キャンベルに比べればこいつなど足あし許もとにも及ばない。

　とにもかくにも一件落着である。あとは強盗の身柄を自衛騎士団に引き渡すだけだ。

　ほっと気が抜けたせいか、ヒルダははたと思い出した。

　今さらのように呟つぶやく。

「そういえばさっきの女の子……セシリーに似ていたような」

　気のせいか？　と首を傾げたとき。

　低い笑い声が足許で起こった。見下ろすとぎょろ目が喉のどを震わせている。

「いいのか？　いいのかおい」

「……何がだ」

「早くしないと――爆発しちまうぞ？」

　一瞬その言葉の意味を考えて。

　ヒルダは総毛立った。

「ヘイゼルッ!!」





　ぎょろ目以外の覆面たちはすでに戦意を喪失していたらしく、いつの間にか姿を消していた。未いまだに縛られたままのヘイゼルには止める術はなかった。

　ヒルダが屋外に飛び出してから、見知らぬ男の子が小さなナイフで女の子の手足を縛る縄を切り裂こうと悪戦苦闘している。ルーク・エインズワースによく似た彼は同じように縛られているヘイゼルのほうには目もくれなかった。

「今解いてやるからな、じっとしてろよ。怪け我がの手当てもしないと」

「うん……私はだいじょぶ……ありがとう……」

　彼が女の子の言っていた件くだんの幼なじみだということは明らかだった。すべての縄が解かれた瞬間、女の子は男の子に抱きつく。男の子は顔を赤くしたが腕の中で彼女がぐずり出したのを見て、そっとその背中に手を添えてやった。

　ヘイゼルはふたりの様子を微笑ほほえましく見守りつつ、ぼんやり思う。

　――私の縄も解いてくれないかなぁ。

　そのとき物音が響いた。見れば気絶していた店主がこの騒ぎで目覚めたらしく、猿さる轡ぐつわ越しに苦しげなうめき声を発している。

「親父！」

「おっちゃん！」

　慌てて駆け寄った男の子と女の子は彼の猿さる轡ぐつわを解いてやり、その身体からだを助け起こす。店主の意識はまだはっきりしていないようだが目立った外傷は見当たらない。子どもたちはそれを確認してほっと胸を撫なで下ろした。

「――――警告します」

　背中から刺すような声。一同はびくりと肩をすくめ、一斉にそちらを振り返る。

　銘めい無しが室内の片隅に立っていた。まるで幽霊のような佇たたずまい。あまりの存在感の希薄さに、顔見知りであるヘイゼルでさえ今の今まで彼女のことを失念していた。

　一同の注目を受け、銘無しはすっと床の一角を指差す。そこには陳列棚から転がり落ちた玉たま鋼はがねが散乱している。初めは彼女が何を示しているのかヘイゼルたちにはわからなかった。しかしよくよく見るとある一個だけ赤い光を放っていることに気付く。

「それは遅からず爆発します。早急に排除することを勧めます」

　銘無しの助言に呼応するように――

　その玉鋼は凄すさまじい勢いで火花を発し始めた。

「――熱あちッ！」

　飛散した火花が素肌に触れた途端、突き刺すような痛みが走った。ヘイゼルたちは慌てて、子どもたちの手を借りて赤い礫つぶてが届かない距離まで退避する。

「劣化した粗悪品だ」

　子どもたちに引きずられながら、店主が唸うなった。

「周囲の霊体に異常反応して暴走している。すぐに爆発するぞ！」

　ヘイゼルは歯は軋ぎしりせざるを得ない。あのぎょろ目が去り際に文言を唱えて置いていったものとしか考えられなかった。故意に暴走を引き起こし、この場に残った者たちに危害を加えるために。

　そうしている間にも玉鋼はいよいよその勢いを増していた。ばちばちと雷のような音。四方八方に数十、数百にも及ぶ大きな礫をまき散らし、その猛烈さは小さな噴火と表現しても過言ではなかった。とても近寄れるものではない。これが爆発したらどうなるのか、祈き祷とう契約に明るくないヘイゼルでも容易に想像がついた。ここには大量の玉鋼があり、爆発はきっと連鎖する。するとこの建物などひとたまりもないだろう。

　男の子はぐっと歯を食いしばって燃え盛る玉鋼を見ていたが、やがて何かを振り切るように傍かたわらの女の子を顧かえりみた。

「逃げるぞ！」

「こ、このお店はどうなっちゃうの……？」

「考えるな。今はとにかく外にいる人にも避難してもらって――」

　イヤッ、と女の子は駄々をこねた。

「仕方ないんだ。諦あきらめろ」

「イヤだよ！　あきらめちゃダメだよ！」

「っ、諦めるしかないんだ！　死ぬぞ！」

　男の子は苛いら立だちを禁じ得ない様子だったが、女の子は強情だった。

「だってこのお店がなくなったら、きっと私たちは離れ離れになっちゃう――」

　たぶん彼女も理屈で述べているわけではなかっただろう。それは子ども特有の、まるで根拠のない不安感。彼女の中ではこの玉屋が失われるということはすなわち彼とのつながりを失うということに通じているのだ。

　所しよ詮せん、幼い子どもの戯言である。たとえこの玉屋がなくなったとしても、それで彼らが二度と会えなくなるわけではない。ただの杞き憂ゆうに過ぎず、彼女の個人的な不安に付き合う必要はない。

　普通ならば、だ。

「…………」

　普通でないことに、ヘイゼルもまた女の子と同じようなことを予感していた。

　ならず者の無差別な暴力に屈し、この玉屋を放棄するということ。それはすなわち帝政列集国の侵攻に屈し、独立交易都市を放棄するということと同義なのではないか？　と。

　無論、これもまったく理屈が通っていない。ただヘイゼルが勝手にそう予感したというそれだけのこと。なのだが――ヘイゼルはそれに従った。

「銘めい無しさん」

　自分にお鉢が回ってくることは織り込み済みだったのかもしれない。彼女はさしたる反応もなく、揺らぎない眼まな差ざしをヘイゼルに向ける。

「力を貸して」

「私はまだ独立交易都市の傘下に加わっていません」

「そんなのどうでもいい。今、ここで、力を貸してほしいの」

「個人的な交渉ということでしょうか？」

「そう」

「対価は」

「オススメの甘味処を教えてあげる」

「あなたは私を嫌っているのでは？」

「うん、嫌い。でも協力してくれたらアリアさんのことはチャラにする」

　ヘイゼルは自分でも滅茶苦茶なことを言っていると自覚していた。今まで独立交易都市とは距離を置いていた彼女が、このようなやり取りで協力してくれるとはとても思えない。

　しかし自分に提示できる材料などこれくらいしかなかった。

　駄目なら駄目でもよかった。

　銘めい無しの力が借りられないのなら、この身を挺ていしてでも――

「それでは事後、オススメの甘味処とやらに私を連れて行ってください」

「…………へ？」

　とヘイゼルが呆あつ気けに取られている間に、銘無しは唱えた。

「眠りを解け。魔王を斃たおせ。風をかの地に。――――神を殺せ」

　彼女の身体からだから爆風が膨れ上がる。苛か烈れつに渦巻くそれはほどなくして小さな台風と化し、たちまちヘイゼルたちの視界を奪った。烈風の一部は鋭利な刃となり、それ自体が意志を持つかのように、ヘイゼルの手足を縛っていた縄を正確に切り裂いてくれた。

　風は唐突に霧散し、その痕こん跡せきに一振りの剣を残す。先端が鋭く尖とがり、刃が蛇のように波打った形状をし、剣身の表面には何かの尾を象かたどったと思われる意い匠しようが施された、何ど処こか神秘的な短剣――クリスナイフの魔剣。

「あ、あれでよかったの……？」

　床に逆さに突き刺さったそれを前に、ヘイゼルは思わず放心してしまった。髪は今しがたの暴風でぼさぼさになっている。

「あの人もマケンさんなんだ！」

　同じく風に吹き飛ばされて床にひっくり返っていた女の子が、素すっ頓とん狂きような声をあげた。それは何処か懐かしい人に再会したような、歓喜を含んだ声。

　ヘイゼルは慌ててクリスナイフを引き抜いた。

　――何が何だかわからないけど、とにかく！

「いっくぞおおおおおおおおお!!」





　ヒルダは目撃した。

　視界の遠い彼方にある、玉屋の天井が爆発したのを。

　そこから花火のように打ち上げられたのは、無数の火花を迸ほとばしらせる赤い光。それは見る見るうちに上空へと運ばれていき、ついには独立交易都市を覆う曇どん天てんに突き刺さり――

　そして人々が茫ぼう然ぜんと見上げる中、爆はぜた。

「――――――――!!」

　瞬間、地鳴りのような音が独立交易都市の全域に広がった。

　それは爆発音でも地震でもない。

　地鳴りにも似た――市民たちの歓声である。

　都市の上空で起こった爆発はそこに垂れ込んでいた曇天を吹き飛ばし、ひとつの穴を開けた。その穴は一種の晴れ間のように雲を貫通しており、人々が長らく拝めなかった青空を覗のぞかせてくれたのだ。

　穴は光を通し、直下の玉屋周辺一帯を眩まばゆく照らす。

　その光景は神々しくすら見え、果てはすすり泣く者まで現れた。

　無論、ヒルダにはからくりがわかっている。どうやってあの変わりモノの魔剣を説き伏せたのかは知らないが、ヘイゼルが銘めい無しの能力を用いて今の光景を出現させたのだ。ヒルダはそれがあまりに痛快に思え、笑うのを我慢することができなかった。

　足あし許もとではぎょろ目が仰向けに横たわっている。とうに威嚇の刃は退けられていたが、彼はぽかんと放心したまま動かなかった。瞬きすら拒むようにその大きな眼まなこを見開き、天空に開いた青い穴を凝視している。

　そのふたつの目が湿り気を帯びているのは、決してヒルダの見間違いではない。

「……確かに独立交易都市は遠からず人の住めない土地になるかもしれない。地震や火山、敵国――不安材料はいくらでもある。しかしたとえそうなったとしても何ら問題はないと思わないか？」

　ヒルダは輝く玉屋を眺めやりながら、何ど処こか誇らしげに告げた。

「だってワタシたちは何度でもやり直せる」
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　大陸南部に領土を持つ軍国。それを総べる最高責任者は『総席』と称され、また現在の総席はその愛くるしい見目から『少女王』という通称で国民から親しまれている。

　彼女の名はゼノビア・Ｑ・ランチェスター。

　言わずもがな多忙の身である。数多ある政務、国軍の統括、そして秘密裏に進められている『軍国への独立交易都市市民移住計画』など、優秀な家臣たちに助けられているとはいえ齢十二の少女が背負うには荷が勝ちすぎる責務に日々追われている。

　そのゼノビアだが、彼女にも年とし頃ごろの少女らしくやんちゃな一面があった。





　軍国の首都は外周を三枚の壁に囲われた、円形状の巨大城じよう塞さい都市である。最も外にある壁は籠城戦を想定した造りになっており、二枚目の壁の内側には都民の生活空間が、最後の壁の内側には国政の中枢である主城がそれぞれ設けられている。

　時は日の没み始める夕刻前。

　場所は主城の外周をぐるりと囲う分厚い城壁、その一角。

　複数ある裏口のひとつから、三つの影が抜き足差し足忍び出た。

　ひとつ目の影は、本来ならば正門から出入りするべき、やんごとない御ご仁じん――ゼノビア・Ｑ・ランチェスターである。彼女は辺りに人気がないことを確認して満足げに頷うなずいた。

「どうやら今回も首尾よく脱出することができたようだな」

「何が首尾よく、だ」

　ため息を返したのはふたつ目の人影。ゼノビアに付き添っていた従者だ。

「いつも手配させられるこちらの身にもなってくれ」

「そう言いながらいつもわがままを聞いてくれるそなたが好きだ」

「……」

「ふははは。照れるな、シャーロット」

　かんらかんらと笑うゼノビアから、従者――シャーロット・フィーロビッシャーは赤らんだ顔を背けた。

　去年までの本名はシャーロット・Ｅ・フィーロビッシャー。旧帝国ひいては現帝政列集国の皇帝の妾しよう腹ふくであり、正室らの手によって帝都を追われた少女だ。紆う余よ曲きよく折せつあってＥの名を棄てて軍国に亡命するに至り、今は縁あってゼノビア専属の世話役を務めている。

　世話役と言っても主とはほとんど姉妹のような間柄である。年齢もシャーロットがゼノビアのひとつ上とさして変わらず、何より互いの境遇がその関係を築くきっかけとなった。

　片や軍国の総席の身分を示す、“〝Ｑ”〟の名を継承する少女――ゼノビア。

　片や帝国の皇室の血統を表す、“〝Ｅ”〟の名を放棄した少女――シャーロット。

　対照的なふたりは、故ゆえにこそ相通ずるものを持っていた。

　また何の因果かゼノビアとシャーロットは外見も似通っている。瓜うり二ふたつとまでは言わないまでもブロンドの髪や体型、背丈など、全体の雰囲気がそこはかとなく似ているのだ。ふたりが肩を並べればそれこそ本当の姉妹のように見えたし、戯たわむれに互いの服装を交換すれば家臣でも見間違えてしまうことがしばしばあった。

　片やシャーロットはあたかも姉が妹を律するようにゼノビアに接し、片やゼノビアはあたかも妹が姉に甘えるようにシャーロットに懐いている。身分差を度外視した疑似姉妹を見み咎とがめる者は最初こそいたものの、少女王本人が望んだ関係でもあったので、今では彼女らの仲は家臣の間で黙認のものとなっていた。

　とはいえその姉も妹の奔放ぶりには振り回されてばかりである。

「で、今日は何ど処こに行くんだ」

「うむ、西の紡績工場の一画に新しい食堂ができたらしい。門番から聞き出した。あいつの情報には毎度世話になっている」

「総席がいつの間にそんな人脈を……」

　その最たる例がこの、ゼノビアが半ば趣味にしている“〝脱走”〟だった。

　政務の合間を見計らって城を抜け出し、お忍びで城下に赴くというものだ。軍国軍師にして少女王のお目付け役である、アーヴィー・アーヴィングから自重するよう何度も注意されていたが、懲りない彼女は暇を見つけては監視の目をかいくぐり、町娘の格好に変装して城下の繁華街を訪れるのだった。

　脱走の経路を確保するのも変装の衣装を用意するのも見張りの兵を買収するのも、すべてシャーロットの仕事である。世話役としては主の行動を諌いさめるべきなのだろうが、息抜きのためにと拝み倒されると断りきれなかった。姉は妹のお願いにめっぽう弱い。

「では馬。頼むぞ」

　ゼノビアの声に、残る三つ目の影が小さな嘶いななきを返した。城内の厩うまやから拝借してきた栗くり毛げの馬である。調教師の教育の賜物か、シャーロットが引く手綱に大人しく従っている。ふたりはそれに相乗りして城下に向かった。

　軍国の首都は職住接近を基礎とし、その城下町には住宅地帯と工業地帯が無秩序に混在している。気候の寒い地域なので煉れん瓦が造づくりの建築物がほとんどで、人々も外出時には防寒に適した格好をする。変装用に厚着をする必要があるので、ゼノビアたちには都合がよい。

　夕暮れ時が近いせいか城下町の其そ処こ彼処かしこに夕ゆう餉げの香りが漂い、四方八方からふたりの胃袋を刺激してきた。城下町の通りにはおかず売りの露店が数多く軒のきを連ねる。国営の工場から家内制の工場まで内包するこの街には職人が多く、各家庭が調理の手間を省いて作業を優先するため、自然とそうした露店が増えていったのだ。

　馬上ではシャーロットがゼノビアを抱きかかえるように彼女の後ろから腕を回して手綱を握っている。ゼノビアは世話役の腕の中で鼻孔を広げ、うっとりとした調子で言った。

「いい匂においだな、シャーロット」

「寄り道はダメだぞ。お前の食べ歩きに付き合っていたら夜が明ける」

「吾われを大食らいのように言うな。そういうことではなくてだな……夕餉の香りとは幸福の象徴だと思わないか。胃袋を満たすととても幸せな気持ちにひたれる」

「大食らいが言いそうなことだ」

　かくいうシャーロットも、内心では魅力的な香りたちに後ろ髪を引かれていたが。

　それからほどなくして目的の大衆食堂を見つけた。外に馬を停めて中に入ると、そこは新しいというだけあってなかなかに混雑している。店の奥におあつらえ向きに空いている卓があり、ゼノビアたちはその席に着いた。寄ってきた給仕にオススメのメニューを訊たずね、互いの腹具合を相談し合ってから適当に料理を数点注文。しばしの待ち時間。ようやく腰を落ち着けることができたところで――ふたりして周囲の音に耳をそばだてた。

「最近は大通りの焼き菓子チユウエツトが絶品でねぇ」

「羊毛の物価が例年より上がってきているらしい。この分だと次の冬は大変だぞ」

「あの給仕いいケツしてるな。たまんねぇ」

　聞こえるのは流行り、物資の流通、益やく体たいもない雑談。

　ふたりは――特にゼノビアは集中してこれらの会話に耳を傾けている。

　その横顔を見つめ、シャーロットは胸中で呟つぶやく。

　――相変わらず真しん摯しな人だ。

　口でこそ「息抜き」と称しているが、本当の目的はこうして市井しせいの声を取り入れ、ゆくゆくは政務に活かすことにあった。『少女王』ゼノビアが自らに課した“〝仕事”〟のひとつであり、シャーロットが脱走の手助けをしているのは彼女のそうした本意を知っているからだ。アーヴィーによる監視が緩いのも彼がそのことを薄々察しているためだろう。どうせ用心深い軍師殿のことだ、脱走を黙認しつつ本人たちには内緒で護衛をつけさせているに違いない。

　とにもかくにもゼノビアは国民の本音を調べることを習慣にしている。

　無論、国政に対する厳しい評価を耳にしてしまうことはしばしばあった。

　例えば――

「しかしこのまま独立交易都市なんかに与くみしてていいのかね。我らが軍国様は」

「どういうことだ？」

「勝算なんてあんのか、って話」

　そのやり取りは近くから聞こえてきた。

　シャーロットがそちらを横目で窺うかがうと、職人風の男が四人で卓を囲んでいる。

「相手は大陸の半分以上を掌握しちまった帝政列集国だぜ？　そんな大国と敵対してまで、たかが一都市にかかずらっていて大丈夫なのかね。俺おれは少女王がなんであの都市の肩を持つのかさっぱりわからん」

「しかし恩があるだろう。帝政列集国との白兵戦のときに、独立交易都市の騎士が手助けしてくれたとか聞くが」

「その恩に縛られて結果滅ぼされたんじゃ話にもならねえよ」

　袖そでを引かれたので視線を戻すと、ゼノビアが何やらこちらに目配せをしていた。

　行け、と促す瞳ひとみ。

　――やれやれ。今日もか。

　シャーロットは重い腰を上げ、男たちの許もとに歩み寄った。

「戦況はどう見ても明らか……んぁ？　何だお嬢ちゃん」

　そばに立ったこちらを男たちが一斉に振り返る。相手を無遠慮に値踏みするような眼まな差ざし。シャーロットはゼノビアに付き合ううち、この視線にも慣れてしまった。だから物怖じすることもなく他人の議論に割って入ることができる。

「果たして帝政列集国に寝返ることは正しい判断なんだろうか」

「あ？」

　眉まゆをひそめる大人たちに、しかしシャーロットはいささかも怯ひるまずに述べた。

「帝政列集国は旧群集列国の奴隷制度を容認し、また恐るべき人外兵器を数多く所有している……らしい。帝都では情けなくも皇帝が家臣の傀かい儡らいと化している……らしい。そのような帝政列集国に与すれば暗黒時代が待っている……かもしれない」

「馬ば鹿かを言うな」

　と吐き捨てたのは先ほど独立交易都市に荷担することに難を示していた男だ。

「いきなり何なんだお前は。あの大国に戦いを挑んで負けでもしようものなら、それこそ暗黒時代だ。ガキがわかったふうな口を――」

「だから帝政列集国に従属すると？」

「ンなことは言ってないだろうが。何なら和平を結べばいい」

「和平、か。そう上手くいくだろうか」

「あぁ？」

「かの国は何の前触れもなく不ふ遜そんに白兵戦を申し入れ、かつそれに代理契約戦争ヴアルバニルの再現の如ごとき人外兵器を投入してくるような、狂気じみた相手だ。素直に和平を受け入れるとはとても思えない」

　男は口を噤つぐみ、こちらの言葉を推おし量はかるように目をすがめている。

　シャーロットはやはり一歩も退かず、それに、と続けた。

「和平とは互いの信頼関係や利害の一致から成る。それを見誤って安易に和平にすがるのは、もはや屈服と同義だ」

　そこまで口にしてから、はたと気付いて付け足す。

「……と、私は思う」

　男たちは沈黙。

　やがてお互いに顔を見合わせ――

「お嬢ちゃんの言うことももっともかもしれんぞ」

「確かに。俺おれたちは誇り高き軍国の人間なんだ。戦わずして平伏してどうする！」

「待て待て！　その勇み足が俺は怖いんだ！」

「極論に走っちゃいけねえ。もっと冷静に大陸情勢を見て――」

　国柄なのか、軍国の民は血の気の多い人間が多い。男たちはほとんど喧けん嘩かをしているような声で侃かん々かん諤がく々がくと議論を戦わせ始めた。そしてそれは次第に周囲の客や給仕たちも巻き込んでいく。

「なあ、あんたはどう思う？」

「あたしゃ物騒なことは嫌いだよ。でも国が懸かってんなら戦わなくちゃ」

「だから女は単純で困る。そんな簡単な話じゃねえんだ」

「何さ！　さっきから和平和平って、怖気づいてるだけなんじゃないの、あんた」

「何ィッ！」

　話題は自国の行く末にまで及ぶ。ここにいる人間は誰だれも彼も他人事ではない。気が付けばひとつの卓から起こった議論は食堂中に伝でん播ぱし、ちょっとした騒動にまで発展していた。

　シャーロットはやんややんやと言い合う人々に背を向け、こっそりと元の席に戻った。

　ご苦労、と満足げな表情でゼノビアが労ってくる。

　先ほどの挑発じみた横よこ槍やりも、よくある少女王の癖くせだった。人々が何かしらの議論をしているところを見つけてはそれに割って入るのだ。お忍びで来ているゼノビアは表立って意見を述べることはできないから、日ひ頃ごろから彼女と行動を共にしているシャーロットが彼女の意見を代弁していた。

「別に言い負かすことが目的ではない。市井しせいの意志を操作するつもりもない」

　激論を繰り広げる人々を見渡しながら、ゼノビアは独白するように言う。

「ただ考えてほしいのだ。吾われらが今するべきことを、皆にも」

　そんな主の横顔を、シャーロットはじっと見つめる――見守る。

　軍国『総席』ゼノビア・Ｑ・ランチェスター。

　彼女の決定はともすれば国を傾けることさえある。小さな身体からだにはおよそ見合わぬ、想像を絶する重責。『少女王』という愛称には彼女への親しみが込められている半面、その未成熟さへの皮肉もまた一緒くたに込められている。

　――私ができることは何だろう。

　この“〝妹”〟のためにできることは。

「なぁシャーロット。それにしても料理はまだだろうか」

「これは給仕が話に夢中で忘れているパターンだな」

「違いない。……おーい！　仕事をせよ給仕！」

　少なくとも、この身を懸けて守る。

　それはもちろん恩に報いたいからというのもあったけれど、何よりもうひとりの自分の行く末を見届けたいから。ゼノビアが今歩いているのはシャーロットが選ばなかった、選べなかった道だ。それを行く彼女を――“〝もうひとりの自分”〟を守りたい。

　必ず守ると決めていた。

「む。この野菜……おいシャーロット。代わりに食べてくれ」

「断る。それは苦い。苦いものは昔から苦手なんだ」

　こういう場合は守れない。



　　　２



　今でこそ世話役という形で少女王に仕えているが、シャーロットにはシャーロットで、軍国に亡命する以前から仕えてくれる者たちがいる。

　名はそれぞれドリス、マーゴット、ペネロペ。

　正室らの手によって帝都を放逐されたシャーロットに、彼女を不ふ憫びんに思った皇帝がせめてもの味方として与えた三人の従者だ。彼女たちはフィーロビッシャー家を護衛する役割も兼ね、シャーロットがＥの名を棄ててからも変わらずに忠誠を貫き続けてくれている。亡命後はゼノビアの計らいによってドリスは軍人として、マーゴットとペネロペは侍女として軍国に雇い入れられた。

　総席の世話役であるシャーロットは一日の大半をゼノビアと過ごしているが、たまの休日には三人の従者たちと城下町を散歩することを習慣としていた。というのもシャーロットが休みの日にはたいてい三人のうちの誰だれかしらが同じく休みを得ているのだ。本人は空空しくとぼけているが、これもゼノビアが皆の都合が合うよう裏で取り計らってくれているに違いなかった。亡命を受け入れてくれたこと、職を用立ててくれたことなども含め、シャーロットたちは少女王の寛大さに感謝してもし足りない。

　とは言え、この御時勢では休み自体が稀まれだ。なので――

「しばらくぶりだな。こうして揃そろうのも」

　感慨深く言うシャーロットに応じたのは、左右からの声。

「私は同じ職場だからペネロペとよく顔を合わせますけど」

「ドリスも一緒だったらなお良かったのですが、彼女は今お仕事で独立交易都市にいますからね。せっかく久々にシャーロット様とご一緒できるのにもったいないです」

　左には蠱こ惑わくな赤い唇が特徴的な、物腰に色香の漂う女――マーゴット。

　右には毛先がきっちりと切り揃えられた椀わん型の頭髪の、童顔の女――ペネロペ。

　護衛として仕えていたころのように、ふたりはシャーロットを挟むようにして両りよう脇わきに立つ癖くせがあった。一片も変わらぬ忠誠心。主従関係が解消されてずいぶん経たつが、彼女たちはこれまでの接し方を改めるつもりはないらしかった。

　シャーロット、マーゴット、ペネロペの一行は城下町の大通りを歩いていた。こうして待ち合わせた後は互いに近況報告をしながら当て所なく街中を巡り、適当に目についた店で買い物や食事に興じるのがおおよその流れだ。いつもの顔ぶれの中にドリスだけが欠けているのは、ペネロペが今しがた述べたように現在は独立交易都市に滞在しているためである。少女王より直々に命じられた“〝都市と軍国の橋渡し”〟という重大な役割を果たすため、今いま頃ごろは忙しく奔走しているところだろう。

　日中の大通りはたくさんの人が行き交って喧けん騒そうを極めている。そのためシャーロットたちは普通に会話するにも触れるほど肩を寄せ合い、心持ち声を張らなければならなかった。

「実は未いまだに軍国の人々に馴な染じめないんですよね」

　ふと、ペネロペがそんなことを嘆息交じりにこぼした。

「元々シャーロット様に仕えていたので今のお仕事は苦にもなりませんが……軍国の皆さんは気が強いというか押しが強いというか。喧けん嘩かっ早くてちょっぴり苦手です」

「私はわかりやすくて好きだけど。ドリスがたくさんいると思えば慣れるわよ」

「それ、却って気が遠くなりそうなんですが」

　他愛なく言い合うふたりの間で、シャーロットは小さく微笑ほほえんだ。

　――相変わらず元気そうで何よりだ。

　次の春を過ぎれば亡命から一年になる。当初は果たして自分たちを軍国の人々が受け入れてくれるかと不安だったが、それは杞き憂ゆうに過ぎなかった。少女王が慕う人物を、少女王のことを信奉する人々がないがしろにするわけがなかったのだ。自分たちは暖かく迎え入れられ、こうしてそれぞれの生活をつつがなく送ることができている。

　マーゴットが訊たずねてきた。

「ゼノビア様の様子はどうです？　侍女の私たちはお姿を拝見する機会が少なくて」

「毎日忙しくしているよ。……正直、彼女がいつ体調を崩してしまわないかと心配でならない。表面上は平気な顔をしているけれど」

　話題が最近の悩みごとに及び、シャーロットは表情を曇らせた。

　ゼノビアはただでさえ山のようにある政務の合間を縫い、市井しせいの声を聞いて回っている。シャーロットも世話役として何度も無理はいけないと忠告しているのだが、頑なに聞き届けてくれようとはしない。深刻化する大陸情勢を前にして呑のん気きに過ごしている場合ではない、という彼女の言も理解できないわけではないのだが。

「せめて少しでも負担を減らしてあげたい。何かいい考えはないかな」

　うーん、と唸うなるペネロペとマーゴット。

「世話役のシャーロット様が政務の一部を肩代わりするわけにもいきませんし」

「何か贈り物をする……というのも負担を減らすのとは違うわね」

「ドリスだったら真っ先に食に走りそうですけど」

　いくつか案が挙げられたがどれもこれも的外れに思われた。ただの世話役や侍女が一国の王に対してできることと言えば、せいぜいがその身の回りの世話くらいだろう。シャーロットは肩を落とした。

　――やはり私は傍で見守ることしかないのか。

　あ、とペネロペが声をあげた。

「そういえばゼノビア様のことでシャーロット様にご相談があったんです」

「ん？　相談？」

「はい、実は――」

「もし。よろしいでしょうか」

　その声はややもすると雑踏に埋もれてしまいそうなほど控え目なものだった。シャーロットたちは知らず知らずのうちに素通りしそうになったが、再度同じ言葉をかけられてようやく気付き、立ち止まった。

　声をかけてきたのはひとりの小男だった。上背が低く、何ど処こか卑屈そうに腰を前に曲げ、おどおどとした上目遣いでシャーロットたちのほうを見ている。

　反射的にペネロペが間に入った。

「何か？」

「そ、そのう……わ、私の勘違いでしたら申し訳ないのですが」

　小男は周囲をちらちらと窺うかがってから、消え入りそうな小声で訊たずねてきた。

「もしかしてそちらの方は……しょ、少女王ではございませんか？」

　その視線は他ならぬシャーロットに向けられていた。

　シャーロットたちは一斉に目を瞬かせ、そして一斉に顔を見合わせる。

「どうして……？」

「あ、いやそれが――少女王が城下にお忍びで来られているという噂うわさがありまして。それというのも近ごろお姿を城下で目撃したという者が何人もいるのです。私は数えるほどしか御身を拝見したことがないのですが、そちらの方が私の記憶していた少女王の特徴と似ていたものでもしやと思い……畏おそれ多くも声をかけさせていただいた次第です」

　シャーロットは顔をしかめざるを得なかった。

　やはりゼノビアの“〝脱走”〟に感付く者は城下にもいたのだ。ゼノビアが国民の前に姿を見せるのはそう頻繁にあることではなく、それも人々にしてみれば祭事などの際に人垣の中から遠巻きに眺めるのがやっとだ。だから大っぴらに行動さえしなければ正体も気付かれないと踏んでいたのだが――甘かった。

　よりにもよってそれが噂として広がりつつある。小男が先ほどから声を潜めていたのにも合点が行った。少女王の存在に気付きはしたものの、さすがに彼も不特定多数の他人にそれを知らせるわけにはいかないと考えたのだろう。

　――帰ったらゼノビアにはしばらくお忍びを控えてもらうよう伝えなければ。

　本人が正体を看破されたわけではなかったのが不幸中の幸いだった。目の前の男はあくまで背丈や容姿が似ているシャーロットを少女王だと勘違いしたに過ぎない。

　シャーロットは胸を撫なで下ろしつつ、人違いを訂正するため口を開いた。

「残念ながら私は――」

「その通り。よくわかりましたわね」

　えっ!?　と仰天して背後を振り返ると、どういうつもりかマーゴットが眉み間けんに皺しわを寄せて口くち許もとを引き締め、陽気な性格の彼女にしては珍しく真面目まじめぶった面構えをしていた。両手は後ろで組んで心持ち胸を反らしてなぞいる。それは恐らく、軍師のアーヴィー・アーヴィングがよくする姿勢を参考にしているものと思われた。

「どうして――」

「やはりそうでしたか！」

　えっ!?　と視線を正面に戻すと、小男が喜色満面の笑みを浮かべていた。先ほどまでの及び腰から打って変わって勢いづき、身を乗り出してくる。

　マーゴットは芝しば居いがかった、近しい者からすると実にわざとらしい口調で続けた。

「この方は紛れもなく軍国『総席』――『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスター様にあられます。私たちはその護衛です。何か御用でしょうか？」

「はい！　折り入ってお頼み申し上げたいことがございまして」

　あろうことか小男は往来のど真ん中で、人目もはばからずにひざまずこうとしたので、シャーロットは慌ててペネロペに命じてそれを止めさせた。今までのやり取りだけでも十分に周囲から注目を受け始めている。三人は小男を連れて逃げるようにその場を後にした。

　移動中、シャーロットはペネロペに目配せして彼女を男の傍につかせ、自分はマーゴットの腕を引いて問い詰めた。

「一体全体なにを企んでいるッ？」

「考えがあるんです」と彼女はこちらに囁ささやき返し、「ここはとりあえず私に任せて、シャーロット様はゼノビア様のふりをしてください」

「ゼノビアのふりっ？」

　心底耳を疑った。少女王を騙かたるなど考え得る中でも極めつけの不敬行為だ！

　シャーロットが言葉を失っているうちに、一行は人気のない路地裏に入った。

「それでお兄さん。頼みごとっていうのは？」

　小男に向き直ったマーゴットは早くも慇いん懃ぎんな態度を捨てて素の口調に戻っている。一方ペネロペは長い付き合いから相方の思惑を察したらしく、呆あきれたような目をしていた。

「少女王に直々に嘆願する無礼をお許しください」

　男は再度シャーロットに対して頭こうべを垂たれてから、それを打ち明けた。

「悪い商売をしている連中がいて困り果てているのです――」

　近ちか頃ごろある行商人たちが首都に出没するようになった。彼らは国外から持ち込んだ玉たま鋼はがねで商売をしていたのだが、問題はその玉鋼にある。とんだ粗悪品で、それを触媒に祈き祷とう契約を行うと高い確率で異常反応が起こってしまうのだ。軍国では祈祷契約そのものがあまり普及していないため、物珍しさからそれと知らず購入する者が後を絶たず、結果異常反応による事故で怪け我がを負うということが頻発していた。

　行商人たちは移動式の屋台で都内を転々としているのでなかなか役人の目にも留まらない。狡こう猾かつな彼らは用心を重ねて粗悪品の中に正規品を混ぜているらしく、だからよしんば役人に見み咎とがめられたとしても、玉鋼というものに馴な染じみの薄い軍国の人間には両者の違いなど見分けがつかない。目の前の商品を粗悪品だと断言できるだけの知識がないのだ。

　玉鋼の異常反応による事故についても購入者が誤った使用方法をしたからだと言い張る始末。今のところ決定的な証拠が掴つかめず好き放題にやられている――男の話を要約するとそういうことらしかった。

「商店街のみんなで何度も注意しに行っているのですが、まったく反省する様子もなく……締め出そうにもそいつらは元々頻繁に商い場所を変えるので埒らちが明きません。失礼ながら役人様は軍整備に忙しいだとかであまり頼りになりませんし……。ここはなんとか少女王御自ら、あいつらを懲らしめていただけないかと思った次第であります」

「なるほど把握したわ。その話、引き受けましょう」

「正気かァーッ!?」

　顔面蒼そう白はくで絶叫したシャーロットはマーゴットの腕をがっしと掴み、彼女を路地裏の奥へと引っ張り込んだ。小男のほうに聞こえないよう、ひそひそ声で叱しつ責せきする。

「悪乗りにもほどがあるぞ！」

「悪乗りなんて滅相もない」

　マーゴットは心外だと言わんばかりに頬ほおを膨らませ、

「シャーロット様だってゼノビア様の負担を減らしたいって言ってたじゃないですか」

「それとこれと何の関係があるっ？」

「大ありです。あの人が言ってましたよね、役人はいまいち頼りにならないって。それってつまりこの首都の治安組織がちゃんと機能していないってことじゃないですか？　この問題がいつまでも放置されていたら、もしかすると軍国の人々はゼノビア様に対して不信感を募らせちゃうかもしれませんよ」

　ぐ、とシャーロットは詰まった。それは確かに一理あるけれど。

「しかしゼノビア様が多忙を極めているというのもまた事実。だからここは代わってシャーロット様があくどい商売をやってる行商人をちょちょいと追い払ってしまえば、ゼノビア様の手を煩わせることもなくなるわけですよ。誰だれも損をしません。もちろんシャーロット様の御身は私とペネロペが命を懸けてお守りいたします。その点は御安心を」

　これっぽっちも安心できない。しかしもはやマーゴットは有無を言わせなかった。

　彼女に引きずられて戻ってくるシャーロットを前に、小男は何ど処こか呆あつ気けに取られている様子だった。彼にしてみれば自国の王がいち家臣にぞんざいに扱われているように見えているのだから当然の反応だ。



    

  
    
      



    

  
    
      「あの、やはり私はでしゃばった真似を……」

「とんでもない。少女王は何より国民の声を大事になさってますから。そうですよね？　ゼノビア様」

　マーゴットはにこやかに賛同を求めてくる。

　シャーロットは助けを求めるようにペネロペを見やったが、彼女は無情にも首を横に振り、そしてなんと柔らかな微笑ほほえみを向けてきた。にこり、ではなく、にやり――まるでこの状況を心底楽しんでいるようなそれ。シャーロットは正に信じていた忠臣に背中から切り捨てられたような心地になった。

　ドリス、マーゴット、ペネロペ。

　三者は三様に性格が異なり、普段も決して仲が良いとは言いがたいが、その実、根っこには似た気性がある。共通して忠義に篤い一方、時として主よりも愉快な状況シチユエーシヨンを優先させる面があるのだ。例えばそう、ちょうど今のように。

　強張る首を捻ひねって小男に視線を戻す。彼は不安そうな目でこちらを窺うかがっている。

　シャーロットは頬ほおを引きつらせながら、震える喉のどでそれを口にした。

「よ、よきにはからえ」



　　　３



　都内の彼あ方ち此こ方ちを転々としているといっても、件くだんの行商人たちが選ぶ場所にはある程度の法則があるらしい。この日、小男が善は急げとばかりにシャーロットたちを案内したのは正門近くの路地だった。そこには荷台部分を屋台の形に改造した幌ほろ馬車があり、街に出入りする人々を商売の対象にしているようだ。

　見たところ行商人の数は三人。ひとりは御者台に座って葉巻を吹かし、残りは物珍しそうに屋台を覗のぞき込む人だかりのそばで実演販売をしていた。後者のふたりは片方が玉たま鋼はがねを手に祈き祷とう文言を唱え、もう片方がその仕組みなどを説明している。

　彼らは御者役、実演役、口上役と役割を分担しているらしい。

「独立交易都市とは違って軍国の領地は霊体濃度がさほど高くありません。なのであまり高度な祈祷契約はできませんが、それでもホラ、この通り――多少の発火ならば起こすことができます！　これさえあればわざわざ炭で火を熾おこさなくても火種が得られるというわけなのです。いかがでしょうか皆さん？」

　達者で流りゆう暢ちような口上。実演役が手にする玉鋼の表面から小さな火が弾はじけたのを見て、人々が「おお」と歓声をあげた。

「……ああやっていつも正規品の実演で客を盛り上げています。奴らの狡こすいところは粗悪品と正規品を混ぜて販売しているという点です。正規品も流通させることで後々誤魔化しが利くようにしているのです。……もっともこれはただの推測に過ぎず、奴らを糾弾できるような証拠は未いまだ掴つかめていません」

　屋台のほうを遠巻きに眺めていた小男は、つとシャーロットに向き直った。

「少女王のお手を煩わせること、大変心苦しく思います。しかし私たちが人々に警告を呼びかけるのにも限界があるのです。あいつらをこのままのさばらせておくと地元の商人たちにも被害が及びます。どうか、どうか御慈悲を」

　そして深々と頭を下げる。少女王の偽者に対して。

　彼のつむじを見下ろし、シャーロットはちくちくと痛む良心に顔をしかめた。

　――まったく気乗りがしない。

　胸のうちにあるのは善良な人間を騙だまくらかすことへの決まりの悪さと、名を騙かたるという、ゼノビアに対して不敬を働くことへの罪悪感。そしてこのことが露呈したときに必ずや下されるだろう重い罰を想像し、気が遠くなる。ひとたび事を仕出かせばきっと後戻りはできない。すなわち――今ならまだ引き返せるのだ。

　けれど、とシャーロットは歯は噛がみする。

　嫌々ながら思ってしまう。例えば城に戻ってゼノビアに直接嘆願すれば、彼女はすぐに手を回してあの行商人たちを追い払ってくれるに違いない。それはゼノビアを演じるよりもずっと確実で安全な手段だ。

　しかし果たして、たった今そこに群がっている人々は無害で済むだろうか。

　あの中の誰だれかが、シャーロットがゼノビアに嘆願している“〝間”〟に運悪く粗悪品を引き当て、それを自宅に持ち帰り、役人が行商人たちをしょっ引いている“〝間”〟に事故に遭う――ひょっとしたらそんな可能性もあり得るのではないか。

　この問題の焦点は、自分がそれを見過ごせるか否か、多少の被害はやむを得ないと割り切れるか否か、ということ。

　答えは考えるまでもない。

「……そこで待っていてくれ」

　小男に一言残し、シャーロットは屋台のほうへと歩き出した。

　――いいさ。やってやろうじゃないか。

　後先を考えれば二の足を踏む。だから今だけは考えない。

「実は最近ゼノビア様の評判があんまり芳かんばしくないんです」

　と、背後からそっと耳打ちしてきたのはペネロペである。

「ゼノビア様の政策に不信感を抱いている者がちらほら。大局は明らかに帝政列集国に向いているのに独立交易都市に荷担するのはおかしい、という批判が主城で働く私やマーゴットの耳にすら届いてくるんです。先ほどご相談したかったのはそのことです」

　次いで反対側からマーゴットが囁ささやいてくる。

「微力ながらわたしたちにも何かできないかと話し合っていて。シャーロット様の言う通りゼノビア様の名前を借りるなんて不敬も甚だしいことは承知なんですけど、悪いことばかりでもないと思うんです。ゼノビア様の名を悪用するどころかむしろ悪者を懲らしめるわけですし、幸いにもシャーロット様はゼノビア様の身内のようなものですし」

　そういうことは先に言ってくれ、とシャーロットは唇を尖とがらせた。

「私はてっきりお前たちが面白そうな状況に便乗しただけなのかと思ったぞ」

「「…………」」

「後生だから否定してくれ！」

　いまいち緊張感のないやり取りをしつつ、三人は人だかりの中に割って入る。肩を押されて迷惑そうに顔をしかめる人々に詫わびながら人垣をかき分け、屋台の正面に出た。

　突然目の前に飛び出してきたこちらに、口上を述べていた行商人は驚いたように目を瞬いた。しかしすぐに気を取り直して口角を上げる。何ど処こか作り物めいた笑顔。

「どうしましたかお嬢さん方。慌てなくても商品はたくさんありますよ」

　言われて屋台の箱を覗のぞくとそこには確かに玉たま鋼はがねが満載されている。

　失礼、と一言断ってから、シャーロットはそのひとつを手に取った。

「お、お嬢ちゃんっ？　困るよ勝手に――」

　慌てる男を無視し、手にしたそれをまじまじと観察する。掌に収まる小さな黒石。シャーロットが無作為に選んだのは楕だ円えん形けいのそれで、表面は研磨されて平べったいが触感はざらざらとしていた。他の石も大きさや形は違えど大体が似たような印象だ。

「ふむ。なるほど」

　現れるや否や有無を言わさず玉鋼の品定めを始めた少女に、行商人たちを含め周囲の人人は困惑しているようだった。皆、思わずといったように彼女の挙動を目で追い、一方マーゴットとペネロペは彼らの視線の盾になるように主の両りよう脇わきに寄り添っている。

「なるほどなるほど」

　手の中の玉鋼をためつすがめつ眺めていたシャーロットは、ひとつの結論を得た。

　――さっぱりわからん。

　思っていた通り、現物を前にしても正規品と粗悪品の違いは皆目見当がつかない。シャーロットの故郷である旧帝国でも祈き祷とう契約は一般的なものではなかったし、そもそもの話、たとえ独立交易都市の市民だろうが専門の職人でない限り両者の違いは見分けられないのではないだろうか。

　行商人たちがシャーロットの鑑定を咎とがめず今も静観しているのも、どうせわかるまいとたかをくくっているからなのかもしれない。

　――だとしたら別の切り口で攻めるしかあるまい。

　腹を決め、シャーロットは手近にいた行商人を振り返った。先ほどまで実演販売の口上を述べていた男。彼は訝いぶかるような目でこちらを窺うかがっていたが、慌てて作り笑顔に戻った。

「何か気になることでもあったかい、お嬢ちゃん」

「いくつか訊たずねたいことがある。お前たちは何ど処この出身だ」

「？　そりゃもちろん独立交易都市だが」

「では都市の何処で、どのようにしてこの玉たま鋼はがねを仕入れた」

　わずかな沈黙を挟んでから――行商人たちの目に剣けん呑のんな光が宿った。

「おいおい、どうも穏やかじゃないな。何か疑ってるのかい」

「ああ」

　シャーロットは頷うなずき、あっさりと言ってのけた。

「私はこれらが盗品だと疑っている」

　人々がざわめいた。隣り合う者同士で顔を見合わせて囁ささやき交わす。

　行商人の男はしかめ面でシャーロットを睨ねめつけた。

「商売の邪魔がしたいだけなら帰ってくれないか。悪戯にもほどがある」

「否定しないのか？　盗品だということを」

「いちいち否定する必要があるか！　何を根拠にほざいているのか知らないが――」

「私は独立交易都市との関係書類をおおよそそらんじている」

　できるだけこの場にいる一同に届くよう、シャーロットは声を張る。

「まだ公表していないが、今後主たる交易品となる玉鋼の輸入、祈き祷とう契約の技術提供についても現在協議の段階だ。訊きくが、その交易が本格化する以前の玉鋼がどうして軍国の首都で売られているのだろうか？　祈祷契約はまだ軍国に浸透しておらず、せいぜい個々人が趣味程度に持ち込むくらいだ。これだけの量を持ち込み、かつ販売をしようとするなら国の認可が必要なはず。お前たちはそれを得たか？　いいや答えなくていい。答えずともお前たちがそれを得ていないことは私が把握している。そして昨今の独立交易都市が多量の玉鋼を外に輸出できるほど余裕がないことも理解している。先ほどは『疑っている』と口にしたが訂正しよう。私はここにある玉鋼が盗品であると確信している」

　矢継ぎ早に繰り出される言葉に、周囲の人々は一様に目を丸くしていた。

　シャーロットは何ひとつ嘘うそをついていない。日ひ頃ごろから世話役として昼夜を問わずゼノビアのそばにつき、また彼女と頻繁に国政について語らっているのだ。ゼノビアの執り行う政務の内容は本人と同程度把握している。だから玉鋼の違いを見破るなどという、まどろっこしいことをする必要はない。今まで役人が行商人たちを引っ立てなかったのは、玉鋼に関連した取り決めがまだ広く知らされていなかったためだろう。

　それに――シャーロットが真の意味で嘘をつくのはこれからだ。

「っが、餓が鬼きがわかったふうな口を利くな！　出で鱈たら目めを言いやがって、俺おれたちは正式に国の許可を得て店を構えている！　疑うなら上に確かめてみろ！」

「その間に姿をくらませる心積もりだろう？　確認など不要。そして――お前は語るに落ちた。私は許可を出した覚えはない」

「はぁ？　なんでテメエの許可が――」

　言いかけて、男は口を噤つぐんだ。その目が見る見るうちに見開かれていく。

　そのとき彼の脳裏をよぎったのは、噂うわさに伝え聞いていた軍国総席の容姿に違いない。

「まさか、嘘うそだろう……？」

　――もう引き返せないぞ。

　だがこの場にいる人々のほとんどを信じ込ませなければ、今の糾弾に効果は生まれない。躊ちゆう躇ちよはほんの一瞬。シャーロットは意識して胸を張りながら宣言した。

「いかにも私は『総席』こと『少女王』――ゼノビア・Ｑ・ランチェスターだ」

　どよめきはさざ波のように広がった。

「あの噂は本当だったのかっ？」

「確かに見た目とか背丈とかはそれらしいけど……」

「お、俺おれ、わかる奴を呼んでくる！」

　マーゴットが小声で囁ささやいてくる。

「騒ぎが大きくなる前に終わらせちゃったほうがいいですね」

　無言で頷うなずくシャーロットだが、背中や腋わきはだらだら汗を流し、頭の中はぐるぐる渦巻いていた。

　――ばれたら終わる。ばれたら終わる。ばれたら終わる。

　旗色が悪くなったのを感じ取ったのか、行商人たちのほうも顔を赤くしたり青くしたりと忙しい。御者役の男は葉巻の煙に自分でむせ、実演役の男は動揺のあまり玉たま鋼はがねをぽろぽろと取り落とし、口上役の男は言葉もなく茫ぼう然ぜんとしている。

　シャーロットは内心の思いをおくびにも出さず、彼らに言った。

「お前たちが犯した罪の最たるは粗悪品を売りさばき、国民に怪け我がを負わせたこと」

　目め尻じりを吊つり上げ、ぎらりと睨にらみを利かせる。精一杯の虚勢。

「重いぞ。この罪」

　行商人たちは「ひいぃっ」と悲鳴をあげて屋台にしがみつく。

　いや待て！　と口上役が反はん駁ばくしてきた。

「いっ、一国の王がそんな格好でこんなところを出歩いているわけがない！」

　同意を求めるように周囲を見回した彼は、しかし直後に迷子のような顔になった。

　人々は何とも言えない――是とも否とも言いがたい表情をしていたからだ。

　誰だれも彼も確信が持てないのだ。首都に住む国民とて、普段は主城の奥にいるゼノビアの容よう貌ぼうを正確に知っているわけではない。人前に出る行事においても遠巻きに眺めるのがせいぜいだ。だから馴な染じみの薄い玉たま鋼はがねの違いを見分けられないように、少女王に似た目の前の少女を別人だと言い切ることができない。

　何より彼らは、ある噂うわさのせいで先入観を持っている。

『最近、少女王はお忍びで城下を訪れているらしい』

　その彼女がたまたま悪事を見つけ、成敗せんと名乗りを上げた――さほど的外れとも思えない想像である。ゼノビアの人柄が高潔なことで知られていたからこそ、それは説得力があり、また真実味のあるものだった。

「そういえばこの前、同じ顔を食堂で見たような……」

「それなら私も覚えてる！　やっぱりあれもお忍びだったのよッ」

　――ばれたら終わる！　ばれたら終わる！

　こちらの顔色を見て、ペネロペが不安そうに訊きいてきた。

「だ、大丈夫ですか？」

「むろんだ。しんぱいない」

「声が虚ろ！」

　とにもかくにも人々が偽者シヤーロツトを本物ゼノビアだと信じ始めている今が好機。

　シャーロットは咳せき払ばらいをひとつ入れ、震える背筋を正した。

「さて。私は穏便に自首を勧めるが」

　にわかに緊張が走った。シャーロットたちを囲む輪が固かた唾ずを飲んだように静まり返る。

　行商人たちの瞳ひとみに敵意がかすめたのを、シャーロットは見逃さなかった。

　ため息をついた口上役は「仕方ない」と言いつつ左手を挙げる。

「わかったよ。大人しくお縄につ――」

　シャーロットの両りよう脇わきを風が奔った。

　実演役が祈祷文言を唱え終わるより早く、マーゴットの手刀が彼の喉のどを一時的に潰つぶす。

　御者役が馬の尻に鞭を打つより早く、ペネロペの回まわし蹴げりが彼を御者台から叩たたき落とす。

　口上役の合図によってこっそり動き出していた行商人のふたりを、マーゴットとペネロペはそれぞれ流れるような身のこなしと素早さで地べたに組み伏せた。

「あなたたちみたいな手合いが素直に自首するわけがないでしょ」

「手荒い真似で申し訳ありませんが自業自得ですよ」

　電光石火の所業――元はシャーロットの護衛を務めていたふたりである、これくらいの格闘はお手の物だった。捕り物劇を目まの当あたりにした野次馬たちは一息遅れてわっと沸わく。

　口上役は片手を挙げたまま呆ほうけていた。

　さて、とシャーロットはその間抜け面に繰り返した。

「私は穏便に自首を勧めるが」

　結局――

　口上役は左の挙手に右を加え、降参の意を表すに至った。
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　事が済んでしまえば長居する道理はない。縛り上げた行商人たちはそこらにいた人に任せ、シャーロットたちは小男の礼を聞くのもそこそこにその場を後にした。

　……つもりだったが、そうは問屋が卸さなかった。

「少女王！　どうか私めの願いも聞き届けていただけませんか!?」

　捕り物の現場から十数歩も行かぬうちに、徒ならぬ勢いでシャーロットたちを引き留めたのはひとりの若い婦人。彼女があまりに切迫した様子で――鼻息荒く詰め寄ってきたものだから、シャーロットはついつい応じてしまった。

「ど、どうした。申してみ――」

「ああっ、ありがとうございます！　では！　失礼いたします！」

　と言うが早いか手を取られ、

「えっ」

「御足労願います！」

「えっ!?」

　思いも寄らぬ腕力であれよあれよという間に引きずられていく。

「え。ちょっと、シャ――ゼノビア様!?」

　マーゴットとペネロペが慌てて後を追った。





　気が付けば――

　シャーロットはとある食堂の一席に座らされていた。

「……あれ？」

　小首を傾げてから、ぎこちなく見回す。

　シャーロットが着いた卓の周りには垣根のようなギャラリーができていた。捕り物の現場から物見遊山的についてきた人々と、噂うわさを聞きつけて何ど処こからともなく集まったらしい野次馬たちだ。揃そろいも揃って興味津々といった面持ちでこちらを窺うかがっている。

「え……？」

　無遠慮な視線たちから逃れるように、正面に向き直った。

　卓を挟んだ向こう側には一組の母娘おやこがいた。

　見たところ娘はシャーロットよりも年下だろう。こちらとはちょうど対面の席で何やらへそを曲げたように唇を尖とがらせている。一方の母親――自分たちをこの食堂に導いた張本人――はその娘の横から身を乗り出していた。

「少女王！　どうか御慈悲を！」

「いや……ええぇ？」

　先ほどからシャーロットは片かた頬ほおを引きつらせるばかりだった。

　――終わったはずだ。

　ゼノビアのふりは先ほどの捕り物でひと段落したはずではなかったのか。それが今やどうして見知らぬ母娘と向かい合わせに座らせられ、またしてもその様子を衆目にさらされなければならないのか。状況に理解が、いや感情がまったく追いつかない。

「えっと……」

　すぐそばに立つ従者たちに視線で問いかける。

　マーゴットが悪びれもせずに言った。

「いやぁ、逃げ遅れちゃいました」

　でも、とペネロペが小声で付け加える。

「幸いにも正体は疑われていません。ここは手早くこちらのお母さんのお願いに応えて、この場をお暇いとましましょう。……ふふ」

「たいして難しい内容でもないですし、ぱぱっと終わらせて。くふふ」

「うふふふ。ささっと」

　言いつつ、忍び笑いを隠そうともしない。ふたりは全部わかった上で軽口を叩たたいているのだ。その“〝お母さんのお願い”〟こそが何よりの問題なのだということを。

　つと、シャーロットは横目でそちらを窺うかがった。卓の中央に、今までずっと意図的に視界に入れないようにしていたブツがある。一枚の平たい皿――盛られているのは何の変哲もない、ほどよく具のとろけた野菜スープだ。

　スープは空腹でなくても食欲をそそられそうな、独特の香りを漂わせていた。しかしシャーロットにとってはその限りでなく、それどころか天敵にも等しい代物である。顔を背けていても頬でその気配を意識させられてしまう。

　母娘に向き直り、無駄とは思いつつも――時間稼ぎにしかならないだろう――乞こうた。

「も、もう一度主旨を説明してくれないか。繰り返しになってしまうが」

　頷うなずいた母親は卓上の皿を指し示しながら、

「わたくしたちは生まれも育ちも軍国ですが、曾そう祖そ母ぼについては旧帝国の出身でして。このスープはその曾祖母が伝え教えてくれた旧帝国の古い郷土料理なのです。苦みがあり癖くせも強いですが健康によく、わたくしたちの家庭では昔から食してきたもので……。少女王には馴な染じみが薄い料理だと思います」

　とんでもない。馴染みが薄いどころか因縁の相手だ。

「ところがわたくしの娘がこれを大変に嫌っておりまして。何度言い聞かせても一向に口にしてくれないのです」

　娘のほうを見やると、彼女は頬ほおをぷっくりと膨らませていた。

　だって、と小さな唇からぼそぼそとこもった声をこぼす。

「にがいし。まずいし」

「と、いつもこの調子で手を焼いておりまして……」

「にんげんのたべるものじゃないし」

　――ああ、心の底から同意したい。

　もちろんシャーロットはこの料理を知っていた。臭みのある羊肉で出だ汁しを取り、具材にも苦味の強い野菜をふんだんに用いている――食を楽しむことよりも栄養面を追求した料理。今しがた母親が述べたように、これは旧帝国で見られる一般的な家庭料理であり、例にもれずフィーロビッシャー家でも作られていたものだ。

　そしてもはや言うまでもないだろうが、シャーロットはこの料理が大の苦手だった。それこそ“〝にんげんがたべるもの”〟ではないと思っている。

　幸いにして軍国に移り住んでからは食するどころか目に触れる機会すらなかった。当然のことだろう。普段の食事はもっぱらゼノビアと共にしていたし、首都内の大衆食堂でもこの料理を出すところはなかったのだから。

「食堂の娘が好き嫌いなんて情けない」

　母親の小言に、娘はさらに唇を尖とがらせる。どうやらこの食堂は彼女らの店らしい。言われてみれば店内には何ど処こか懐かしさを思わせる、嗅かぎ慣れた匂においが漂っていた。恐らく扱っているメニューの中に旧帝国風の料理が多いのだろう。

　――ひょ、ひょっとしてこのスープもメニューのひとつなんだろうか？

「そこでお願い申し上げたいのです！」

　ずい、と母親の婦人が迫ってきた。

「『少女王』の名が表す通り、ゼノビア様は幼い御歳にして一国をまとめ上げる立派なお方です。そんなゼノビア様に目の前でこのスープを食べていただければ――模範となっていただければ、きっとわたくしの娘も好き嫌いを克服できると思うのです」

「か、考え方がいささか安易ではないだろうか。仮に私がこのスープを食したところで他人の好き嫌いがどうにかなるわけが……」

　同意を求めるように再度娘のほうを見やる。

　彼女は子どもらしからぬ陰気な声で呟つぶやいた。

「かんがえないこともないし」

　この娘、さては敵国の回し者か。

　シャーロットは絶望的な思いで卓上の皿に視線を戻した。スープを視界に入れた途端、その味の記憶がにじみ出るように口の中に広がる。香りを嗅いでいるだけで眩暈めまいがする。

　金縛りにあったように動けなくなったこちらに、母親が訝いぶかしげに訊たずねてきた。

「まさか少女王はこのスープをご存じで……？」

「ッ、い、いやッ、そういうわけでは――」

　まずい。このままでは正体を疑われてしまう。

　と、そこで左右からの耳打ち。

「シャーロット様、こらえてくださいね」

「一国の王が食わず嫌いなんて威厳を損ねること甚だしいですよ」

　マーゴットたちに忠告されずとも重々承知している。極端な話、権力者がその幼稚さを露呈するということは、周囲に不信感を生む一因にもなり得る。相手が味方にせよ敵にせよ、みだりに隙すきは見せるものではない。

　――でもこれだけは言っておきたい。

　本当は自分よりもゼノビアのほうがよっぽど好き嫌いは多いのだ！

「あ、あの……ご迷惑でしたら断っていただいても」

　母親はようやくこちらの顔色に気付いてくれたようだが、すでに手遅れだ。この衆人環視の中でとんずらをしようものならばゼノビアの評判はがた落ちである。もはや一歩たりとも退くことはできない。そう、ここでの行動がゼノビアひいては軍国の明日を左右する。

　すなわち――やるしかないのだ、シャーロット・フィーロビッシャー！

「ままよ――ッ！」

　叫びつつ左手で皿を確保。

　右手は流れるようにスプーンを掴つかんでスープの中に挿入。

　すくい上げたのは小さな海。

　スプーンごと頬ほお張ばるように、それを一息に口内に放り込み――

　瞬間、シャーロットは目を見張った。

　――これは!?

　まず真っ先に得た感想は“〝記憶と違う”〟ということだった。舌先に雷撃のような痺しびれを感じるや否や濃厚な風味が鼻の穴を突き抜け、同時に形容しがたい苦味が口内を蹂じゆう躙りん。粘性が強くどろりとした液体スープは喉のどにへばりついてなかなか嚥えん下かしきれず、完全に胃に落ちるまでの時間は永遠に等しく感じられる。全身の毛穴がひとつ残らず開いて大量の汗を噴き出し、この時点でシャーロットはあえなく意識を手放した。

　つまるところ――

「しょ、少女王ッ!?　どうなされたのですか!?」

　記憶よりも遥はるかに不ま味ずかった。

「少女王！　少女王ーっ!!」

　シャーロットは母親の悲鳴じみた声に呼び起こされた。

　意識が断絶していた間に垂れたのだろう涎を拭ぬぐいながら、暗く笑う。

「ふふ、ふふふふ……あまりの美う味まさに忘我してしまったぞ」

「えっ!?　でっ、でもものすごい形相で白目剥むいてましたよ!?」

「気のせいだろう」

「猛烈に痙けい攣れんしてらっしゃいました！」

「眼医者を勧める」

　シャーロットにはどうして彼女がそこまで取り乱しているのかわからなかった。どうやらスープを呑のみ込んだときに少々見苦しい姿を見せてしまったようだが――心なしかギャラリーも引いているような気がする――、そんなことよりも今はこの苦境を乗り越えられたことによる達成感で胃がごろごろ、もとい胸がいっぱいだった。

　後は娘がこのスープを食べられるようになれば目的は達成されるが、その前に母親には少し苦言を呈さねばなるまい。第二第三の犠牲者を出さないために。

「ひとつ、言わせてくれ」

「は、はい」

「あなたが娘のことを思いやってこのようなことを頼んできたことはわかる。しかしだからといって嫌がる者に無理に食べさせても根本的な解決には至らない。嫌いなものをよけいに嫌ってしまうだけだ。時間をかけて少しずつ苦手意識を減らしていくのがいいと私は思うぞ」

「おっしゃる通りです……よく、身に染みて、わかりました……ああ、わたくしは少女王にとんだ不敬を働いてしまった……」

　母親は存外に素直に聞き入れ、深くうなだれた。ひどく落ち込んで反省した様子。なんだか釈然としないがこちらの至言に胸を打たれたのだろう。そういうことにしておこう。

「……あの、やはり少女王はこの料理をご存じなのでは……？」

「はは、まさか」

　乾いた声で苦笑交じりに否定する自分の後ろで、マーゴットとペネロペが互いの口を手で押さえ合って必死に笑いをこらえているのはさておき。

「そういうわけで好き嫌いはおいおい克服していけば――」

　シャーロットは娘のほうを振り返り、はたと気付いた。

　先ほどまで対面の席に座っていたはずの娘が忽こつ然ぜんとその姿を消していたのだ。

　見回してすぐ、見つけた。彼女は母親の脚にしがみつき、かたかたと小刻みに震えていた。顔色はひどく青ざめ、先ほどまでの飄々とした態度は欠片かけらも残っていない。

　どうした？　と声をかけると、娘は「ひぃっ」と悲鳴をあげた。

「あ、あれをたべると、おまえみたいになるのか」

「へ」

「あんなふうに――はっきょーするのか!?」

「は、発狂ッ？」

　予想だにしなかった言葉にシャーロットは困惑した。言うに事欠いて“〝発狂”〟とはいささか大仰なのではないか。先ほどの母親の言葉を借りれば、自分はただ単に『ものすごい形相で白目を剥むいて猛烈に痙けい攣れんしていた』にすぎないはずだ。……すぎないよな？

「やっぱりにんげんのたべるものじゃなかったし！」

　あ、とこちらが弁解する間もなく、娘は脱だつ兎との如ごとく食堂の奥に引っ込んでいった。母親が慌ててその後を追うのをシャーロットは呆ぼう然ぜんと見送る。

「……どうやら」

　ぽん、と肩に手を置かれた。振り向くとマーゴットの顔。

「……残念ですが」

　そっ、と今度は逆の肩に手を添えられた。また振り向くとペネロペの顔。

　ふたりは憐あわれみに満ちた目をしている。

「傷口に塩を塗り込んだというか」

「前より苦手にさせちゃったみたいですね」

「返せ！　私の犠牲！」

　金輪際、あの野菜スープは口にするものか。

　シャーロットは涙ながらに心に誓った。
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　自然の流れというべきか、案の定というべきか。

　食堂に連れ込まれた辺りから薄々察していたというか、半ば諦あきらめていたというか。

　その後もシャーロットたちの許もとには引っ切りなしに人が押しかけた。

　それと言うのも――

『少女王が下々の悩みを聞いてくださるらしい』

　当事者の与あずかり知らないところでそんな噂うわさがまことしやかに広がっているらしく、それを聞きつけた人々が何ど処こからともなく、次から次へとやって来るのだ。その数はあれよあれよという間に増えていき、果ては順番待ちの行列を作るまでに至った。

「押すなよ。早い者勝ちだぞ」

「しかしさすが少女王だ。見直したよ」

「ああ、俺おれたちの悩みを解決してくれるなんて太っ腹だぜ」

「「「……………」」」

　押し合いへし合いしながらも行儀よく列を作る人々を前に、シャーロットたちはいよいよ後に引けなくなったことを知った。





　寄せられた“〝悩みごと”〟は多岐に亘わたる。

　例えば――

「私は小さな劇団の団長をやっております。今日もこれから公演があるのですが、今朝方に役者が病気で倒れてしまいまして……大急ぎで代役を探しているところなのです」

「待て待て待て！　まさかその代役とやらに私を――」

「はい！　是非少女王に演じていただけないかと！」

「どうかしてるぞ!?　素人しろうとをいきなり舞台に立たせようなんて無謀の極みだ！」

「それが大丈夫なんです！　脚本は畏おそれ多くも少女王のご活躍を題材にしたものでして、演じていただきたいのはその『少女王』役なのです！　ですから本番も普段通りに振る舞っていただければ問題ありません！」

「あるだろう!?」

「あったとしても利のほうが勝っているのです！　私どもの劇団は小さく、経営も芳かんばしくありません。しかし少女王に出演していただければ確実に話題になります。お客さんが集まってくれます。……決してッ、決して褒ほめられた手段ではないということは重々承知しております！　しかしひとつのきっかけになってくれれば――人々に我らが劇団のことを知ってもらう機会になってくれればそれでいいのです！　出演と言ってもほんの少しの時間で構いません、どうか、どうか御慈悲をいただけないでしょうかっ？」

「…………」

「お願いいたしますッ!!」

「…………条件がある」

「！　はっ、はい」

「今日の公演に限っては客から金を取らないこと。そして後日、同じ脚本と正規の役者で再演すること。私は必ずそれを観に行く。だからそのときあなたたちの本来の、本当の実力を見せてくれ。以上が条件だ」

「――ええ！　望むところです！」

　支度は大急ぎで進められた。小ぢんまりとした劇場の楽屋でシャーロットは眉み間けんに皺しわ寄せて脚本とにらめっこ。同時進行で『少女王』役の衣装合わせと化粧が行われる――四方八方から伸びてくる手が見る見るうちにシャーロットの容姿を華やかに変えていった。

　その傍かたわらでは他人事のようにくつろいでいるマーゴットとペネロペ。いい加減鬱うつ憤ぷんがたまっていたシャーロットは彼女らの出演も劇団の団長に打診。団長は快諾し、呆ぼう然ぜんとする本人たちをよそに、友情出演として『少女王の配下たち』役が脚本に追加された。

　一方、劇団側がわざわざ宣伝するまでもなく、“〝少女王が舞台に出る”〟という情報は人づてに広がっていた。情報の伝でん播ぱは異常なほど早く、シャーロットと他二名が悪戦苦闘しながら脚本を読み込んでいる間にも長蛇の列ができ、それは誰だれの目から見ても劇場が収容できる人数を超えていた。本来は昼と晩の一日二回を予定していた公演を、代役を立てた今回は日中の一回のみに変更されたが、それによる影響も皆無に等しかった。

　団長はこの状況を見て急きゆう遽きよ予定を変更。劇団員総出で劇場内から美術セットや小道具などを運び出し、屋外の空き地に簡易的な舞台を設営し始めたのだ。急場凌しのぎではあるができるだけ多くの人々に観てもらうためだった。しかしそれでも限界はある。あぶれた客の中には周囲の建物の上によじ登る者までおり、劇団員は公演開始のぎりぎりまで会場整理に追われた。

　準備だけでもひと騒動ではあったが――かくして舞台は幕を切って落とされる。

　結論を言えば、盛況のうちに終了した。

　ただし予定とは違う形で、だ。

「わた、吾われの名は、ぜの、ゼノビア・Ｑ・ランチェスター――」

「その命運を決する会議にわた、吾が参加せじゅして――」

「軍国の誇りを、わた、吾が今とりもどおおおお!?」

　シャーロットはとにかく台詞せりふを間違え、舌を噛かみ、舞台上のセットにけつまずいた。演技どころか発声練習すらまともにしたことがない素人しろうとなのだからやむを得なかったが、それにしても上手く演じられない。そんなこちらに向けられるのは生暖かい視線――劇団員は元より、詳しい事情を知らないはずの客までもが心配そうな、もどかしそうな目をしていた。例えるならば歩き始めたばかりの赤子を見守るような空気。

　シャーロットは段々、恥ずかしさを通り越していっそ自棄になっていった。

　だから幕間で舞台袖そでに引っ込んだとき、団長に告げた。

「駄目だ団長。悪いが先ほどの条件に追加する」

「えっ？」

「私の好きにやらせてもらう。脚本家には謝っておいてくれ」

　そうして舞台に戻るや否や――脚本を片手に芝しば居いを再開した。

　――素人が下へ手たに巧くやろうとしたのがいけなかったんだ。

　素人はしょせん素人。背伸びして本物の役者と張り合っても敵かないはしない。

　だからせめて己にできることをしよう。

　――私はあえて“〝道化”〟を演じよう。

　これにマーゴットとペネロペが真っ先に便乗した。客や劇団の人間が一様に目を丸くしているのも構わず、三人は舞台上で堂々と脚本を広げたのである。

　それからはシャーロットたちの独壇場だった。

「少女王は本当に可愛かわいらしいお方ですね！」

「…………世辞はよせ、マーゴット……てれるぞ……ふはは……」

「……なんて暗い少女王なの……」

　本来はおどけて笑いを狙ねらうようなシーンではことさらにシリアスを装って演じ、反対に、涙を誘うような情緒的なシーンでは意図的に台詞せりふを棒読みすることで涙よりもむしろ奇妙なおかしさを誘う――といったように脚本の内容とは正反対の、ちぐはぐな演技をするようにしたのだ。

「死ぬのか、ペネロペ」

「はい。少女王を守って死ねるのですから……本望です」

「そうか。おまえをうしなうのは、たぶん、ざんねんだ」

「ちゃんと残念そうに言ってください」

　初めは戸惑っていた客も次第に慣れてきたというか途中から趣旨を理解したらしい。少女王の活躍を題材にした胸打つ物語のはずが、蓋ふたを開けてみればほとんどの客が思わず噴き出すような喜劇と化していた。それをしているのがよりにもよって少女王本人――と思われているシャーロット――であること、劇団の役者たちがシャーロットたちの“〝演技”〟に合わせ、打ち合わせにはなかったようなアドリブをいくつも入れてくれたことなどもその要因だろう。

　こうして舞台は好評のうちに閉幕し、アンコールの声が響き渡る中――

　舞台裏でへばっているシャーロットたちのところに、団長が笑顔で駆け寄ってきた。

「お疲れ様です！　本当にありがとうございました――このご恩は忘れません！」

「わ、私たちにできることはやったからな……」

「はいッ、お約束通り今度はお客様としてお越しください！　私どもの脚本家も今日の公演を見て『もっともっと面白い脚本に直すぞ！』と燃えておりますので！」

「ああ、そう……」

　まともに話す気力もなく、シャーロットはがっくりとうなだれた。





　その後も頼みごとをしてくる者は後を絶たず、シャーロットたちは彼あ方ち此こ方ちを駆けずり回らなければいけなかった。

　職人たちの縄張り争いの仲裁に駆り出されたり、潰つぶれかけの小物屋の主人と膝ひざを突き合わせて再起のための案を出し合ったり、孤児の集まる家に訪問して子どもたちの遊び相手になったり……。

　本当に少女王を敬っているのかと疑いたくなるほど人使いが荒い。それでも頼ってくる人々を無下にはできず、以後も人助けに奔走した。

　気が付けば時刻は夕暮れ時。

「「「もう無理！」」」

　とうの昔に体力の限界を超えていた三人は逃げるように一軒の甘味処に飛び込んだ。

　倒れるように店内の席に着き、一斉に腹の奥底から深いため息をついた――

　そのときだ。

「――――オイ偽者！」
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　あまりに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたせいか、その声は耳を素通りした。

　卓の上に突っ伏したままぴくりとも動かないシャーロットたちに、声の主は苛いら立だたしげに繰り返す。

「無視するな、偽者め！」

　ニセモノ？　泥を詰めたように重いシャーロットの頭にその単語が紛れ込む。緩慢な思考力では意味を理解するのに少し時間が要った。

　ニセモノ――にせもの――

「……偽者!?」

　シャーロットたちが弾はじかれたように顔を上げると、すぐそばにひとりの少年が立っていた。日に焼けた小麦色の肌に利発そうな顔立ち。眉まゆを逆立て、何やら怒ったようにこちらを睨ねめつけていた。

　ペネロペが恐る恐る彼に訊たずねる。

「い、今なんと……？」

「そこの女は偽者だ、って言ったんだ」

　どうして、とマーゴット。

「見たまんまじゃんか。オレは他のヤツと違ってゼノビア様の顔をちゃんと覚えてる。コイツはゼノビア様じゃない。オレは絶対に騙だまされないぞ」

　よほど腹に据えかねているのか、少年はこちらを指差しながら早口にまくし立てる。

「ゼノビア様が城下に来てるっていうから見に来たのに。オマエラどういうつもりだ!?」

　目を瞬いていたシャーロットはつとマーゴットやペネロペと顔を見合わせ――

　嘆息した。

　――潮時か。

　人助けに奔走する中、ひとつ、三人で話し合って決めていたことがあった。

　正体を見破る者がひとりでも現れたら素直に認めよう、と。

　目の前の少年は『絶対に騙されない』と口にしたが、それでもやはりこちらが本気で嘘うそをつき通そうとすれば誤魔化すことはできるのかもしれない。主城で日常を過ごし、かつ普段からゼノビア本人と接している自分たちなのだ。何を訊きかれてもいくらでもそれらしいことは言える。そうした手段も使える、と考えないわけでもなかった。

　が、それは駄目だ、とも直感していた。

　多少の遊び心はあったものの、実際は善意から始まった嘘うそ。しかしかといって名を偽ることが罪であることに変わりはない。しかもその対象がこの国の王なのだからより罪は重い。それを糾弾する者がいれば、シャーロットたちは甘んじて受ける心積もりだった。

　故ゆえにシャーロットは軽く深呼吸をしてから、敵意を剥むき出しにする少年に打ち明ける。

「うん。私は少女王ではない」

　声は思いのほか響いた。夕刻だったので甘味処にはあまり客がおらず、それが却って少年との会話を目立たせたのだ。少年の偽者発言から何事かと振り返っていた人々がざわつき始める。

　存外にあっさり認められたので、意気込んでいた少年は拍子抜けしてしまったらしい。咄とつ嗟さに二の句が継げないでいる彼に、シャーロットは苦笑して訊たずねる。

「これだけ教えてほしい。どうしてわかった？」

「え。いや、だから……たまたま顔を覚えてて……」

「しかし他の者は見破れなかった。何か特別な理由があるのでは？」

　すると少年の顔がわずかに赤らんだ。

　それを見たマーゴットがぴんと来たように、

「ひょっとしてゼノビア様が好きだからとか？」

「ばッ……！」

　図星らしく、少年の顔面はさらに紅潮した。

「やっぱりそうなんだぁ！」

「きっと一ひと目め惚ぼれですよ！」

「青春だな少年」

　姦かしましく騒ぎ立てるこちらに、少年は照れ隠しのように怒ど鳴なった。

「と、とにかくッ、オマエラの犯した罪はでかいんだぞ！」



「――――その通りだ」



　まったくの不意打ちだった。

　甘味処にいた全員が振り返る中、“〝彼女”〟は軍服の従者を伴って入り口をくぐる。ドレスの裾を翻し、一同の唖あ然ぜんとした視線を受けながらシャーロットたちの許もとへと歩み寄ってきた。その頭には小さな王冠。

　いつの間にやら甘味処の外が騒がしい。それはそうだろう。

“〝彼女”〟が正装で城下を歩けばどうなるかは自明だ。

　凍りついていた時間を叩たたき壊すように、少年が素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「ゼ、ゼゼゼゼゼノビア様!?　ホンモノ!?」

「いかにも吾われは本物のゼノビア・Ｑ・ランチェスターだ」

“〝彼女”〟――『少女王』が頷うなずくと、彼は舞い上がったのか硬直してしまった。

　ゼノビアはシャーロットに目を戻す。表情はない。言葉を用いず、ただ凝視してくる。

　シャーロットもまた無言で、彼女をひたと見つめた。表に出して取り乱したりはしなかったものの内心は心臓が爆発しそうだった。背後ではマーゴットとペネロペがあわあわと手を取り合っている。

　しばしの沈黙を経て、ゼノビアは口を開いた。

「派手に動き回ったらしいな。おかげで『少女王が都内を歩き回っている』という噂うわさが主城にいる吾のところまで届いてきたぞ。あまりに不可解な噂だな？　だから事の真偽を確かめるため、アーヴィーの許可を得て来た」

「……」

「おおよそ事態は把握している。さてシャーロット。吾の名を騙かたることの罪深さ、わかってやったのか」

「……」

「“〝どうせ赦してもらえる”〟――そういう思いがまったくなかったと言えるか？」

「……言えない」

「罰を受ける覚悟は」

「ある」

「よろしい。では罰を与えよう」

「シャーロット様を唆したのは私たちです！」

　と、背後からマーゴットとペネロペがかばうようにシャーロットの前に立った。

「罰するならば私たちを！」

「お願いしますッ！」

　シャーロットは胸に熱いものが込み上げるのを抑えられなかった。

　だからこそ、彼女らを見捨てるわけにはいかない。

「ゼノビア、実行したのは私だ。だからふたりは――」

「残念ながら三人とも同罪だ。罰は等しく下す」

　ゼノビアは抑揚のない声音で冷静に告げる。

　生なま唾つばを呑のみ込むこちらに、彼女は続けた。

「同じことを今後も続けろ」

「……………………は？」

　言われた意味がわからず、シャーロットたちはぱちぱちと瞬きを繰り返した。

「続ける……？」

　そうだ、とゼノビアは頷うなずき、

「そなたらも知っている通り、吾われは大変に多忙だ。おかげで国民の生活の細かいところにまで目が行き届かない。それは憂うれうべき事態で、前からどうにかしたいと思っていた。だから――そなたらが吾に代わってそれをやれ」

　シャーロットたちは呆あつ気けに取られて動けない。

　その様子がおかしくてたまらない、といったようにゼノビアは口の端を上げた。

「今日のように困っている人々を手助けすること――少女王の代行として“〝世直し”〟をすること。それがそなたらへの罰だ」

　がくん、と――

　腰が抜けたように三人は床の上にへたり込んだ。

「ふははは！　少しは肝が冷えたか？」

　それはもう、とシャーロットは息を吐いた。緊張の反動か声も上手く出ない。

「しかし大胆なことをしたな。王の名を騙かたるなど大罪も大罪だぞ」

「……見過ごせなかった」

　目の前で困っている人々を。

「うん。そんなところだろうと思ったから、赦した」

　それに、と付け足す。

「少女王が人助けをして回っている、という噂うわさと一緒に、吾に対する感謝の声が山ほどあった。これでそなたらを処罰しようものなら却って吾が恨まれてしまう」

　なぁ？　とゼノビアは傍かたわらで石像と化している少年に同意を求める。はっと目覚めた彼はぶんぶんと激しく首を縦に振った。この様子だとたぶん意味はわかっていないだろう。

「――ああ、そうだシャーロット。さっきの罰にもうひとつ追加するぞ」

　床にへたりこんでいたこちらに手を貸しながら、

「独立交易都市市民の移民計画。世直しと並行してそれを人々に説明して回れ」

「移民計画を……」

「うむ、そなたも知っているだろう。国民の中には吾が独立交易都市に与くみすることを快く思わない者もいる。しかしこれから帝政列集国と戦うには国がひとつになる必要がある。そのための仕事をそなたにしてほしい。大事な“〝罰”〟だ。できるか？」

　愚問だ、とシャーロットは思う。

　むしろ望むところ。だって自分はずっと彼女の力になりたいと思っていたのだから。

　マーゴットとペネロペを見やると、ふたりは当然と言わんばかりに頷き返してくれた。

　再びゼノビアと向き合い、シャーロットは言った。

「必ず全うする」

「いい返事だ。――では帰るとしよう。吾われらの城に」

　少女王は莞かん爾じとして笑い、

「今日の土産話、たくさん聞かせてもらうぞ！」





　以降、シャーロット、マーゴット、ペネロペの三人は定期的に都内を見回るようになった。世話役や侍女としての仕事もあるのでそう頻繁にはできなかったが、それでも首都の人々はこの計らいを大いに喜んだ。

　…………余談だが。

　後にこの見回りは人々から『少女王の世直し散歩』と呼ばれるようになる。

　正確には少女王“〝代行”〟なのだが――

　実は数回に一回、こっそり本物が入れ替わることがあったからだ。

「……それが狙ねらいだったのか、ゼノビア」

「何のことやら」
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　耳の上で切り揃そろえられた金色の髪に、すべらかな白い肌と澄んだ青の瞳ひとみ、彫像のように造作が整った目鼻立ち。生き真面目まじめな性格を反映してか眉び目もくに柔らかさはなく、眼まな差ざしも厳いかめしい。半面、それが彼女の凛り々りしさを引き立てている。常時まとっている黒い全身甲かつ冑ちゆうの下には、狩猟豹ひようの如ごとくシャープに引き締まった鋼の肉体。

　容姿端麗の女戦士にして正体がバスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』。

　その優秀さから帝国戦士団団長シーグフリードの片腕として人外兵器の管理や戦士団の副指揮などを務め、他にも帝政列集国が所有する魔剣たちのまとめ役も任されている。

　しかし人型を兼ねた魔剣には性格に癖くせのある連中が多い。

　自由奔放な彼女らに、フランシスカはしばしば手を焼かされていた。





　大陸西部――旧帝国領の西、海岸に接する巨大水都『帝都』。

　都の中央に位置する主城、そのとある回廊の片隅にて、衛兵や侍女などの人目もはばからず言い争うふたりがいた。

「かれをいじめないで」

「たまにはいいじゃないさ」

「そうです。時々は私たちにも貸してください」

「や。あれは、わたしの」

　否。

　正しくはひとりと“〝彼女ら”〟の会話だ。

「嫉しつ妬と心が剥むき出しだねぇ」

「そういうところも嫌いではありませんがね」

　くつくつくすくすと笑う“〝彼女ら”〟は、左右非対称の容姿をしていた。右だけ束ねた髪、左右で白と黒に色が分かれたドレス、赤い右目と青い左目――まるでふたりの人間をそれぞれ半分に割って互い違いにくっつけたような外見だ。

　銘は『イライザ・イヴァ』。元は別々だった二本の魔剣が一本の形に鍛練された魔剣である。それ故ゆえにシャムシール、ロングボウ、パルチザンといった三つの正体を持ち、さらに一個の肉体にふたり分の人格を宿している。

　片割れよりもずぼらな面が目立つ、跳ねっ返りの『イライザ』。

　片割れよりも気性は淑やかだが、冷酷な印象の強い『イヴァ』。

　ひとつの口を介しながらも、話す人格ごとに口調や声質がまったく違い、それに合わせて表情までもが目まぐるしく移り変わるため、傍で見ているほうは不気味で仕方がない。

「けちけちするなよ、ヴェロニカ」

「仲良くしましょ？　ヴェロニカ」

「わたしは、あなたたちがきらい」

　そんな“〝彼女ら”〟と対たい峙じしているのは小さな少女だ。痩やせ細った肢体に慎ましやかなドレスをまとい、覇気のない眼まな差ざしでイライザ・イヴァを見上げている。幼い容よう貌ぼうに反して愛あい嬌きようの欠片かけらもない無表情。

　銘めいは『ヴェロニカ』。生まれて間もない、正体が“〝黒くろ獅じ子し”〟の魔剣である。

　彼女の外見でひと際特徴的なのは頭髪がことさらに長いところだろう。それは身の丈を優に超えて床に余るほどあり、黒い髪が扇状に垂れ広がる様は、まるでそれ自体が生きて地面を侵食しているかのようだった。

　イライザ・イヴァもヴェロニカも人の形を持った人でないモノ。

　そのような彼女たちが姦かしましく話しているのは、ひとりの人間についてである。

「ノアにはちかづかないで。いっしょう」

　帝国戦士団の青年戦士、ノア・カートライト。自身の使い手ということもあってか、ヴェロニカは彼に対して異常なほど執着する傾向にあった。独占欲が強く、特定の人物を除いて彼が他人と話しているのを目にしただけで不機嫌になる。

「一生って」

「けちにもほどがあります」

　そしてそんな彼女をからかって遊ぶのが、イライザ・イヴァの最近の趣味らしかった。今も口々に文句を垂れているようで、その実“〝彼女ら”〟の口くち許もとは先ほどからニヤついている。

「ノアってさ、いちいち反応が初心で面白いんだよ」

「あなたの飼い犬は実にそそります」

　たかが飼い犬に嫉しつ妬と心を剥むき出しにするヴェロニカあなたもね――イライザ・イヴァの微笑にはそんな本音が透けて見えた。“〝彼女ら”〟は加虐趣味サデイズムに走るきらいがあり、その性癖で周囲の者をしばしば困らせている。近ちか頃ごろはノアとヴェロニカをワンセットでいじるのが特にお気に入りらしい。

　ヴェロニカはそれを知ってか知らずか表情を露も変えず、しかし根気強く繰り返す。

「そそるのは、わかる。でも、あれは、わたしのだから」

「どちらにしろ本人の意志は確認しないのだな……」

　いい加減こらえきれず発した声に、イライザ・イヴァが振り返った。

「フランシスカ」

「いたのですか」

　そっとため息をついてから、フランシスカは今の今まで潜んでいた回廊の暗がりから彼女たちの許もとへと歩み寄った。

「人前でみっともないぞ。しかも魔剣がよりにもよって人間の男を巡って仲間割れなど前代未聞だ」

　イライザ・イヴァは肩をすくめ、

「いつも通りからかっていただけさ」

「言うほど大したことではありません」

「うそ。ノアを、ゆうわくしてた」

　誘惑？　とフランシスカは眉まゆをひそめる。

　これにもイライザ・イヴァは飄々とした口ぶりで答える。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょいと物陰に誘い込んだだけさ」

「それ以上のことはしてませんよ」

「本人に聞いてみろよ。傑作だったぜ？」

「ええ。『何をするんですか!?』と犬のように震えてました。ふふふ」

　横目で窺うかがってみるとヴェロニカは相変わらず無表情を維持していたが、それでも何ど処こか憮ぶ然ぜんとしているような気配は薄ら感じられた。彼女を迎え入れてそれなりの日数が経たっているからだろうか、フランシスカはこの小さな魔剣の心の機微とやらが漠然とわかるようになっていた。

　嘆息するフランシスカ。

「……ほどほどにな」

　するとイライザ・イヴァが訝いぶかるように首を傾げた。

「どうしたのですかフランシスカ。いつもでしたら――」

「『くれぐれも性交渉にだけは及ぶなよ。我々魔剣にとっては禁忌だ』」

「と真っ先にたしなめてくるところですが」

　声真似を交えた“〝彼女ら”〟の指摘に、フランシスカは口を噤つぐんだ。

　人型を兼ねた魔剣は人間との性交渉によって子を孕はらむことができる。ただし母体を犠牲にした上で、人間の赤子ではなく魔剣を生む。神ヴアルバニルへの憎悪があまりに濃く、それ故ゆえに存在の一片まで凶刃と成すための“〝機能”〟――魔剣の人型が女性に限られるのもこのためである。

　無論、基本的にこの“〝機能”〟が使われることはない。母体の損失という代償を伴うのだから、むしろ軽々と使われては困る。フランシスカは日ひ頃ごろから同胞の魔剣たちに注意していたし、帝政列集国の騎士や戦士たちにも使い手以外は人型の魔剣への干渉を一切禁じていた。だからこそ自分たちは主城内を自由に歩くことができる。

　イライザ・イヴァはこのことを指摘していたのだが――

　内心の動揺を気付かれないよう、フランシスカは努めて平静に応えた。

「それこそお前たちの言う通り、いつも口が酸っぱくなるほど伝えているんだ。繰り返したところで今さらだろう」

「……まあ」

「そうですが」

　イライザ・イヴァは腑ふに落ちない様子だが、あまり追及されても都合が悪い。

　それより、といささか強引に話を打ち切った。

「ヴェロニカ。お前に用がある」

「わたし？」

　ヴェロニカは直立不動のまま「なに」と訊きき返した。

「いや、できればふたりきりが望ましい」

「わたしは、ノアのところに、いく」

「今の時間だったらきっと練兵場だな。ではそこまでの道すがら話そう」

　言うが早いかヴェロニカの小さな背中を押してその場から去っていく。

　背中にイライザ・イヴァの呟つぶやきを聞いた。

「……何あれ？」

「さっぱりです」





　肩を並べて黙々と長い廊下を進む。

「で」

　とヴェロニカが口を開いたのは、しばらく歩いてからだった。

「まだ」

「え？」

「わたしによう、って」

「あ、ああ」

　彼女が促してきたのも当然だろう。このまま黙って歩き続けていたら用件を済ませる前に目的地の練兵場に到着してしまう。フランシスカは注意深く視線を巡らせて周囲に人気がないことを確認すると、おもむろに切り出した。

「お前に訊きいてみたいことがあって……ノア・カートライトのことなんだが……しょ、正直どう思っている？」

　質問の意味がわからなかったらしく、すぐに答えは返ってこなかった。この間も歩みは止めず、横目で窺うかがうフランシスカに対してヴェロニカはずっと正面を向いている。

「……けんのうで、についてなら、ホレーショーにきいて」

「あ、いや。そういう意味ではなくてだな……」

　やはり、はっきりと言葉にしなくてはいけないのか。非常にためらわれるが。

「お、雄として、どうだ」

「いみが、わからない」

「だから、その……好意、というか。人間の男女が互いに抱くような感情、というか。れ、恋愛感情、というか」

　しどろもどろ続けていると、よくわからないけど、とヴェロニカは前置きし、

「すき。だいすき。ノアは、わたしのもの」

　衒てらいない言葉で答えてくる。

「あいつらのまねは、いやだけど、かれは、そそる、ぞくぞくする」

「そ、そうか」

　衒てらいがなさすぎて返事に困った。

「つまり……つまり、だ。お前はノア・カートライトに対して、れ、恋愛感情を抱いているということで間違いないんだな？」

「でも、せいこうしょうをしたい、とはおもわない」

「え」

　と間の抜けた声を発したそのとき、廊下が途切れ、主城の中庭に出た。

　練兵場である。そこは甲かつ冑ちゆうを着込んだ男たちが入り乱れ、得え物ものを打ち合う金属音、矢で木の的を射抜く乾いた音、太く低いかけ声などの騒音で満ちていた。春が近いとはいえ屋外はまだ肌寒く、中庭は全体が男たちの吐く息で白く煙って見える。

　ヴェロニカが目的としていた人物は簡単に見つけることができた。練兵場では騎士団と戦士団が区別なく鍛練を積んでいたが、戦士団の中でもいわくつきである“〝彼ら”〟はそのどちらからも距離を置かれているため、人の密集していないところを探せば見つけ出すのは比較的容易かった。

　フランシスカが見やると“〝彼ら”〟――件くだんのふたりは模擬戦をしているところだった。中肉中背の青年と見上げるような巨体の大男が刃を潰つぶされた剣で互いに打ち合っている。いや青年のほうが一方的に打たれていると言うほうが正しいか。フランシスカはいち戦士としても腕に覚えがあったが、そのフランシスカから見ても大男の剣は速く重く、青年に防戦一方を強いて反撃の隙すきを与えない。もっともこれも見慣れた光景だが。

　青年の名はノア・カートライト、大男の名はホレーショー・ディズレーリ。

　ともに帝国戦士団の所属だが、前者は元騎士団の落ちこぼれ、後者は旧群集列国から流れてきた元罪人である。よりにもよってそのような彼らが他の騎士や戦士たちを差し置いて強力無比な魔剣の使い手として選ばれたのだから、周囲から距離を置かれるのもわからない話ではなかった。

　こちらが遠巻きに見ていると、ノアがホレーショーに叩たたき転がされた。

　地べたを這はう青年戦士を見下ろし、ホレーショーは平へい坦たんな声で告げる。

「ノア・カートライト。貴様は痛みを知り、慣れる必要がある」

　ノアは顔を伏せたまま動かない。

「貴様は痛みに対して臆おく病びように過ぎる」

　彼の言葉で苦い記憶が呼び起こされ、フランシスカは唇を噛かんだ。

　事は半月ほど前。天災に見舞われた独立交易都市の混乱に乗じ、フランシスカはヴェロニカ、ホレーショー、ノアを引き連れてブレア火山に潜入を果たした。目的はある魔剣の所在の確認と、可能ならば回収。

　ある魔剣とは『キャンベル家の魔剣』――セシリー・キャンベルの祖父にあたる人物が悪魔契約を行い、『聖剣の鞘さや』の役割に基づいて変化した魔剣である。形状は直刀。かつて封印強化遠征でその実用性を証明され、以後は大陸法委員会によって管理されていた、はずだった。

　しかし最近になってそれが精巧な贋がん物ぶつであることが判明。フランシスカは間者を放ってその本当の在り処を探らせていた。間者は『銘めい無し』という特殊な魔剣を同行して独立交易都市に忍び込み、彼女の能力によって『キャンベル家の魔剣』が火山の奥にあることを知り得――そして紆う余よ曲きよく折せつを経てそのことをフランシスカに報告してきたのだった。

　火山に潜入したフランシスカたちは『キャンベル家の魔剣』を確認こそできたものの、その回収には至らなかった。かの魔剣はヴァルバニルの封印を補助するものとして使用されており、回収すれば封印が解かれてしまう恐れがある。まだその時期ではない――

　誤算は他にもふたつあった。

　ひとつは『キャンベル家の魔剣』があった洞どう窟くつには何な故ぜか独立交易都市の刀鍛冶ブラツクスミス、ルーク・エインズワースもまた居合わせていたこと。

　もうひとつはそのルーク・エインズワースと魔剣『ヴェロニカ』で武装したノアが交戦し、たったの一撃で戦意を喪失してしまったこと。

　ヴェロニカは一騎当千に値する強力な魔剣だが、使い手がその力を活かしきれないとなればとんだ宝の持ち腐れだ。ノア自身も思うところはあったらしく、帝都に帰還してからは今のようにホレーショーに稽けい古こをつけてもらうようになった。

　――ホレーショー・ディズレーリ、か。

　フランシスカは顔をしかめながら独りごちる。

　ノアとは別の意味で、ホレーショーに対しても危うい印象があった。彼は火山から逃走する際、ルーク・エインズワースの許もとに駆けつけてきたセシリー・キャンベルたちの隙すきを作るため、よりにもよって『キャンベル家の魔剣』を攻撃してみせたのだ。ヴァルバニル復活のリスクを引き換えにして。

　事後、咎とがめるこちらに対して彼は悪びれもせずに言ってのけた。

『確実な手段を取っただけだ』

　結果的にヴァルバニルの封印は解放されなかったようだが、やはり正気の行動とも思えない。単にかの人外の重要性を理解していないだけなのか、それとも破滅願望でもあるのか――自分の使い手でもある彼を、フランシスカは未いまだに計りかねている。

　こちらが物思いにふけっている間にも、ホレーショーはノアに向けて続けていた。

「貴様は他人を傷つけることには躊ちゆう躇ちよしなくなった。それについては訓練で克服することができたようだ。ところが己が傷つくことについては相変わらず臆おく病びようのままだ。戦いの最中でありながら萎い縮しゆくする。……どうする。ヴェロニカはそんなことも構わず貴様を戦場に連れて行くぞ。貴様は貴様を変えられなければ死ぬ」

　地面に突っ伏したノアは傍目にもわかるほど震えている。

「それでいいのか」

「よくない、です」

　ようやく答え、ノアはのろのろと顔を上げた。

　左の目め許もとに薄い刀傷が残っている。ルーク・エインズワースから受けた傷の跡だ。

「僕は、死にたくない……」

　立ち上がる。その様子は勇気を奮い立たせているようにも見えなくなかったが――

　それにしても彼の表情は醜く歪ゆがんでいた。克己心から立ち上がったというよりも恐怖心に背中を押され、立ち上がらざるを得なかったとでも言うような泣きっ面。

　何ど処こまでも受け身で肝の小さな男。

「死にたくない――」

　ノアはうつむきがちにホレーショーに立ち向かい、そしてまた無様に叩たたき転がされる。

「…………」

　確信に似た予感があり、フランシスカは隣の彼女を見やった。

　案の定、ヴェロニカは瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせていた。

　自分の使い手がぼろぼろに打ちのめされる様を見て、興奮に頬ほおを上気させ、鼻の穴を広げている。幼い容よう貌ぼうとはまるで釣り合わない、欲情した人間がするような喜悦の笑み。

　イライザ・イヴァに勝るとも劣らない、生粋の加虐主義サデイスト。これが魔剣『ヴェロニカ』の本性だ。

「しょゆうよく」

　出し抜けにヴェロニカが呟つぶやいたので、フランシスカは理解が遅れた。

「……所有、欲？」

「せいこうしょうは、したいとおもわない。にんげんも、よくわからない。でもあれはわたしのもの。わたしだけの、おもちゃ。……まえに、イライザ・イヴァはいってた。それはしょゆうよくだって」

　ヴェロニカがこちらを振り返る。

　言葉とは裏腹に彼女の瞳は色欲に濁っていた。自身の言葉に興奮するように。

「おもちゃとつながりたいなんて、おもわないでしょ、って」

　身も蓋ふたもない言い分に、フランシスカは思わず苦笑してしまった。

　――いっそ清々しいほどに倒錯しているな。

　いや、むしろそれが普通なのかもしれない。自分たち魔剣は。

　たとえ形は人に似せられていても中身がまったく違うのだ。そもそもが人間と同じ枠に当てはめて考えることに無理があり、だから呪のろわれた運命を背負った魔剣が、人間がするように人間に懸想することもあるはずがない。

　では、とフランシスカは自問する。

　――魔剣『フランシスカ』もそうなのか？

「…………で？」

「え？」

「どうして、そんなことを、きいたの」

「ああ、うん……」

　どう答えたものかと惑う。

「まさか、あなたもノアのことを」

「それはない。安心しろ」

「はい。あんしんした」

　ヴェロニカは素直に頷うなずき、首を横に傾ける。

「じゃあ、なぜ」

「……さ、参考にと思って」

　なんの？　と訊きき返されるより早く、フランシスカは中庭を後にした。

　ほとんど衝動的に、逃げるように。



　　　２



　ヴェロニカとの会話の内容を伝えると、彼女は「要するに」と口を開いた。

「あなたはヴェロニカのことを羨うらやんでいる、ということでよろしいでしょうか」

「よろしくないぞ……」

　げんなりと抗議しながら、フランシスカは自じ嘲ちよう気味に思う。

　――私も焼きが回ったか……。

　まさかこの女に相談するとは。

　ここは主城を構成する複数の塔、その中のとある一室――必要最低限の調度品が揃そろえられ、普段から人型の魔剣専用の部屋として使われている。立ったまま窓際の壁に寄りかかるフランシスカに対し、その女は殺風景な部屋の片隅で椅い子すに腰かけていた。

　黒ずくめの貴婦人である。黒い長髪に黒紫色の唇。枯れ木を思わせる細長い肢体には黒いドレスをまとっている。ただ一点、その肌は不健康なほどに白い。

　フランベルジュの魔剣『エヴァドニ』。

　ひどく寡黙で表情に生気が薄い女だ。性格が大人しく、他の魔剣たちのように自己主張もしないので却って掴つかみどころがない。ある意味イライザ・イヴァやヴェロニカよりもずっと扱いづらく、それでなくてもフランシスカが苦手とする魔剣。

　にもかかわらず彼女を相談相手に選んだのには、理由があった。

「羨うらやんではいないのですか」

「……ヴェロニカがきっかけだったのは本当だ」

　不承不承認め、嘆息する。

「私はヴェロニカのような魔剣が不思議でならない。彼女は己の感情に忠実で、異常なほど人ノ間アに対して執着を見せる。人間と悪魔という絶対的な違いを気にも留めず、たとえばノアに話しかける侍女がいようものなら、恥ずかしげもなく嫉しつ妬とを露あらわにする。私にはそんなヴェロニカの行動がとても人間らしく感じられる――本人はあくまでノアを“〝おもちゃ”〟と見なしているらしいが」

　執着し、嫉妬する、まるで人間のような魔剣。

　そんな彼女をそばで観察していたせいか、フランシスカはある疑問を抱いてしまった。

「身体からだの造形や機能が人間と似せられているのならば……」

　――心の作りだって少しくらいは似せられているのではないだろうか？

　言葉の続きは寸前で呑のみ込んだ。

　軽はずみに口にしてはいけないような気がして。

「いや……もちろん似ているからといって私たち魔剣に人間とまったく同じことができるとは思わない。どうしたって根本的なところは別物なのだ。しかし、それでも――」

　フランシスカ、とエヴァドニが遮った。

「要点を」

　ぐ、と詰まる。話が堂々巡りしそうになっていたことは自分でもわかった。

　急激に目線を下降させながら、ぼそぼそと呟つぶやく。

「……シ、シーグフリード様のことだが」

「なるほど」

「なるほど!?」

　驚くこちらとは対称的に、エヴァドニは冷静そのものだ。

「魔剣『ヴェロニカ』がノア・カートライトに執着するように、あなたも何者かに執着している、または執着したいと思っているということ。その“〝何者か”〟がシーグフリードであるということ。そしてそのような自分に困惑しているということ。今までの話やあなたの態度から以上のようにエヴァドニは判断したのですが、間違いないでしょうか？」

「…………」

　察しがいいのは助かるが、こうも簡単にまとめられると釈然としない。

　相談相手にエヴァドニを選んだのは、彼女がシーグフリードの出生に係わった魔剣だからだ。フランシスカの主人と縁が深い彼女の意見ならば何か参考になるのではないかと思って。

　帝国戦士団団長、シーグフリード。

　彼に対する気持ちは、以前までなら“〝忠誠心”〟の一言で説明がついた。そばに仕え、彼の手となり足となって戦えばそれだけで至上の喜びが得られた。主人と部下。その関係以上に望むものはなかったはずだ。

　しかしヴェロニカが戦士団に加わったことでフランシスカの何かが変わった。

　今まで考えもしなかった、他人との新しい係わり方を知ってしまったから、混乱した。

　――愚かな。

　自分の思考に眩暈めまいを覚え、フランシスカは重いため息をついた。それを知ってしまったから何だと言うのだ？　まさか主人と部下以上の関係になりたいとでも？　あり得ない。

　愚考にもほどがある。

「エヴァドニには、ヴェロニカよりもあなたのほうがより人間的に見えます」

　一瞬、何を言われたのかわからなかった。

「それは、どういう」

　弾はじかれたように顔を上げ、しかし息を呑のんだ。

「――――」

　微笑ほほえんでいたのだ。エヴァドニが。

　それはとても淡い笑みである。唇の端をわずかに上げただけの、日常的に彼女と接している者でなければそれと気付けないほどにささやかな微笑。それでいて優しく、何かを見守るように柔らかなもの。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼女の初めて見る表情を目まの当あたりにし、フランシスカはしばし我を忘れてしまった。

「フランシスカはどうしたいのですか。シーグフリードと」

　不意に問われ、びくりと肩を揺らす。

　――あ、あれ？

　気が付けばエヴァドニは元の無表情に戻っていた。

　――今のは錯覚か？

「え、あ……実際にシーグフリード様とどうしたい、というのはない。そんなことは畏おそれ多い。ただ、この感情を確かなものに……私の理解できるものにしておきたい」

　不確かであやふやなままではきっと剣が鈍る。

　大きな戦いを控えた今、それは絶対に避けたい。

　わかりました、とエヴァドニは頷うなずく。

「それでは確かめに行きましょう」

「……え？」





　長身痩そう躯くの、しかし引き締まった体つき。全身に漂う空気は鋭利な刃物を連想させ、その三白眼の瞳ひとみはあらゆる者を威圧する。闇やみから直接剥はぎ取ったかのように深い、漆黒の衣をまとう男。

　シーグフリードは長なが椅い子すに腰かけ、何かの書類に目を通しているところだった。

「……何の用だ？」

　確かめに行きましょう、とエヴァドニがフランシスカを連れて向かった先がここ、シーグフリードの私室だった。どういうつもりかわからず困惑しているこちらをよそに、エヴァドニは本人に向かって臆おく面めんもなく暴露した。

「フランシスカがあなたに懸想しているそうです。どう思われますか？」

　フランシスカは気絶しかけた。

「エ、エ、エヴァドニ!?　どういうつもりだ!?」

「本人と話し合うのが最も確実な手段だと判断しました」

「お前に相談した私が大おお馬ば鹿かだった!!」

　絶望的な思いで叫ぶが、エヴァドニは用は済んだと言わんばかりの淡白さで「それでは話し合ってください」と言い残し、部屋を出て行った。

「待っ……！」

　フランシスカはそれを追いかけようとして――踏みとどまる。このままシーグフリードに何も釈明せずに一方的に退室するのはあまりに失礼だ。

　かといって真正面から向き合う勇気もない。

　悩んだ末、無礼にも主人に背を向けた状態で直立するしかなかった。

「…………」

「…………」

　何とも言えない沈黙。

　シーグフリードが今どんな顔をしているのか、想像もつかない。

「フランシスカ」

「っ！　はい！」

　反射的に背筋が伸びる。

「銘めい無しが奴らの手に渡っていたというのは本当か」

　一瞬戸惑ったが、できるだけ事務的な口調を心がけながら答えた。

「は。ブレア火山に侵入した際、確かに銘無しが独立交易都市の人間たちと同行しているのを目撃しました。……申し訳ありません」

「いい。あれは実験的な魔剣だ。一本くらいくれてやっても計画に変更はない」

「はい」

「予定通りだ。明朝、大陸中に向けて例の件を公表しろ」

「はい。声明文の署名も変更はなく？」

「ああ」

「了解いたしました。大陸法委員会にもそのように伝えて――」

「お前は俺おれに懸想しているのか？」

　取り戻しかけていた平静さは木こつ端ぱ微み塵じんに消し飛んだ。

　全身が火を噴いたように熱くなり、動揺のあまり口が回らなくなる。

「は、え、う、その、じ、じつは、いえ、そん、なことは、はい、めっそうも」

「俺のために死ね」

　そんなこちらを、シーグフリードの言葉は易々と貫く。

「俺とともに死ね。お前はそれでいい」

　フランシスカは呼吸を止めた。

　ゆっくりと振り返り、主人に向き直る。

「……はい。仰せの、ままに」

「……行け」

「はい。失礼いたします」





　部屋を出たフランシスカは、もはや迷いのない足取りで廊下を進む。

　――うろたえる必要などなかった。

　視界が驚くほど開ひらけていた。羞しゆう恥ち心しんに火ほ照てっていたはずの全身は歓喜と興奮によって再燃し、たゆたっていた感情は今や確固とした形を得ている。

　今、心の底から実感する。人型を兼ねた魔剣には性格に癖くせのある連中が多いが、それは魔剣『フランシスカ』も同様だということ。

　だって――魔剣が人間のように他人を深く想うなんて、その時点でもう、どうしようもなく倒錯しているではないか。

　だから迷うことはない。やることはひとつ。

　主人のために、主人とともに死ぬ。それが魔剣『フランシスカ』の幸福。使命。

「私も変わり者か」

　いっそ誇らしい気持ちで、独りごちた。
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　セシリーはここ数日、できる限り工房アトリエ『リーザ』に足を運ぶようにしていた。仕事の休憩時や勤務後、自主訓練の合間など、空いた時間を見つけては七番街の端にある工房を訪たずね、その門を叩たたく。

　そして――ことごとく門前払いを食らっていた。

　ある日は「鍛か冶じが忙しい」という理由で顔すら見せてもらえなかった。

　ある日は「外出中」とのことだったが明らかな居留守だろう。謝りに出てきたリサの目がかわいそうなくらい泳いでいた。

　ある日は疲れて仮眠を取っているところだと伝えられた。これは素直に信じた。

　今日は――先約が来客中らしい。予約はどうすれば取れるのか教えてほしい。

「なんだか申し訳ありません……頑固な親方で」

　母屋の軒のき先さき。頭を下げるリサに、いや、とセシリーは首を横に振った。

「こうなることはおおよそわかっていたんだ。リサが気に病む必要はないさ」

　昼を少し回った時間帯である。セシリーが着ているのは自衛騎士団の制服。今日は市内巡回の休憩を利用して立ち寄ったのだが。

「とりあえず……今回も空振りのようだな」

　セシリーは嘆息交じりに苦笑する。

　あわやヴァルバニルの復活という事態も起こり得た、先の火山洞どう窟くつでの騒動――

　かの人外に施された封印を補強するのと引き換えに、ルークはそのほとんどの視力を失った。完全な失明ではないが、極度の弱視。今ではひとりで外を出歩くことも難しいらしく、生活の諸々はもっぱら助手のリサに頼りっぱなしとのことだった。

　そんな自分の状態を、彼は周囲にひた隠しにしている。あれこれと理由をでっちあげてセシリーに会おうとしないのもそのためだ。

「ルークはずっと前から準備をしていたんです」

　リサが目を伏せながら言った。

「自分の目が見えなくても、聖剣は完成させられるんだということを皆さんに示せるように……そのために前々から刀鍛冶ブラツクスミスの技術を片かたっ端ぱしから私に教えていて。それが済むまでは目のことは周りに内緒にするつもりらしくて」

「責任を感じているんだろうな。ルークのことだから」

「ハイ。言葉にはしませんがきっとそうなんだと思います」

　ルークは『聖剣の刀鍛冶』という、大陸の命運を左右するような大役を負っている。しかし視力を失った状態ではまともに鍛か冶じなどできるはずがない。そのことに彼は責任を感じている――感じるなというほうが無理な話だろう。

　彼が己の視力を犠牲にすることによって、ヴァルバニルの復活を一時的ながら食い止めることができた、ということも恐らく自分の功績だとは考えていない。

　でもっ、とリサが勢いよく頭を跳ね上げた。

「わっ、私のせいでちょっと時間かかっちゃってますけど、でも絶対、しっかり、ちゃんと継いでみせますから！　だからセシリーさんも諦あきらめないでくださいね！」

　そう言う彼女の顔には一見して濃い疲労が窺うかがえた。それは会う度に色濃くなっているように思え、毎日大変な努力を重ねているということが確かめなくてもわかる。

　――リサも戦っているんだ。

「ああ。もちろん諦めるもんか」

　ならばこちらも弱音を吐くわけにはいかない。

「あの、やっぱり……私も何か協力したほうがいいでしょうか？」

「いや、それには及ばない。彼が自分の意志で腰を上げてくれるまで辛抱強く通うよ」

　セシリーは元よりそのつもりだった。

　目下の目標はルークと会って話をすること。世間話だって何だっていい、顔を見せられないのならば扉越しだって構わない、とにもかくにも少しでも彼との時間を作ること。

　無論ルークの意志を汲くみ、しばらくは距離を置くことも考えないではなかった。しかし心の何ど処こかでこうも予感していた――ただ待っているだけでは、ルークは本当の意味では腹を割ってくれないのではないかと。

　だからルークの心を開く云うん々ぬんよりも先に、セシリーはまず彼の許もとに通うことから始めることにした。母のルーシーがチェスター・キャンベルの許に日参していたように。

『わたくしのように攻めに攻めて、当たって砕けなさいな。セシリー・キャンベル』

　――まずは会って話をすることから。

　それが最初の一歩。今のところ門前払いが続いているが、まだまだ挫くじけていられない。

「私のことはいい。君は君のやるべきことに集中してくれ」

　言いながら、リサの小さな頭を撫なでる。

　リサはくすぐったそうな顔をしていたが、ふと思いついたように口にした。

「なんだかセシリーさん、変わりました」

「変わった？」

「何と言いますか……出会ったころよりも余裕があるというか、その、落ち着きがあるというか……」

　彼女が言葉を選びながら話しているのがわかったから、セシリーはくすりと笑った。

「前よりはマシになったということかな」

「あ、いえ！　そういう意味では……」

「はは。本当のことさ」

　自分はもう新米の騎士ではない。後輩ができてそれなりに責任も生まれ、これまでのようにがむしゃらに何かを為すというのは難しくなってしまった。言いかえると無茶をしなくなった。それを素直に成長や進歩と捉とらえていいのかはわからないけれど――少なくとも“〝マシになった”〟のは本当なのではないかとセシリーは思う。

「まああれから一年経たったんだ。私も少しは大人になったんじゃないかな」

「……なんだかちょっと寂しいですね」

「え？」

「あ、いえっ、なんでもないです！　気にしないでください！」

　慌てて手を振るリサ。

　んん？　とセシリーは首を捻ひねっていたが――はたと思い出した。

「そういえば来客中とのことだが……誰だれが来ているんだ？」

　ルークの弱視について知っているのは限られた人物だけだと聞いている。セシリーやリサ以外となると、彼の目を診断した医師が回診にでも来ているのだろうか。

　ユーインさんです、とリサは答えた。

「目のことは火山の洞どう窟くつで一緒に遭難したときに打ち明けていたみたいで――」





「いいんですか？」

「何が」

「何って、セシリーさんですよ。外にいるんでしょう？」

「安心しろ。お前にはこれっぽっちも関係ない」

　――相変わらずですね、この人は。

　聞こえよがしにため息をついてみせたが、相手は気にした素振りも見せない。

　工房アトリエ『リーザ』、その母屋。

　食卓を挟み、ユーインはルークと向かい合わせになる形で椅い子すに腰かけていた。

　ユーイン・ベンジャミンは軍国出身の学者である。眼鏡をかけた、優男然とした青年。火山洞どう窟くつでルークとともに遭難し、一時は危険な状態まで衰弱していたが、最近ようやく外出を認められるくらいには体力を取り戻しつつあった。

　食卓の上にはリサが淹いれてくれた茶がある。ただし客人であるユーインの分のみ。

　――これも彼への配慮なのでしょうか。

　思うが、口には出さない。無言で正面に視線を移す。

　黒髪の男、ルーク・エインズワース。彼はゆったりと背もたれに身体からだを預け、表面上は問題なく寛いでいるように見えた。しかし――薄く開いた瞼まぶたの中では右の瞳ひとみがゆらゆらと揺れて落ち着きがない。弱視のせいで視界の焦点が定まらないのだ。

　このような状態ではまともに物を掴つかむことも難しい――ルークの分の茶が用意されなかったのも誤って手を火傷しないようにするためだろう。ユーインもはっきりとは記憶していないが、心なしか前に来た時よりも室内にある小物の数が減っているような気がした。

「……いつまでも隠し通せることではありませんよ」

　今度はルークのほうが聞こえよがしにため息をつく番だった。

　何やら諦あきらめたように、投げやりな口調で答える。

「そんなことはわかってる。いつかは打ち明ける。ただ今は他にやることが――」

「僕は会いたくても会えない」

　ユーインが吐き捨てるように言うと、ルークは口を噤つぐんだ。

　――アリアさん。

　彼女のことは火山洞窟から救出された後、病室のベッドの上で知った。刃がひび割れ、剣の状態で完全に沈黙してしまったこと。外出許可を得てから真っ先にキャンベル家を訪たずね、実ほん物にんを見せてもらい――凄すさまじい喪失感に足がすくんだ。

　でも。

『うちのセシリーは是が非でも探すつもりだってよ。アリアを取り戻す方法』

　応対してくれたキャンベル家の家政婦が言っていた。

『あんたも協力してやってくれないか』

　だから、まだだ。

　――僕はまだ立ち止まるわけにはいかない。

「会えるときに会っておくことを勧めますよ」

「……よけいなお世話だ」

　ルークは意固地に悪態をつくが、その声は少し弱い。どうやらアリアの件については彼にも思うところがあるらしい。

「それより――聖剣師の件はどうなってる？」

「ドリスさんにお願いしました」

　火山洞窟から救出された後、ユーインはルークから打診を受けていた。

　軍国の『聖剣師』を何人かこちらに寄越してもらえないか、と。

『リサが鍛か冶じをするために相あい鎚づち役が必要なんだ』

　聖剣師とは軍国で独自に聖剣の鍛たん錬れんを行う職人たちのことだ。彼らならば知識や経験の面でもルークに引けを取らない。きっとリサの助けになってくれる――そう判断しての打診らしかった。

　ユーインが今日工房アトリエを訪れたのはその報告のためだ。

「問題ないそうです。遠からず派遣されてくるかと思います」

「そうか。……助かる」

　ほっとしたのか、ルークは重く息を吐く。そのときの彼の頬ほおが思っていた以上に痩やせこけて見え、ユーインはひやりと背筋に冷たいものを覚えた。

　ルークのやつれ方は火山洞どう窟くつで食に飢えていたのとはまた別種の、もっと内的なものと思われた。弱視の原因は『魔剣精製』による“〝魂”〟の消耗にあったが、それは彼の視力だけでなく生命をも蝕むしばんでいる。身体からだの内側から今なお、じわじわと。

「…………」

　何か声をかけようとして、けれどユーインは思いとどまった。自分の役割はルークの体調を案じることではない。本人もそんな気休めは求めていないだろう。

　お互いにするべきことを粛々とする。それだけだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ところでリサから聞いたんだが」

「あ、はい」

「お前、自衛騎士団の連中を使って何かやっているらしいな」

　ええ、とユーインは認め、

「自衛騎士団の方々に協力していただいて、ある玉たま鋼はがねを都市の彼あ方ち此こ方ちに設置してもらっています。民家の屋根や大通りの看板、二番街の時計塔広場、田畑の畦あぜ道みちなど、とにかく至るところに。とても大がかりな術式を組んだので結構な数になりましたよ」

「何をするつもりなんだ……？」

「この玉鋼には音声を一帯に拡散させる働きがあります。さらに祈き祷とう契約によって個々が特定の玉鋼と共鳴し合うよう術式を組んであるので、設置された玉鋼を介してひとつの音声を遠距離まで届けてくれます。つまりこの機能さえあれば、緊急時であっても迅速に正確な情報を市民に伝えることができる。ひとまず音の発信源は三番街の公務役所に設定してあります」

　かなり簡潔に説明したつもりだったが、ルークはすぐに理解してくれたようだ。

　瞬きを繰り返し、思わずといったように唸うなった。

「すごいな……」

「ハウスマン市長が僕の提案を採用してくれたんです。もちろん状況によっては音声が聞き取りにくかったり、例えば大きな天災によって術式が壊れて、一部の区域には音声を届けられなかったりすることも考えられるのですが……でもこれが上手く機能すれば有事の際に多少なりとも市民の混乱を抑えられるでしょうし、避難行動も今までより円滑になります」

　ああ、とルークが力強く頷うなずいた。

「ちょっと感心するくらいに画期的だ。やるなユーイン」

「い、いえ」

　彼にしては珍しく手放しに褒ほめてきたので、なんだか面映ゆい。

「音はこの工房アトリエまで届くのか？」

「あ――はい。そのうち担当の方が設置しに来ると思いますよ。……正直、あなたの工房が最も遠くて術式を組むのが大変でした」

「それは、あー……悪かったな？」

　困ったように詫わびるルークに、ユーインはふっと小さく笑った。

　そして忘れずに付け足す。自分の祖国も係わってくる、重大な情報。

「近々これを利用して演説をするそうです――」
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　工房アトリエ『リーザ』から公務役所に戻るや否や、セシリーは市長室に呼び出された。

「演説……ですか？」

　独立交易都市の現市長、ヒューゴー・ハウスマンが「ええ」と頷うなずく。

「都市の至るところで玉たま鋼はがねの設置作業が行われているのはご存知ですね」

「はい。ユーイン殿の案が採用されたと聞いています」

　セシリー自身はその作業に係わっていないが――小耳に挟んだところによると、規模が都市全域に及ぶため、かなり大がかりな工事となっているらしい。

「近日、それを用いて演説を行う」

　と続けたのは大岩のような偉丈夫、ハンニバル・クエイサーである。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団の団長にして全自衛騎士団を取りまとめる役割も担う、禿とく頭とうの男。かつては大陸最強の名をほしいままにした流浪の戦士であり、左ひだり頬ほおの十字傷はその名残だ。

　ハンニバルは、書卓の席に座るヒューゴーの背後に立っていた。

「演説と言っても術式の試用テストを兼ねたものだ。祈き祷とう契約が正しく働くかどうか、音声を都市の隅々まで届けられるかを確かめるために小時間の演説を行う。内容はこの機能そのものの説明や有事の際の避難経路の再確認など、まあ簡易的な連絡だな」

　彼はあっさりと語るが、それが実現されるとなればこんなにも心強いものはない。離れた場所に情報を瞬時に伝えられるということはそれだけ価値が大きい。

「そして――ゆくゆくは軍国への移住計画を説明するのにも用いる予定だ」

　セシリーははっとなった。我知らず眼まな差ざしが険を得る。

「……やはり決行するのですね。移住を」

　やむを得まい、とハンニバルは息を吐く。

「大きな戦いになることは目に見えている。今度という今度こそ、市民を守りながら戦うのにも限界がある」

「移住といっても完全に土地を放棄するわけではありません」

　とヒューゴー。

「その辺りのことも今後段階を追って市民に説明していくつもりです」

　無論ハンニバルやヒューゴーの言うことは理解していたが、口惜しいことに変わりはない。市民の生活を守るのが自分たちの仕事なのだから当然だ。

「本題はここからなんだが」

「あ――はい」

「その試用の演説を、セシリー、君に頼みたい」

「えっ」

　思わぬことを言われ、セシリーは素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「わ、私がですか!?」

「君は帝政列集国の都市襲撃のときに市内でもかなりの有名人になったらしいからな」

　不本意ながら本当のことだった。実際に目撃されたのはごくわずかな時間だったが――セシリーが魔剣『アリア』で悪魔を殲せん滅めつする様子は市民の目にかなり印象的に映ったらしく、その後も何かと視線を感じたり声をかけられたりすることが増えていた。

　ヒューゴーが言う。

「その知名度を利用して注目を集めたいのです。音声を届けても家の中にこもられては意味がないですからね。まずは市民に聞く気にさせることから始めなくては」

「な、なるほど……しかし、あの」

「諦あきらめろセシリー。これは命令だ」

「……ですよね」

　正直注目を浴びるのは苦手なのだが。

　――いや、前向きに捉とらえよう。

　自分が喋しやべるだけで役に立てるのなら光栄ではないか。そもそもわがままを言っていられる状況でもない。セシリーは内心の動揺を脇わきに置き、頷うなずいた。

「わかりました。引き受けさせていただきます」

　ヒューゴーが安あん堵どしたように微笑ほほえみ、ハンニバルは「がはは」と笑った。

「原稿はこちらで用意するし、移住計画のような重大な話まで君にさせるつもりもない。気楽にやっていいぞ」

「は、はい」

　話がまとまりかけた、そのとき。

「失礼します！」

　ひとりの男が市長室に駆け込んできた。

　精せい悍かんな顔つきに浅黒い肌。独立交易都市公務員三番街自衛騎士団副団長、レジナルド・ドラモンドである。かなり泡を食って走ってきたらしく、ひどく呼吸が乱れていた。

「どうしたレジナルド。何かあったのか？」

「……奴らが」

　レジナルドは続く言葉を一瞬ためらい、しかしすぐにそれを振り切って告げた。

　まず真っ先に伝えなければいけない情報を。

「帝政列集国がヴァルバニルの存在を公表しました」





　大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』。

　かの人外は伝説上のものとして人々に知られていた。実際に存在していたことが史実に記されていたものの、それを巡る逸話があまりに現実離れしていたために、ほとんど空想の人外と見なされていた。

　史実にある“〝大陸史上最悪”〟という評価から、いつしかヴァルバニルという名前自体が物事の悲惨さを象徴し、代理契約戦争の別称として用いられるようになった。いわばヴァルバニルとは現代に生きる人々にとってたったそれだけの“〝言葉”〟でしかない。

　しかし――そいつは真に実在する。

　遥はるか昔に『聖剣』によってブレア火山の最奥に封印され、今なお生きている。

　大陸中に蔓まん延えんし、今でこそ祈き祷とう契約という形で生活の糧となっている“〝霊体”〟や人々の心臓に刻まれた“〝死言”〟は、実は封印されたヴァルバニルがその憎しみから人間どもを陥れるために放った呪のろいである。すなわち悪魔契約とは人間を自滅に導くことを仕組まれたシステムであり、先の不毛な大戦は起こるべくして起こったものなのだ。

　そして終戦からもうすぐ四十五年。

　この人外は復活する。

　祈祷契約を見出した希代の研究者、初代ハウスマンが聖剣の限界を予言――ヴァルバニルに施された封印は今夏に崩壊し、大陸史上最悪の人外が復活するのだという。独立交易都市を襲った地震は封印崩壊の予兆であり、完全に封印が解かれればさらなる災厄が大陸を襲うだろう。故ゆえに旧帝国、軍国、旧群集列国、独立交易都市の三国一都市は以前からこれの対策に当たっていた――が、近年この協調関係は解消されてしまった。

　独立交易都市と軍国が結託して聖剣の鍛錬技術を占有。さらには玉鋼の売買や祈祷契約の恩恵による利権を独占しようと画策したためだ。

　対する旧帝国と旧群集列国は合併して帝政列集国を成立。独立交易都市と軍国とは完全に袂たもとを分かち、独自にヴァルバニル対策に努めることを決意する――これが最近の敵対関係の真相だった。

　帝政列集国はここに宣言する。

“〝ヴァルバニルの再封印を果たし大陸の安あん寧ねいを守る”〟

　という大義を背負い、春の終わりを目め処どに独立交易都市に攻め入らんことを。

　――――以上が、帝政列集国が大陸中に向けて公開した声明の概要である。

「全自衛騎士団の団長に通達ッ!!」

　ハンニバルの怒号が市長室に響き渡った。

「団長たちはそれぞれ各番街の団員を招集後、事態の説明を行うこと！　市民への対処はそれからだ！」

　ヴァルバニルの情報は大陸国家が抱える最高機密である。それが公開されたとなると市民の混乱は必至――しかもかの人外こそが地震の原因とされ、そいつはすぐ近くの火山にいると言うのだからなおさらだ。

　ただしそれは市民だけに限らず、自衛騎士団の団員にもまた言えることだった。騎士団の中でもヴァルバニルのことを知る者はごく一部であり、帝政列集国の声明には捏ねつ造ぞうも含まれている。まずは正しい情報を団員たちに伝え、彼らの困惑を落ち着かせてからでなければ市民の混乱を抑えることもできない。

　レジナルドは市長室の外に控えていた部下たちにハンニバルの命令を伝え、彼らを団長たちの許もとへと走らせた。

　一方、セシリーは愕がく然ぜんと立ち尽くしていたが――

　雷が直撃したかのように市長室が大きく震え、驚きとともに意識を引き戻された。見ればハンニバルが腹いせに壁を殴打したらしい。

　彼は怒りのあまり真まっ赤かに紅潮した形相で吼ほえる。

「先手を打たれた！　糞くそが！」

「このタイミングでの暴露と宣戦布告……明らかにこちらの混乱を誘うのが目的ですね」

　ヒューゴーも頭痛をこらえるように険しい表情をし、ひどく重苦しい声で言う。

「これで我々はすべてを市民に打ち明けなければいけなくなった――」

　帝政列集国は一部の事実を曲げて情報を伝えている。それを否定するには独立交易都市側の見解――つまりは真実を明かさなければならない。

　――それも早急に。

　セシリーはぞっと背筋を凍らせた。ありのままの真実を人々に知らせることが果たして大局にどんな影響を及ぼすのか、想像もつかなかったからだ。

「市長。これを」

　とレジナルドがヒューゴーに一枚の羊皮紙を差し出した。

「声明文の写しです。最後の署名の部分をご覧ください」

「…………これは……どういうことですか……？」

　羊皮紙に記されていた何かを見て、ヒューゴーの声が困惑気味に震える。その背後からハンニバルが乱暴に羊皮紙をひったくり、文面に目を通す。途端に彼も言葉を失った。

「な、何が書かれているのですか？」

　無言で羊皮紙を手渡され、セシリーは内容をざっと確認。当然だがレジナルドが話した概要と違いはない。

　――レジナルドさんが言っていたのは署名だったか。

　署名、いわばこの宣戦布告を行った責任者のサインだ。

　セシリーは声明文の末尾に記されたそれを見やり――目を疑った。

　そこにあったのは国を総べる王の名ではなく、いち戦士の名だった。



『帝国戦士団団長シーグフリード・ハウスマン』



　初代ハウスマン。

　それはヴァルバニルの呪のろいである“〝霊体”〟を祈き祷とう契約という術式に転用することで戦後の復興を助け、独立交易都市の基礎を築いた先哲の名だ。市民はその功績に敬意を表し、都市の通称として彼の名前を用い、他にも市長に選抜された者は「ハウスマン」のファミリーネームを襲名するという慣習が生まれた。よって現市長のヒューゴー・ハウスマンと初代ハウスマンの間に血縁関係はない。

　片やシーグフリードはそういった事情とは無縁のはずだ。

　その彼が「ハウスマン」を名乗るということは、つまり――

　セシリーは茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「あの男はまさか、初代ハウスマンの血縁なのか……？」
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　帝政列集国によるヴァルバニルの暴露と宣戦布告。

　お使いから飛ぶような勢いで帰ってきたリサにそのことを聞かされ、始めこそ驚きはしたものの、ルークは大きくうろたえることはなかった。

「なるほど。戦いの初手としては悪くないな」

「相手を褒ほめてる場合ですか!?」

「そう怒ど鳴なるなよ。俺おれたちが取り乱しても仕方がないんだ」

「でもッ」

「心の曇りは刀の鍛たん錬れんにも影響するぞ。とりあえず顔でも洗って気分を切り替えてこい」

「うー…………ハイ」

　不満げな返事の後、ばたばたと足音が遠ざかっていく。少し遅れてばしゃばしゃと水の跳ねる音が聞こえてきた。ルークはやれやれと椅い子すの背もたれに身を預ける。そして知らず知らず握り込んでいた掌に気付き、開く。

　もちろん見えはしないが、それがじっとりと汗ばんでいるのは感触でわかった。

　――俺がいちいち動揺を見せていたら、よけいに心配される。

　だから普段から弟子の前では平静を装うようにしている。ただでさえ最近は世話になりっ放しなのだから、これ以上彼女の心労を増やしたくない。

　弱視を抱えてからそれなりの日数が経過し、この生活にもだんだんと慣れてきた。

　視野は極端に狭く、そこに入るものはすべて輪郭が崩れて境界線をなくし、人と物を判別することすらできない。辛うじて周囲の明るさを感じることはできるが、健常者が常に目を瞑つぶって過ごすのと変わりない――リサの手を借り、音や匂におい、記憶などに頼ってようやく成り立つ生活。

　それでも慣れ親しんだ母屋と鍛か冶じ場ばを往復するくらいならばひとりでもできるようになった。目は見えない代わりにその他の感覚はずいぶんと敏感になったと思う。

　ルークがユーインの提案に感心していたのは、それが“〝音”〟に係わるものだったからに他ならない。音声ならば視覚に障害を抱える者にも情報を伝えられる。自分がこのような状態だからこそ、彼の提案のありがたさを強く実感できたのだ。

　服の袖そでで掌の汗を拭ぬぐい、ルークは考える。

　――さて、どうしたものか。

　敵は本性を露あらわにしてきた。いよいよ悠長に構えている場合ではなくなってしまった。じわじわと焦りが背筋に這はい寄ってくる。期限は春の終わり。自分は間に合うか？

　足音が戻ってきたので、訊たずねた。

「市民の反応はどうだった？」

「蜂はちの巣をつついたような騒ぎでしたよ。公務役所に詰め寄る人とか市外へ出て行こうとする人とか……自衛騎士団の皆さんが頑張って説得して回ってましたが、今日一日はまず絶対に落ち着かないと思います。騎士団の人も戸惑っているようでしたし」

　無理もない。これはいつ暴動に発展してもおかしくない事態なのだ。

「とりあえず二、三日中に市長さんが今回の件について見解を発表するそうです」

「！　ユーインの言っていたあれを使うんだな？」

　玉たま鋼はがねの特殊な共鳴反応によって遠距離に音声を届かせる祈き祷とう契約。

「ハイ。その設置作業を終えてから市民に一斉に説明するとのことです」

　ルークは少し考えてから、切り出した。

「伝言を頼まれてくれるか。リサ」
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　ユーイン・ベンジャミンの発案した祈祷契約は、市内の各所に設置された玉鋼を特定の順番に共鳴させ、発信された音を玉鋼伝いに遠距離に広げていくというものだ。なので自然、玉鋼を設置する場所も音の発信場所も屋外であること、音が建物などの遮しや蔽へい物に弾はじかれないように比較的高所であることなどが条件に挙げられる。

　故ゆえに演説の発信場所は“〝公務役所の屋根上”〟に設定された。

「……おっと」

　突風に煽あおられ、セシリーはよろめく。

　――気を付けなければ。

　公務役所は三階建て。屋根上となるとそのさらに一階分上の高さになる。足を滑らせて落下でもしようものならばただでは済まない。

　屋根上にはセシリー以外にも十数人以上の自衛騎士団の団員が待機していた。本日これからヒューゴーが行う演説の護衛役である。帝政列集国の声明を知る前はセシリーに演説を、などという話もあったがそのような場合ではなくなった。

『あなたを批判の矢面に立たせるわけにはいきません』

　ヒューゴーがそう、疲れた顔で言っていた。

「……それにしても」

　セシリーは屋根上から眼下の光景を見下ろし、生なま唾つばを呑のみ込んだ。足あし許もとからは地鳴りのような喧けん騒そうが響き続け、今にも破裂してしまいそうな、不穏な空気が漂っている――まるで頭上に垂れ込む曇どん天てんの鏡映しのように。

　眼下は人の洪水だった。公務役所の周辺だけでなく大通りから路地裏まで、上から見える道という道が人々の姿で埋められている。この祈き祷とう契約はまだ試用の段階であり、だから演説が聞こえるよう、市民には事前に屋外での待機を通達されている。恐らくは都市の全域でこのような光景が見られるだろう。

　青せい天てんの霹へき靂れきとなった声明から二日が経過し、セシリーたちはこの日までほとんど不眠不休で市民への対応に追われていた。自衛騎士団の団員が総出で民家を回って事情の説明に努め、計四つの正門にも団員を配備。とにかく市長からの発表を待ってほしいことを伝え、団員同士でもできる限り話し合いを行って情報を共有した。

　――ルークたちのところにも行けなかった。

　彼らは今どうしているだろうか。セシリーはぼんやりと思いながら屋根上の一画を見やる。その床には術式の複雑な陣が刻まれ、そして所定の方角に対応するようにいくつもの玉たま鋼はがねが埋め込まれていた。この陣の上に立って喋しやべることで音声が発信されるらしいが、セシリーにはその辺りの理屈があまり理解できていない。

　にわかに空気が張りつめたのを察し、振り返る。ちょうど梯はし子ごを伝ってヒューゴー、ハンニバル、レジナルドの三人が上のぼってくるところだった。

　彼らが屋根上に立ったのを見て、セシリーははたと気付く。

　――ユーイン殿の姿が見当たらない？

　不測の事態に備えて、発案者である彼も同席するものだと思っていたのだが。

「始めるぞ。準備はいいな」

　低い声で屋根上の団員に告げてから、ハンニバルがヒューゴーに頷うなずきかける。

　ヒューゴーは術式の陣の上に立ち、祈祷文言を唱えた。

　足許の陣が淡く輝く――

『――――市民の皆さん、こんにちは』

　彼の発した声は公務役所の周辺一帯を飛んだ。





　音声の拡散や音量などの細かい調整は、祈き祷とう契約に長けた二番街の自衛騎士団が担当。彼らは玉たま鋼はがねの設置された各地点に散らばり、演説と並行しながら調整を行う。

　公務役所から数軒ほど離れた建物の上で、数人の団員が手旗信号を送っている。祈祷契約がしっかり機能していることを知らせているのだ。眼下の人波に紛れた団員からも合図を確認――市民は問題なく市長の挨あい拶さつを聞き取っている。

　ヒューゴーは心持ち声を張りあげ、本題に先駆けて補足を述べた。

『この演説の後も日を改め、各番街ごとに自衛騎士団の者が同様の説明を行います。二度手間のように思われるかもしれませんが、私たちの考えを偏見や誤解なしに理解していただくためのものです。どうかお付き合いください』

　普通の話し声とは違って馴な染じみのない、不可思議な声の反響。

　多少のざわつきはあるものの、市民たちは存外に大人しく聞き入っていた。それもそのはず、これは彼らの未来を左右する重大な演説なのだ。だから人々は公務役所の屋根上に立つ人影ヒユーゴーを一心に見上げている――その眼まな差ざしの種類は不安を孕はらんだそれや粗を探すようなそれ、怒りに燃えるそれなど様々だった。

『まず最初に申し上げなければならないのは、帝政列集国の声明文にあった内容には虚偽の情報も含まれているということです』

　独立交易都市と軍国が利権独占を狙ねらって手を組んだから旧帝国と旧群集列国が合併したのではなく、旧帝国と旧群集列国が他を出し抜く形で合併したからこそ、結果的に独立交易都市と軍国は手を組まざるを得なくなった。件くだんの声明文は出来事の時系列を逆にし、事実を都合良くでっち上げている――ヒューゴーはそのことを特に強調して伝えた。

『ただしヴァルバニルに関しては概おおむね声明文にあった通りです。無用の混乱を避けるため、今まで大陸国家と我が独立交易都市はヴァルバニルの存在を秘匿してきました――』

　ヴァルバニルについては恐らく市民が最も気になっていたことだろう。話題がこの件に及んだ途端、これまで比較的静かに耳を傾けていた人々が一変して騒然となった。叫びやら悲鳴やら、わけもわからぬ騒音が爆発的に膨れ上がる。

　ヒューゴーはすでに包み隠さず話すことを覚悟していたらしい。騒ぎ立てる市民をなだめつつ、ヴァルバニルの復活は必ずや大陸に危機を及ぼすだろうこと、それの再封印のために軍国と協力して『聖剣』の鍛たん錬れんに尽力していることなどを述べた。

　しかしひとつでも新しい情報が出てくるとそれだけでまた凄すさまじい数の野次が飛ぶ。

　その多くが批判と悲嘆である。

「なんでそんなに大切なことを今まで黙っていたんだ!?」

「おしまいだ――もう帝政列集国に降伏するしかないじゃないかッ」

『――――聞けッ!!』

　そんな人々の騒音を一掃したのは、耳を聾ろうするような大音声。

　ヒューゴーの横から顔を寄せて割り込んだハンニバルである。

『話にはまだ続きがある!!』

　思わず怯ひるむ人々。その一瞬の隙すきを逃さず、ヒューゴーは声を発した。

『帝政列集国の真意は実のところ定かではありません――』

　単純に霊体が潤沢なこの土地や玉たま鋼はがね売買による利権がほしいのか。強引に過ぎる手段を用いてまで帝政列集国が何を得ようとしているのかは、未いまだによくわかっていない。

『しかし一方ではっきりしていることもある。……まだ記憶に新しいはずです。かつてこの独立交易都市が帝政列集国の放った人外兵器や悪魔の群れに襲撃されたこと。そして宣戦布告とも言える声明文には降伏や和平に関する記述が一切なかった。……おわかりでしょう？　奴らは最初からこの都市を滅ぼすつもりでいる。降伏も和平も受け入れはしない』

　そんなッ、という悲鳴に被せるように言葉は続く。

『故ゆえに、我々は以前から軍国への移住を計画してきました』

　これこそが今回の演説の本題だった。

　軍国の兵の護衛の下、複数回に分けて市民を軍国領に誘導。移住先となる土地は受け入れ態勢が完全に整ったわけではないが、現状はそちらへの避難を優先させる。移住対象となるのは“〝自衛騎士団と防衛志願者以外の全市民”〟――

　移住計画の噂うわさは市民の間にも流れており、人々は「やはり」という思いで聞いていたが、しかし移住対象に関しては驚きを禁じ得なかったようだ。罵ば声せいや野次とは違うどよめきが一帯に広がる。

『戦える者だけが残り、ブレア火山の防衛に専念する』

　――――。

「市街地は放棄すると……？」「馬ば鹿かな、じゃあ俺おれたちは何のために今まで戦ってきたんだ!?」「あんな火山を守って何になるって言うんだ！」「軍国ではどんな生活が――」

『優先すべきはふたつ!!』

　ヒューゴーが二本の指を立て、叫ぶ。

『“〝市民の生命の保証”〟と“〝ヴァルバニルの再封印”〟！　これらを成すにはこの方法しかありません！　目的は不明ですが帝政列集国はヴァルバニルに対して奇妙な執着を見せており、策もなく近付けるのは危険なのです！　だから我々はここに居残り、敵方の目的であろうブレア火山を防衛する――どうか、どうかご理解いただきたい!!』

　しかし喧けん騒そうは止まず、むしろ拡大する傾向にあった。

　飛び交う声に冷静さはない。ヴァルバニルという未知の人外への言い知れぬ恐怖、大国に土地を追われ他国に移住しなければいけないことへの猛烈な不安など、人々はただひたすらに負の感情に突き動かされて叫んでいた。

　人から人へと伝染して膨張していく、感情の洪水。もはや誰だれもヒューゴーの言葉に耳を傾けてはおらず、状況はこのまま暴動に発展するかのように思われた。

　一石が投じられたのは、そのとき。



『少し俺おれの話を聞いてくれないか』



　――――幻聴かと思った。

　人々の熱気に中られ、今の今まで放心していたセシリーは幻聴を聞いたのかと思った。

　だってその声はヒューゴーでもハンニバルでもない、自分のよく知る男の――

『俺はヴァルバニルを封印するための刀を鍛たん錬れんしている者だ』

　ルーク・エインズワースのそれだった。
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　聖剣の刀鍛冶ブラツクスミスとして市民に伝えたいことがある――

　だから自分も演説に参加させてほしい。ルークがリサを介し、ヒューゴーたちにそう打診したのは二日前。わざわざ不平の受皿になりたいのかと反対する声もあったが、最終的にこちらの考えを汲くんでもらう形になった。

　しかし弱視のことを隠しているルークは公務役所まで足を運ぶわけにいかない。なのでユーインに来てもらい、工房アトリエ『リーザ』からも音声を飛ばせるよう準備をしてもらった。人前に出るよりはいいとの判断でハンニバルたちも特に疑問を挟むことなく許可。すでに術式の基礎はできていたので工事そのものは簡単に済んだ。

　ただし公務役所側の祈き祷とう契約と違い、こちらの祈祷契約は有効範囲が市街地に限定されている。術式の陣自体が公務役所のそれよりも簡易的なものだから、らしい。

「……ちゃんと向こうに聞こえてるのか？」

『聞こえています』

　そばのユーインに確認したつもりだったが、ヒューゴーの声が代わりに答えた。

　大丈夫なようですね、とユーインが安あん堵どしたように言う。見えないが、きっと彼の隣ではリサがはらはらとした様子でこちらを見守っているだろう。

　工房の母屋。ルークは窓辺の椅い子すに座っていた。顔に冷たい風を感じるのは鎧よろい戸どを開けているからだ。ユーインの説明によれば窓際の床に祈祷契約の陣を組んだらしく、ルークの椅い子すはその上にあった。これに腰かけて鎧よろい戸どの向こうに話しかければ、音声を市街地に届けることができるとのことだ。

　工房アトリエ『リーザ』の周辺一帯は静寂に包まれている。それもそのはず、七番街の人々はより間近で市長の演説を聞くために市街地へと出張っている。

　ルークはそっと、しかし確かな口調で見えない人々に向けて語りかけた。

「さっき市長も言っていたが、俺おれも断言させてもらう。奴らに“〝大陸の安あん寧ねいのためにヴァルバニルを封印する”〟という大義などない。何な故ぜなら奴らはヴァルバニルを封印する術を持たない――聖剣を鍛たん錬れんするための技術を知らないからだ」

　本音では、ルークは自分の言葉が人々の心を打つとは思っていない。

「奴らの真の目的はわからない。だが明らかにヴァルバニルを利用して何かを企んでいる。それはきっと大陸によくないものをもたらす。シーグフリードはそういう男だ」

　だが視力を失い、刀鍛冶ブラツクスミスとしての役割を果たせなくなったこんな自分の言葉でも、ほんの少しでも誰だれかの心を動かせるのなら。そこまでは望めないとしても、せめてヒューゴーや自衛騎士団に向く批判を逸らし、彼らの負担をわずかでも減らせるのならば。

「だからどうか市長や自衛騎士団の言葉に耳を傾けてほしい。俺は――俺たちは必ず聖剣を完成させ、奴らの野望を挫くじき、そしてヴァルバニルを再封印してみせる」

　セシリーたちの力になれるのならば、ルークはいくらでも中傷の的になろうと思う。

「頼む。俺たちを信じてくれ」





　最初は不意を打たれていた市民だったが、彼らはすぐにまた口々に騒ぎ立て始めた。

「ふざけるな！」「何を根拠に信じろと」「騙だまされるもんか！」

　凄すさまじい喧けん騒そうの渦の中、セシリーはいっそのこと耳をふさぎたかった。

　――やめてくれ！

　いかに鈍感な自分でもルークの意図はわかった。彼は自らが人々の標的になることで、自分たちに向けられる批判や中傷を分散させようとしてくれている。セシリーはそのことに気付いて胸が震えた。

　それでもやはり、好きな相手が罵倒されている状況なんて不快に決まっている。

『頼む。俺たちを信じてくれ』

　――頑張れ。

　頑張れルーク。そう、セシリーは祈るような気持ちで呟つぶやいて。



「…………え？」



　そんな自分に対して呆気に取られた。

　背筋にぞっと悪寒を覚える――いつからだ？

　自分はいつから他人事のように「頑張れ」なんて言うようになった？

　まるで傍観者みたいな言い草じゃないか。

　――――まああれから一年経たったんだ。私も少しは大人になったんじゃないかな。

　――――……なんだかちょっと寂しいですね。

　唐突に二日前の会話が思い出され、ああ、と腑ふに落ちた。強烈に。

　リサの「寂しい」という言葉の意味。

　――最近の私は私らしくなかった。

　大人になっただとか、先輩としての責任が生まれただとか、マシになっただとか、ただの上辺にすぎないものを自分の成長と誤解して、いつの間にか一歩引いてから物事を考えることが当たり前になっていた。感覚よりも理性や理屈を優先させるようになっていた。

　もちろんそれはある一面では正しいことなのだろう。でも少なくとも今の自分にとってはまったく正しくない。必死に戦っている男に対して、遠巻きに、空々しく「頑張れ」なんて言う自分は絶対に正しくない！

　そうとわかれば善は急げだ。セシリーはハンニバルの許もとへと駆け寄った。

「団長。私をルークの許へ行かせてください」

　振り返ったハンニバルは突然の部下の申し出に片かた眉まゆを上げる。

　が、直後にふっと笑った。

「ああ。今のあいつには君が必要だ」

　承諾が早かったのは、彼もルークの演説に思うところがあったからかもしれない。

「どうせ今日はもう仕舞いだしな」

　はっとして見れば、ヒューゴーが演説の終了を告げているところだった。

　市民の声はまだ止む気配がなかったが――

「ここは任せろ。行け」

「はい！」

　セシリーは矢も盾もたまらず走り出した。

　梯はし子ごを伝って屋根上から公務役所の中に移動。廊下と階段を全速力で駆け抜ける。外は何ど処こも彼処かしこも興奮した市民たちでごった返しており、前に進むのにはかなり苦労させられたが――半ば強引に人ごみをかき分け、まずはキャンベル家のバラックへとたどり着いた。

「お？　何だ何だ」

「セシリー！　演説のほうはいいのですか!?」

　驚いた顔をするフィオとルーシーの前を通り過ぎ、バラックの隅に設えられた吊つり棚だなに直行する。そこには二本の剣が丁重に飾られていた。

　レイピアの魔剣と直刀。前者は言わずもがなの魔剣『アリア』であり、後者は以前、火山洞どう窟くつに向かう際にリサから借りた刀である。いつか自分の手で持ち主に返してくださいと言われていた。

　その直刀を手に取って踵きびすを返すと、フィオとルーシーがぽかんとした顔をしている。

　セシリーはふたりの顔を見やったところで、不意にあることを思いついた。

「母上」

「はい？」

「母上が父上を射止めたときに着ていたという服は、まだありますか」

　あまり期待はしなかった。キャンベル家の本宅は帝政列集国による都市襲撃の一件で全壊し、そのときにキャンベル家の所有物はほとんどが紛失してしまったはずだから。

　答えたのはルーシーではなく、フィオだった。

「あるぞ」

「え――本当か!?」

「おうよ。何せルーシーさんの思い出の品だ。瓦が礫れきの中から掘り返して補修済みよ」

　フィオの隣でルーシーが「ふふ」と照れくさそうに笑う。

「今、それに着替えたいのだが」

「こんなときに？　ひょっとしてルークの野郎に見せに行くのか？」

「ああ。わけは後で話す」

「ふうん？　いいぜ、すぐに用意してやる。……あいつ、きっと見み惚とれるぞ」

　残念ながらそれはない。だって今の彼は目が見えないから。

　では何な故ぜ着替えるのかというと――験担ぎだ。

　正直、自分がこれからしようとしていることを考えたら足が震える。

「母上。お借りします」

「ええ、好きになさい」

　だから勇気を借りたかった。



　　　６



　ルークの弱視を知った日、リサにこう言われた。

　――――いろんなことを覚悟してから、ルークの覚悟と向き合ってあげてください。

　その言葉を思い出しつつ、セシリーはとうとう目的の工房アトリエ『リーザ』に到着した。

　見ると母屋の鎧よろい戸どが開いている。そちらにずんずんと力強い足取りで近寄り、失礼を承知で覗のぞき込む。窓枠のすぐ向こう、窓辺の椅い子すに腰かけるルークを見つけた。最近は門前払いを食らってばかりだったから久しぶりに顔を見たような気がする。

　そのとき母屋の中にいたリサが「あれ？」とこちらに気付いた。

「セシリーさん、ですか？」

「……セシリー!?」

　慌てたのはルークである。彼は咄とつ嗟さに顔を伏せて隠した。不用意に目線をさまよわせて弱視のことが知られるのを防ぐためだろう。

「セシリーさん？」母屋にはユーインの姿もあった。「あちらのほうは大丈夫なのですか？　まだ音声が届いてきて、ずいぶんと混乱している様子ですが……」

　それに、と訊たずねてくる。

「その格好は？」

　セシリーは自衛騎士団の制服から別の洋服に着替えていた。上半身と下半身で別々の布地をつなげて縫製された、胸むな許もとの開いたワンピース。本来はスカートとブラウスに分かれていたものを、フィオが補修する際にひとつにつなげてアレンジしたらしい。化粧も少し施してもらった。そのくせ腰には直刀を帯びているのだからちぐはぐだ。

　この服はかつてルーシー・ハーグリーヴスがチェスター・キャンベルを陥落させたときに着ていたもの。

　セシリーはきっぱりと答えた。

「験担ぎだ」

「げんかつぎ？」

「お、おいリサ。ユーインでもいい、早く鎧よろい戸どを閉め――」

「リサ、私は覚悟したぞ！」

　え？　と目を瞬くリサ。

　回りくどいことはもううんざりだったから、セシリーは屋外から窓枠に身を乗り出し、顔を背けるルークに真っ直ぐに言い放った。

「ルーク！　好きだ！　結婚してくれ！」





　偶然が働いていた。

　ルークが話し終えたのを見計らい、ヒューゴーは演説の終了を告げた。しかし市民たちの叫びや訴えは鳴り止まない。故ゆえにヒューゴーは彼らの興奮をなだめるため、なおも玉たま鋼はがねを介して喋しやべり続けなければいけなかった。

　彼が懸命に言葉を重ねる様子は、音声として工房アトリエ『リーザ』にも伝わってきた。届いてくるのは彼の声だけだが、その必死な口調を聞けば市街地がどんな様子なのかは想像に難くない。セシリーが現れる前まで、ルークたちは固かた唾ずを呑のんでそれに聞き入っていた。

　だから失念していた。

　この場合は主にユーインが、ルークの足許の祈祷契約を解除し忘れていた。

　セシリーはよりにもよってそこに顔を突き出して叫んだのである。

　つまり――

『ルーク！　好きだ！　結婚してくれ！』

　この求婚は独立交易都市の市街地に大音量で反響した。

　公務役所の屋根上で汗だくになりながら喋しやべっていたヒューゴー・ハウスマンが、大通りで人々に静まるよう訴えていたレジナルド・ドラモンドが、公務役所の事務室で同僚と肩を寄せ合っていたパティ・ボルドウィンが、人込みに押されて怪け我がをした者を手当てしていたヒルダ・キャヴェンディッシュとヘイゼル・キンバリーが、自衛騎士団の宿舎の一室で仲間の軍人とともに待機していたドリスが、その宿舎の別室でぼうっとしていた銘めい無しが、バラックで屋外の騒ぎを窺うかがっていたルーシー・キャンベルとフィオ・アトキンズが。

　独立交易都市の市民たちが、一斉に「え？」と呟つぶやいた。

『お、お前、何を言って――』

『聞こえなかったのか？　なら何度でも言ってやる。好きだ。結婚してくれ』

　女の声はなおも続き、人々は隣り合った者同士で顔を見合わせる。

「おい、何だこれ」

「さ、さあ」



    

  
    
      



    

  
    
      　一方で、徐々に気付く者もちらほら現れた。

「私この声、聞いたことがあるような――」

「待て。ひょっとしてあの人じゃないか？　確か三番街自衛騎士団の――」

「ああ、わかったぞ！　帝政列集国の悪魔に襲われたときに魔剣を使っていた――」

「セシリー・キャンベルさん！」

　いち早く声の正体に気付いていたハンニバルは、ひとりで爆笑していた。

「やはり血は争えないな！」





　そしてルークは追いつめられていた。

　――畜生。

　顔のすぐ近くに彼女の息遣いと熱を感じる。珍しく香水でもつけているのか、いい匂においがした。久しぶりに感じる彼女の気配は記憶以上に強烈で、ルークはそちらへ顔を上げそうになるのを既のところでこらえなければいけなかった。

　目は何も見えない。しかし視力を失う前に記憶に焼きつけた顔が脳裏に浮かぶ。

　固く誓ったはずの決意が、揺らぐ。

　――畜生！

　ルーク、と声が耳をくすぐった。

「答えがほしい」

「…………」

「ルーク」

「……どうして」

　どうして俺おれなんだ。乾いた声で問う。

「たぶん、ちょうどいいから」

　即答。

「声も。目も。顔も。背も。ぶっきらぼうだけど実は優しい人となりも。頑固で真しん摯しな性格も。全部、全部ちょうどいい。ちょうどよく――私を魅了してやまない」

　脳が揺さぶられるようだったが、それでもルークは懸命に言った。

「悪いが、俺は、お前のことをそんなふうに想っていない」

「嘘うそつき」

　あっさりと決めつけられ、ルークは口を噤つぐむしかない。

「私の直感がそれは嘘だと言っている」

「……無茶苦茶だ」

「うん。無茶苦茶だな」

　含み笑うような声。不覚にも心地よいと感じてしまった。

「なあルーク。私はこの都市を救いたい。アリアを取り戻したい。あなたがほしい。あなたの力になりたい。そのために全力を尽くしたい。――もう一度言うよ。私はあなたが好きだ。結婚してくれ」

「…………」

　打ち明けるしかない、とルークは思った。

　いつだって彼女はこちらの壁を易々と貫いてくる。本当のことを話すしか術はない。

「俺おれの命は、長くない」

「知ってる」

　そう、彼女はいつだって貫くのだ。笑ってしまうほど簡単に。

「だが関係ない。だって私はあなたが好きで、あなたは私が好きだから」

　――畜生、敵かなわねえ。

「……答えは今じゃなきゃ駄目か」

「え？」

「お互い、これからの戦いでどうなるかわからない。せめてすべてが片付いてから――」

「ヤだ」

　子どもが駄々をこねるように、

「式も指輪もお祝いの御ご馳ち走そうもいらない。ただ、今すぐ私のものになって。私をあなたのものにして」

　この瞬間、決意は粉々に砕け散った。砕け散らないわけがない。つまるところルーク・エインズワースはそういう男で、彼女――セシリー・キャンベルはそういう女だった。

　気配をたどって彼女の顔があると思われる位置に向き合う。

　何も見えないが、記憶がそれを補う。想い人の顔形、瞳ひとみ、唇、髪、毛の一本まで鮮明に。

「後悔するなよ」

「しない。言っておくが、私はかなりあなたのことが好きだぞ」

　ふざけるな、とルークは半ば自棄になって吐き捨てた。

「俺のほうが相当だ」





　市民一同、思うところ、感じるところは様々だったが。

『俺のほうが相当だ』

　図らずもふたりのやり取りによって毒気を抜かれてしまったことは、共通していた。



    

  
    
      
epilogue





　彼女はとても長い時間をそこで過ごしていた。

　暗い世界。頭上には蓋ふたがあり、足あし許もとには禍まが々まがしい胎動がある。

　身動きも取れず、そこに刺さっている。



　とても長い間ここにいたから、彼女は自分の名前を忘れてしまった。

　ただし自分をどんな言葉で識別するのかはまだ覚えていた。





　彼女は遠い昔“〝人間”〟として生まれた。



　彼女はかつて“〝魔剣”〟として生まれ変わった。



　彼女はそして“〝聖剣”〟として今を生きている。





　時は、来たらしい。



    

  
    
      


あとがき



　どうもこんにちは。

　三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス　#11.Women』ということで、女性陣にスポットを当てた連作……なのですが、例えば５巻や８巻がそうだったようにがんがんに本筋です。中でも第26話は、書きながら前作の『上等。』シリーズの雰囲気を思い出したりしました。

　楽しんでもらえたら嬉しいです。



　以下、各話について少し。本編よりあとがきから先に読んでいて、前情報は避けたいという方は本編のほうにお進みください。



　１話目――セシリーの両親の話は前々から書く機会を窺うかがっていたので、今回形にすることができて嬉しかったです。ふたりのイラストがどちらもちゃんとセシリーに似ているところがあって、屡る那なさん半端ない、と感激しました。ちなみに今回の表紙の服はルーシーのおさがりです。

　２話目――この話に出てくる男の子と女の子は、以前に『聖剣の刀鍛冶　公式コンプリートブック』というアニメ関連のムック本に書き下ろした、『魔剣の散歩人ワンダラー』という番外編にも出てきた子どもたちです。そちらではアリアが彼らとなんやかんやしています。自分でもお気に入りの一編ですので、よろしければそちらも是非。

　３話目――軍国に亡命したシャーロットたちがどんな生活をしているのか、というのも前々から書きたかった話でした。今回のお話の中で最も賑にぎやかだったように思います。

　４話目――魔剣同士の会話、というのは実は独立交易都市側の話では滅多に書けないものなので、ここぞとばかりに書かせていただきました。

　５話目――おめでとう。



　丸一年もの間、大変御ご無ぶ沙さ汰たしておりました。完全にドツボにはまっていました。もうお詫わびの言葉もありません。それでも見放さずに辛抱強く付き合ってくれた担当さんや屡那さん、関係者の方々、家族、そしてこうして手に取ってくださった皆さんには本当に感謝申し上げたいです。本当にありがとう、ありがとうございます。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。



平成二十三年十月　三浦勇いさ雄お
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　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれ、弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。現在は地元・北海道札幌市に在住。

　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。

　　著作に『聖剣の刀鍛冶』シリーズ、『上等。』シリーズ（全８巻、ＭＦ文庫Ｊ）がある。



　　上の画像は母が作ってくれたおにぎりです。

　　大好きなんです。



　　ＨＰ「ねこまるnekomaru」

　　http://n-ekomaru.com/



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。

　　１年ぶりの今シリーズです。

　　久しぶりすぎてセシリー以外のキャラを

　　描くのが楽しいこと楽しいこと。

　　そしてファンタジーのイラストは楽しいです。
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